
科目授業名 授業代表教員氏名 開講年度学期 授業区分 曜日時限 授業コード ページ数

比較人間形成論講義Ⅱ 金谷　美和（非常勤講師） 2026年度 前期 集中講義 PB10010 ・・・ 3

教育政策科学演習Ⅴ 貞広　斎子（非常勤講師） 2026年度 前期 集中講義 PB10020 ・・・ 5

カリキュラム論演習Ⅰ 板橋　孝幸（非常勤講師） 2026年度 前期 集中講義 PB10030 ・・・ 7

博物館教育論 生島　美和（非常勤講師） 2026年度 前期 集中講義 PB10040 ・・・ 8

社会教育実習 石井山　竜平 2026年度 前期 集中講義 PB10050 ・・・ 10

道徳の理論及び指導法B 齋藤　雅俊（非常勤講師） 2026年度 前期 集中講義 PB10060 ・・・ 11

教育心理学講義Ⅲ 中西　良文（非常勤講師） 2026年度 前期 集中講義 PB10070 ・・・ 13

教育アセスメント論講義 西塚　孝平 2026年度 前期 週間授業 月1 PB11110 ・・・ 14

教育調査法 李　仁子 2026年度 前期 週間授業 月2 PB11210 ・・・ 16

教育統計学（心理学統計法） 久保　沙織 2026年度 前期 週間授業 月2 PB11220 ・・・ 17

生涯学習論演習Ⅴ（社会教育演習） 金子　祥之（非常勤講師） 2026年度 前期 週間授業 月2 PB11230 ・・・ 19

カリキュラム論講義Ⅱ 谷口　和也 2026年度 前期 週間授業 月2 PB11240 ・・・ 21

教育情報デザイン論演習Ⅰ 中島　平 2026年度 前期 週間授業 月3 PB11310 ・・・ 23

教育学実習 李　仁子 2026年度 前期 週間授業 月3 月4 PB11320 ・・・ 25

教育相談（教育・学校心理学） 安保　英勇 2026年度 前期 週間授業 月4 PB11410 ・・・ 26

教育情報アセスメント実習 松林　優一郎／中島　平／久保　沙織 2026年度 前期 週間授業 月4 月5 PB11420 ・・・ 27

産業・組織心理学 若島　孔文 2026年度 前期 週間授業 月5 PB11510 ・・・ 29

福祉心理学 野口　和人／神谷　哲司 2026年度 前期 週間授業 火1 PB12110 ・・・ 30

生涯学習論演習Ⅱ（社会教育経営論演習） 石井山　竜平 2026年度 前期 週間授業 火2 PB12210 ・・・ 32

教育心理学演習Ⅰ 工藤　与志文 2026年度 前期 週間授業 火2 PB12230 ・・・ 34

教育文献講読 松林　優一郎／吉田　沙蘭／鷲谷　洋輔 2026年度 前期 週間授業 火3 PB12310 ・・・ 35

海外教育演習 劉　靖 2026年度 前期 週間授業 火3 PB12320 ・・・ 37

教育学概論 李　仁子 2026年度 前期 週間授業 火4 PB12410 ・・・ 39

教育行政学講義Ⅰ 青木　栄一 2026年度 前期 週間授業 火4 PB12420 ・・・ 41

発達心理学演習Ⅰ 長谷川　真里 2026年度 前期 週間授業 火4 PB12430 ・・・ 43

教育方法・技術論（ICT活用含む） 谷口　和也 2026年度 前期 週間授業 火4 PB12440 ・・・ 45

発達障害学講義Ⅱ 横田　晋務 2026年度 前期 週間授業 火5 PB12510 ・・・ 47

人間形成論演習Ⅱ 白岩　伸也 2026年度 前期 週間授業 水2 PB13210 ・・・ 48

学習心理学演習 佐藤　誠子 2026年度 前期 週間授業 水2 PB13220 ・・・ 49

健康・医療心理学 吉田　沙蘭 2026年度 前期 週間授業 水2 PB13230 ・・・ 51

教育学への招待
島　一則／佐藤　克美／
佐藤　誠子／劉　靖

2026年度 前期 週間授業 木1 PB14110 ・・・ 52

スポーツ文化論講義Ⅰ 鷲谷　洋輔 2026年度 前期 週間授業 木1 PB14120 ・・・ 53

学習・発達論 佐藤　誠子／神谷　哲司 2026年度 前期 週間授業 木2 PB14210 ・・・ 55

人間形成論演習Ⅰ 澤田　哲生 2026年度 前期 週間授業 木2 PB14220 ・・・ 57

リカレント教育論講義（生涯学習概論Ⅱ） 松本　大 2026年度 前期 週間授業 木4 PB14230 ・・・ 59

教育制度論 井本　佳宏 2026年度 前期 週間授業 木3 PB14310 ・・・ 60

教育政策科学演習Ⅰ 島　一則 2026年度 前期 週間授業 木3 PB14320 ・・・ 62

教育情報デザイン論演習Ⅱ 熊井　正之 2026年度 前期 週間授業 木3 PB14330 ・・・ 63

発達臨床論演習Ⅱ 神谷　哲司 2026年度 前期 週間授業 木3 PB14340 ・・・ 64

発達障害学演習Ⅰ 野口　和人 2026年度 前期 週間授業 木3 PB14350 ・・・ 65

臨床心理学講義Ⅱ（精神疾患とその治療） 本多　奈美 2026年度 前期 週間授業 金1 PB15110 ・・・ 66

教育社会学 福田　亘孝 2026年度 前期 週間授業 金2 PB15210 ・・・ 68

学習心理学講義 工藤　与志文 2026年度 前期 週間授業 金2 PB15220 ・・・ 70

教育政策科学演習Ⅳ 井本　佳宏 2026年度 前期 週間授業 金3 PB15310 ・・・ 72

教育心理学実験Ⅰ（心理学研究法） 前田　駿太／教育心理学コース教員 2026年度 前期 週間授業 金3 金4 PB15320 ・・・ 74

生涯学習論演習Ⅲ（社会教育経営論講義） 坂口　大洋（非常勤講師） 2026年度 前期 週間授業 金4 PB15410 ・・・ 76

発達障害学演習Ⅲ 野口　和人 2026年度 前期 週間授業 金5 PB15510 ・・・ 78

道徳の理論及び指導法A 清多　英羽（非常勤講師） 2026年度 後期 集中講義 PB20010 ・・・ 79

成人教育論講義Ⅱ（生涯学習支援論講義） 辻　浩（非常勤講師） 2026年度 後期 集中講義 PB20020 ・・・ 80

カリキュラム論講義Ⅰ 谷口　和也 2026年度 後期 週間授業 月2 PB21210 ・・・ 82

神経・生理心理学 横田　晋務 2026年度 後期 週間授業 月2 PB21220 ・・・ 84

教育実践論講義Ⅰ 長島　康雄（非常勤講師） 2026年度 後期 週間授業 月3 PB21310 ・・・ 85

心理演習

安保　英勇／若島　孔文／吉田　沙蘭／
前田　駿太／ＳＣＨＬＥＭＰＥＲ　ＬＥＮＮＡ
／
坂本　一真

2026年度 後期 週間授業 月3 PB21320 ・・・ 87

心理学的支援法
安保　英勇／吉田　沙蘭／前田　駿太／
ＳＣＨＬＥＭＰＥＲ　ＬＥＮＮＡ／坂本　一真

2026年度 後期 週間授業 月4 PB21410 ・・・ 89

臨床心理学講義Ⅰ（臨床心理学概論） 若島　孔文 2026年度 後期 週間授業 月5 PB21510 ・・・ 90

教育行政学講義Ⅱ 後藤　武俊 2026年度 後期 週間授業 火2 PB22210 ・・・ 91

発達障害学講義Ⅰ 野口　和人 2026年度 後期 週間授業 火2 PB22230 ・・・ 93

教育情報活用論 佐藤　克美 2026年度 後期 週間授業 火3 PB22310 ・・・ 94

※GoogleClassroomクラスコードは、教育学研究科ウェブサイト(学生生活＞時間割表・シラバス・学生便覧等)に掲載して
いるクラスコード一覧表を参照ください。



国際教育開発論講義 劉　靖 2026年度 後期 週間授業 火3 PB22320 ・・・ 95

教育心理学講義Ⅱ 佐藤　誠子 2026年度 後期 週間授業 火3 PB22330 ・・・ 97

公認心理師の職責 吉田　沙蘭 2026年度 後期 週間授業 火3 PB22340 ・・・ 98

国際教育開発論演習 劉　靖 2026年度 後期 週間授業 火4 PB22410 ・・・ 99

発達心理学講義（発達心理学） 長谷川　真里 2026年度 後期 週間授業 火4 PB22420 ・・・ 101

教育課程総論 谷口　和也 2026年度 後期 週間授業 火4 PB22430 ・・・ 103

教育政策科学演習Ⅱ 青木　栄一 2026年度 後期 週間授業 火5 PB22510 ・・・ 105

スポーツ文化論講義Ⅱ 佐久間　政広（非常勤講師） 2026年度 後期 週間授業 火5 PB22520 ・・・ 107

発達障害学演習Ⅱ 横田　晋務 2026年度 後期 週間授業 火5 PB22530 ・・・ 108

人間形成史講義Ⅱ 白岩　伸也 2026年度 後期 週間授業 水2 PB23210 ・・・ 109

教育社会学講義 島　一則 2026年度 後期 週間授業 水2 PB23220 ・・・ 110

発達臨床論講義 神谷　哲司 2026年度 後期 週間授業 水2 PB23230 ・・・ 111

教育学研究入門
佐藤　克美／前田　駿太／横田　晋務／
澤田　哲生／劉　靖／後藤　武俊

2026年度 後期 週間授業 木1 PB24110 ・・・ 113

心理検査法（心理的アセスメント）
安保　英勇／野口　和人／吉田　沙蘭／
前田　駿太／ＳＣＨＬＥＭＰＥＲ　ＬＥＮＮＡ
／坂本　一真／横田　晋務

2026年度 後期 週間授業 木1 PB24120 ・・・ 115

教育哲学講義Ⅰ 澤田　哲生 2026年度 後期 週間授業 木2 PB24210 ・・・ 116

統計的学習論講義 松林　優一郎 2026年度 後期 週間授業 木2 PB24220 ・・・ 118

教育心理学演習Ⅱ 工藤　与志文／佐藤　誠子 2026年度 後期 週間授業 木2 PB24230 ・・・ 119

生涯学習論演習Ⅰ（生涯学習支援論演習） 松本　大 2026年度 後期 週間授業 木4 PB24240 ・・・ 120

比較教育学講義 井本　佳宏 2026年度 後期 週間授業 木3 PB24310 ・・・ 121

成人教育論講義Ⅰ（生涯学習概論Ⅰ） 石井山　竜平 2026年度 後期 週間授業 木3 PB24320 ・・・ 123

教育情報デザイン論講義Ⅱ 小嶋　秀樹 2026年度 後期 週間授業 木3 PB24330 ・・・ 125

臨床心理学演習Ⅰ 若島　孔文／坂本　一真／本多　奈美 2026年度 後期
週間授業

(後期前半)
木3 PB24340 ・・・ 127

臨床心理学演習Ⅱ 若島　孔文／坂本　一真／本多　奈美 2026年度 後期
週間授業

(後期前半)
木4 PB24350 ・・・ 128

臨床心理学演習Ⅲ
安保　英勇／吉田　沙蘭／前田　駿太／
ＳＣＨＬＥＭＰＥＲ　ＬＥＮＮＡ

2026年度 後期
週間授業

(後期後半)
木3 PB24360 ・・・ 129

臨床心理学演習Ⅳ
安保　英勇／吉田　沙蘭／前田　駿太／
ＳＣＨＬＥＭＰＥＲ　ＬＥＮＮＡ

2026年度 後期
週間授業

(後期後半)
木4 PB24370 ・・・ 130

発達障害学講義Ⅲ（障害者・障害児心理学 野口　和人 2026年度 後期 週間授業 木5 PB24510 ・・・ 131

人体の構造と機能及び疾病 本多　奈美 2026年度 後期 週間授業 金1 PB25110 ・・・ 133

生涯学習論演習Ⅳ（社会教育演習） 甲斐　健人 2026年度 後期 週間授業 金2 PB25210 ・・・ 135

教育心理学講義Ⅰ 工藤　与志文 2026年度 後期 週間授業 金2 PB25220 ・・・ 136

関係行政論 前田　駿太／長友　周悟 2026年度 後期 週間授業 金2 PB25230 ・・・ 138

教育心理学実験Ⅱ（心理学実験） 横田　晋務／教育心理学コース教員 2026年度 後期 週間授業 金3 金4 PB25310 ・・・ 140

教育情報デザイン論講義Ⅰ 伊藤　文人 2026年度 後期 週間授業 金4 PB25410 ・・・ 142

発達障害学演習Ⅳ 横田　晋務 2026年度 後期 週間授業 金5 PB25510 ・・・ 144

心理実習
安保　英勇／若島　孔文／吉田　沙蘭／
前田　駿太／ＳＣＨＬＥＭＰＥＲ　ＬＥＮＮＡ
／坂本　一真／本多　奈美

2026年度 通年 集中講義 PB30010 ・・・ 145

社会科教育論Ⅰ 新福　悦郎 2026年度 通年 週間授業 水3 PB33310 ・・・ 146

社会科教育論Ⅱ 新福　悦郎 2026年度 通年 週間授業 水4 PB33410 ・・・ 148

公民科教育論 新福　悦郎 2026年度 通年 週間授業 水5 PB33510 ・・・ 150

教育学実習 甲斐　健人 2026年度 通年 週間授業 木2 PB34210 ・・・ 152

教育学実習 福田　亘孝 2026年度 通年 週間授業 木4 PB34410 ・・・ 153



曜日・講時 集中講義

開講学期 1学期

担当教員 その他教員

授業コード PB10010

科目名 比較人間形成論講義Ⅱ

単位数 2.0単位

主要授業科目 〇

授業題目
人間形成と「衣」

授業の目的と概要

人類の基本的生存要件である衣食住のうち「衣」に焦点を当てて、人間形成について学ぶ。衣服は、外界から身を守るためにあらゆる人間が必要不可欠として身に
着けているものである。それにも関わらず、私たちが日常的に身に着けている衣服が、どこで、誰によって、どのように作られているのかが現代においては分かり
づらくなっている。なぜなら、衣服やその素材の製作が、急速に産業化され、家庭や地域コミュニティ内で製作することがほとんど行われなくなったためである。
私たちの身近にある衣服は、もっとも遠いものになってしまっている。
 ファッション産業は、産業界のなかで2番目に大きな環境破壊を引き起こしているとして批判が高まっている。大量生産と大量廃棄をうみだすファストファッショ
ンはその代表的なものである。業界や各企業は、環境問題や労働者の労働状況にかかわるサステナビリティに取り組むことが求められている。このような現状は、
上記したような繊維産業の産業化がもたらしたと言える。
 衣服やその素材がどのように作られてきたか、生産がどのように変化したのか、さらに現代において抱えている問題は何かについて、歴史や様々な地域・民族の
事例から具体的に学ぶ。それによって、衣服に関する問題を自分ごととして理解し、将来にわたって地球環境を損なわないような選択ができるよう、自ら考える力
を養うことを目的とする。授業では、実際に衣服やその素材の実物資料を対象に熟覧調査もおこなう予定である。

担当教員（所属） 金谷　美和（非常勤講師）

科目ナンバリング PES-EDU215J

使用言語 日本語

教科書及び参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

学修の到達目標

１．衣服の生産が抱えている問題について理解する
２．衣服とその素材の生産について歴史的、民族誌的に理解する
３．これからの衣服はどうあるべきかについて、自分なりの意見が持てるようになる

授業内容・方法と進度予定

１　ガイダンス
２　衣服生産の問題：環境破壊とサステナビリティ
３　衣服生産の問題：生産者の労働状況、誰が服をつくっているか？
４　衣服の歴史：人類始原の衣服、狩猟採集社会と皮革
５　布とは何か：不織布、織物、どうやって布は織られているか？
６　天然素材：動物性繊維、牧畜社会、羊毛と獣毛を生産する人々
７　天然素材：動物性繊維、家蚕と野蚕を生産する人々
８　天然素材：植物性繊維、ワタとアサを生産する人々
９　天然素材：動物性染料と植物性染料、色のついた衣服を着ることの意味
１０　在来マテリアルの復興：新たな価値をうみだす
１１　在来技術の知的所有権と文化の盗用問題
１２　衣服生産の産業化：産業革命、素材生産の産業化、ファストファッション
１３　現在の衣服生産の構造とシステム、グローバル化、ファッション産業のかかえる問題
１４　オルタナティブな服づくり
１５　まとめ

成績評価方法
出席と授業内課題50％、期末レポート50％

『990円のジーンズがつくられ
るのはなぜ？——ファストファッ
ションの工場で起こっているこ

長田華子 合同出版株式会社 2016年 4772612688 参考書

『文化が織りなす世界の装い』 山田孝子・小磯千尋編 英明企画編集 2019年 4909151044 参考書

『織物の世界史: 人類はどのよ
うに紡ぎ、織り、纏ってきたの

ソフィ・タンハウザー 原書房 2022年 参考書

『ブランド幻想 ファッション
業界、光と闇のあいだから』

アリッサ・ハーディ 明石書店 2023年 4750356670 参考書

『よそおいの民俗誌——化粧・着
物・死装束』

国立歴史民俗博物館編 慶友社 2000年 4874492290 参考書

『綿の帝国——グローバル資本主
義はいかに生まれたか』

スヴェン・ベッカート (著), 
鬼澤 忍 (翻訳), 佐藤 絵里 

紀伊國屋書店 2022年 4314011955 参考書

『官能の人類学——感覚論的転回
を超えて』

石井美保・岩谷彩子・金谷美
和・河西瑛里子編

ナカニシヤ出版 2022年 4779516447 参考書

『布がつくる社会関係—インド
絞り染め布とムスリム職人の民
族誌』

金谷美和 思文閣出版 2007年 4784213414 参考書

『生活工芸双書　藍（あい）』 吉原 均 、山崎和樹、 川西和
男

農山漁村文化協会 2019年 4540172158 参考書

参考書 森和彦・松下隆ほか 農山漁村文化協会 2019年 454017214X

オフィスアワー
担当教員が非常勤講師であるため、授業時間内や前後に質問してください。

更新日付 2026/03/16

授業時間外学修

授業内で課される課題をおこなうだけでなく、配布される資料や参考文献により授業内容を確認、復習してください。

実務・実践的授業 ×

その他 積極的な授業参加を求めます。
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１単位の授業科目は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の目安は、「講義・演習」については１５～３０時間に授
業および授業時間外学修（予習・復習など）３０～１５時間、「実験、実習及び実技」については３０～４５時間の授業および授業時間外学修（予習・復習など）１５～０時間です。

4 / 154



曜日・講時 集中講義

開講学期 1学期

担当教員 その他教員

授業コード PB10020

科目名 教育政策科学演習Ⅴ

単位数 2.0単位

主要授業科目 〇

授業題目
教育における地域間の多様性と公平性を考える

授業の目的と概要

本演習では、教育条件やそれを支える資源配分の観点から、地域間の多様性と公平性のバランスのあり方について、制度的な視点から検討することを目的としてい
ます。子どもの教育に関わる主体は，教師，親，地域自治体，教育委員会など多岐に渡ります．各主体は，良質な教育を提供するために，それぞれ独自の工夫を
行っていることが少なくありません．本演習では，地域や学校に応じた教育政策・手法の多様性に着目し，受講者が①子どもの状況や、②子どもの環境の観点、③
経年的な変化等の観点から、データセットを作成し、それを基にした地域の多様性を可視化し、分析することで進めます。なお、現在の教育政策トレンドに鑑み、
特に後期中等教育を対象とすることを推奨します。

担当教員（所属） 貞広　斎子（非常勤講師）

科目ナンバリング PES-EDU325J

使用言語 日本語

教科書及び参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

学修の到達目標

1）教育を教育条件の側面から説明・検討することができる。
2）地域間の多様性について、説明・検討することができる。
3）上記について、公平性の観点から論理的に説明・検討することができる。

授業内容・方法と進度予定

1.  オリエンテーション（授業の進め方の説明・グループ分け等）
2.　岐路に立つ高等学校政策
3．「高校に通えることが当たり前の社会」の再考
4．拡大期の地域差
5．現行の地域差と高等学校無償化政策
5．公立高等学校の魅力度向上とは
6．グループでの魅力向上構想作成
7．中間発表
8. 教育に関するデータ収集の見通しを立てる
9．グループ毎に、研究デザインを作成する①
10．グループ毎に、研究デザインを作成する②
11．地図化、スコア化等、クラスター分析等によりを、差異を可視化する①
12．地図化、スコア化等、クラスター分析等によりを、差異を可視化する②
13．プレゼンテーション準備
14．最終発表・総括①
15．最終発表・総括②
※ 内容や順序については、受講生の人数や関心により変更となる場合があります。"

成績評価方法
演習全体の議論への貢献（30％）
グループワークへの貢献（20％）
プレゼンテーションの新規性・客観性・論理性（50％）

（参考書）
〈高卒当然社会〉の戦後史誰で
も高校に通える社会は維持でき
るのか

香川　めい、児玉　英靖、相澤　
真一

新曜社 2014 4788513951

オフィスアワー
メールにて連絡を取ってください。アドレスは、初回の演習で提示します。

授業時間外学修

集中演習という形式上、事前課題を設ける予定です。また、課題への取り組みについては、授業内にも時間を設けてます。ただし、時間内では終わらないことが想
定されることから、授業時間外にも、短期間に相当程度以上の課外学修が必要となります。

実務・実践的授業 ×

その他 集中演習として実施します（9月下旬予定）。
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更新日付 2026/03/16

１単位の授業科目は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の目安は、「講義・演習」については１５～３０時間に授
業および授業時間外学修（予習・復習など）３０～１５時間、「実験、実習及び実技」については３０～４５時間の授業および授業時間外学修（予習・復習など）１５～０時間です。
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曜日・講時 集中講義

開講学期 1学期

担当教員 その他教員

授業コード PB10030

科目名 カリキュラム論演習Ⅰ

単位数 2.0単位

主要授業科目 〇

授業題目
カリキュラムと地域学習

授業の目的と概要

本授業では、学習指導要領や教科書の分析を通して、カリキュラムの理論を学ぶ。それとともに、地域学習の指導案作成を行って、実践に関する基礎を身につけ
る。

担当教員（所属） 板橋　孝幸（非常勤講師）

科目ナンバリング PES-EDU332J

使用言語 日本語

教科書及び参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

学修の到達目標

本授業の到達目標は、以下の３点である。
１、カリキュラムの理論と方法を説明できる。
２、地域学習の指導案を作成できる。
３、模擬授業ができる。

授業内容・方法と進度予定

第1回　 オリエンテーション
第2回　 地域学習とカリキュラム
第3回　 学習指導要領と検定教科書
第4回　 地域学習と生活科・社会科・総合学習
第5回　 地域学習と副読本
第6回　 副読本における地域学習のテーマ分析
第7回　 地域学習に関する教材研究
第8回　 地域学習のための施設見学
第9回　 教材研究と施設見学の振り返り
第10回　地域学習の指導案作成１：全体計画と目的
第11回　地域学習の指導案作成２：教材の分析
第12回　地域学習の指導案作成３：教科・領域の連携
第13回　地域学習の指導案作成４：フィールドワーク資料の検討
第14回　模擬授業・フィールドワーク
第15回  まとめ
教科書は使用しない。毎回の授業で資料を配付する。

成績評価方法
中間レポート（50％）、期末レポート（50％）で評価する。

学習指導要領は国民形成の設計
書

水原克敏 , 髙田文子 , 遠藤宏
美 , 八木美保子

東北大学出版会 2018年 9784861633171 参考書

オフィスアワー
非常勤講師

更新日付 2026/03/16

１単位の授業科目は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の目安は、「講義・演習」については１５～３０時間に授
業および授業時間外学修（予習・復習など）３０～１５時間、「実験、実習及び実技」については３０～４５時間の授業および授業時間外学修（予習・復習など）１５～０時間です。

授業時間外学修

授業時に課される宿題を提出するだけではなく、配布されるプリントにより授業内容を復習してください。

実務・実践的授業 ×

その他 授業には積極的に参加してください。
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曜日・講時 集中講義

開講学期 1学期

担当教員 その他教員

授業コード PB10040

科目名 博物館教育論

単位数 2.0単位

主要授業科目

授業題目
博物館教育の理論的展開と人々の学習・研究活動を支援する教育実践

授業の目的と概要

資料である「モノ」と、利用者・学習者としての「人」とを、博物館という「場」はどのように結び付けることで教育機能を創出することができるのか。博物館
は、設置規模や収蔵資料の種類、館が持つミッション・重点課題により、多様な在り方を持つ。こうした博物館は、どのように教育活動を捉えたり、市民の学習活
動を支援したりするのか。博物館の教育機能についての考え方や特性について概観しながら、企画・実施・評価といった実践の展開について検討する。

担当教員（所属） 生島　美和（非常勤講師）

科目ナンバリング PES-EDU910J

使用言語 日本語

教科書及び参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

学修の到達目標

・博物館教育の基盤となる理論や、実践に関する方法論について理解する。
・博物館における教育活動を通じた人間形成・主体形成について理解を深める。
これらを通じて、受講生が、博物館について資料収集や研究の場としてのみならず、人々の地域学習の拠点として機能することが説明できるようになる。また、そ
れを具体化するための考えやスキルを持つ。

授業内容・方法と進度予定

【授業の内容】
第1回　教育の意義と本質　：人間形成における「教育」について考える
第2回　社会教育施設としての博物館　：社会教育施設としての博物館の位置と役割について論じる
第3回　博物館の利用実態と利用者の博物館体験　：博物館の教育機能について利用者の立場から検討する
第4回　博物館教育論史　：日本における博物館教育論史について
第5回　博物館教育の特性(1)　：博物館教育の特性について、特に展示・事業を通じて論じる
第6回　博物館教育の特性(2)　：博物館教育の特性について、特に地域社会とのかかわりから論じる
第7回　博物館教育の方法(1)　：講座・講演会・参加体験などを通じた教育活動について
第8回　博物館教育の方法(2)　：学習・研究活動の支援を通じた教育活動について
第9回　博物館の分類別にみる教育活動　：多様な分類をしながら、それぞれの教育活動について検証する
第10回　学校教育と博物館との連携　：事例を通じながら学校教育と博物館教育の差異・連携について論じる
第11回　ボランティア・友の会　：ボランティア・友の会への参加促進による教育活動について
第12回　地域の学習活動の場としての博物館　：「地域博物館論」及びその活動について
第13回　地域づくりと博物館　：博物館活動と地域社会とのダイナミクスの中から教育を考える
第14回　博物館教育における学芸員の役割　：博物館教育を進める上で学芸員に求められることは何か
第15回　まとめ　：授業のふり返りを行う

【授業の方法・進度予定】
3日間の集中授業で行う。
講義を主とし、スライドや映像などを使用しながら進める。

The meaning and essence of education
The museum as a social education facility
How do people utilize the museum?
History of museum education
Characteristics of museum education
Methods of museum education
Cooperation between school education and museums
Volunteers
Regional development and museums
Role of curators in museum education, etc.

成績評価方法
・博物館の教育活動に携わるうえでの基本的な知識・力量を身につけることができたか。
・授業内容の理解およびそれに関する自身の関心や考えについて述べるよう、レポートを課す。

授業時間外学修

普段から博物館や文化財の見学に足を運び、その運営や活用について検討する。また、博物館をめぐる話題や議論について関心を持ち、自分なりの考えを持てるよ
うにする。
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オフィスアワー
非常勤講師であるため、授業に関わる質問がある場合は、以下のメールアドレスに連絡をいただきたい。

ojima.miwa.vs@teikyo-u.ac.jp
更新日付 2026/03/16

１単位の授業科目は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の目安は、「講義・演習」については１５～３０時間に授
業および授業時間外学修（予習・復習など）３０～１５時間、「実験、実習及び実技」については３０～４５時間の授業および授業時間外学修（予習・復習など）１５～０時間です。

実務・実践的授業 ×

その他
毎回の終了時には授業に関するコメントシートを提出する。

クラスコード：cl4myxxa
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曜日・講時 集中講義

開講学期 1学期

担当教員 石井山　竜平

授業コード PB10050

科目名 社会教育実習

単位数 1.0単位

主要授業科目 〇

授業題目
社会教育とNPOに関する施設と労働の実際

授業の目的と概要

社会教育やNPOの現場で実際に働く経験をするということが本実習の主要な目的である。そのうえで、以下の内容を学習することを目指している。
（1）宮城県内の社会教育やNPOに関する施設での業務体験をとおして、社会教育やNPOに関連する施設ならびにその職員の意義を実践的に学ぶことを目的とする。
（2）宮城県内の社会教育やNPOに関する施設での業務体験をとおして、社会教育やNPOを支援する職員に必要な専門的知識や技能を実際的に獲得することを目指
す。

担当教員（所属）

科目ナンバリング PES-EDU382J

使用言語 日本語

教科書及び参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

学修の到達目標

（1）社会教育やNPOに関連する施設の日常的な業務を経験することによって、社会教育やNPO支援の職員に求められる専門的知識や技能を経験的に学ぶ。
（2）社会教育やNPOに関連する施設の業務をとおして、地域における社会教育やNPOの現状を実際的に理解する。
（3）現場での経験をとおして社会教育における人びとの学習とその支援に関する理念・方法や実態を経験的に理解する。

授業内容・方法と進度予定

この実習は、8月から9月にかけて約6日間実施する予定である。実習先としては、宮城県内の公民館、市民活動サポートセンター、児童館を予定している。
講座の企画、見学や補助、施設管理などの社会教育施設や市民活動サポートセンターの業務を体験し、社会教育やNPOを支援するうえで職員が有する専門的な知識
や技能を実際的に学ぶ。
4〜7月に事前指導を行い、8〜9月の実習に取り組んでもらう。実習後は事後指導を予定している。

成績評価方法
事前指導・実習・事後指導への参加状況（90%)、実習後のレポート（10%）

オフィスアワー
前期は火曜４限、後期は金曜３限

更新日付 2026/03/16

１単位の授業科目は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の目安は、「講義・演習」については１５～３０時間に授
業および授業時間外学修（予習・復習など）３０～１５時間、「実験、実習及び実技」については３０～４５時間の授業および授業時間外学修（予習・復習など）１５～０時間です。

授業時間外学修

履修者が自ら主体的に計画と目標を立て、自律的に準備学習に取り組むことも強く期待される。

実務・実践的授業 ○（企業等での勤務経歴を有しており実務経験を活かした授業を行う）

その他

（1）この科目は、社会教育主事・社会教育士の資格取得のための必修科目である。資格取得希望者は必ず履修すること。
（2）受け入れ施設の都合で、実習先の施設や日程が変更になる場合がある。Google Classroom等で、教員からの連絡を確実に確認すること。
（3）事前指導、事後指導を含め、実習の全日程への参加を原則とする。
（4）この科目は、成人教育論講義Ⅰ（生涯学習概論Ⅰ）、リカレント教育論講義（生涯学習概論Ⅱ）、生涯学習論演習Ⅰ（生涯学習支援論演習）、生涯学習論演
習Ⅱ（社会教育経営論演習）の４科目を履修済みもしくは履修予定の場合に、履修することが望ましい。
（5）Google Classroomのクラスコード：bficyb6d
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曜日・講時 集中講義

開講学期 1学期

担当教員 その他教員

授業コード PB10060

科目名 道徳の理論及び指導法B

単位数 2.0単位

主要授業科目

授業題目
考え、議論する道徳の考え方と教科指導法

授業の目的と概要

・「特別の教科　道徳」の指導のための理論と実践を学ぶ。
・学校教育において「道徳」という教科が生まれ、辿ってきた歴史を概観し、学習指導要領の内容や教科の特質をふまえたさまざまな指導方法に精通していくこと
で、これからの道徳教育を創り上げていくための基礎力と応用力を形成する。

担当教員（所属） 齋藤　雅俊（非常勤講師）

科目ナンバリング PES-EDU901J

使用言語 日本語

教科書及び参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

学修の到達目標

①道徳の歴史や理念について理解する。
②学習指導要領で掲げられている道徳の目標や内容について理解する。
③道徳教育のさまざまな指導法について理解する。
④理解したことを指導案の作成や授業実践に生かすことができる。

授業内容・方法と進度予定

8/31(Mon.) 2〜4限目
①オリエンテーション(「道徳」とは何か?)
②道徳の歴史(明治〜第二次世界大戦)
➂道徳の歴史(戦後〜現在)

9/1(Tue.) 1〜4限目
④現在の学習指導要領について(全体の概説、カリキュラムマネジメント等)
➄道徳科の目標と内容項目(A、B)について
⑥道徳科の目標と内容項目(C、D)について
⑦道徳科におけるさまざまな教材とその活用について(文科省「道徳教育アーカイブ」より)(1)

9/2(Wed.) 1〜4限目
⑧中等教育における道徳の取り扱い(1)(現代的課題等)
⑨中等教育における道徳の取り扱い(2)(他教科・他領域との連携等)
⑩道徳科における所見・評価のあり方
⑪道徳科におけるさまざまな教材とその活用について(文科省「道徳教育アーカイブ」より)(2)

9/3(Thu.) 1〜4限目
⑫模擬授業に向けて(指導案の確認・準備等)
⑬模擬授業の実践(1)
⑭模擬授業の実践(2)
⑮模擬授業の実践(3)

成績評価方法
コメントペーパーや授業への参加状況（75%）、模擬授業（25%）

中学校学習指導要領解説　特別
の教科　道徳編

文部科学省 4316300849

オフィスアワー
非常勤講師

授業時間外学修

予習: Googleクラスルームにおいてある授業の資料に目を通しておく(90分)。
復習: 授業の内容を振り返る(90分)。

実務・実践的授業 ×

その他
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更新日付 2026/03/16

１単位の授業科目は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の目安は、「講義・演習」については１５～３０時間に授
業および授業時間外学修（予習・復習など）３０～１５時間、「実験、実習及び実技」については３０～４５時間の授業および授業時間外学修（予習・復習など）１５～０時間です。
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曜日・講時 集中講義

開講学期 1学期

担当教員 その他教員

授業コード PB10070

科目名 教育心理学講義Ⅲ

単位数 2.0単位

主要授業科目 〇

授業題目
動機づけと学習の自己調整

授業の目的と概要

私たちが学習するとき，動機づけを高めたり維持したりしながら，自らの学習をコントロールすることがある。本授業では，このような学習者自身による学習のコ
ントロールを扱う「自己調整学習」研究に注目し，動機づけ研究と学習研究を結びつけながら，学習がどのように調整されるのかを理解することを目的とする。

担当教員（所属） 中西　良文（非常勤講師）

科目ナンバリング PES-PSY213J

使用言語 日本語

教科書及び参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

学修の到達目標

・動機づけ研究・学習研究・自己調整学習研究について基本的な概念や理論を理解し，説明できる。
・自分自身の学習や動機づけをどのように自己調整すればよいか見通しを持つことできる。

授業内容・方法と進度予定

1回目　イントロダクション：「学習」とは
2回目　動機づけという心理的現象について
3回目　期待×価値理論：学習性無力感理論
4回目　期待×価値理論：自己効力感理論
5回目　期待×価値理論：課題価値理論
6回目　初期の内発的動機づけ理論
7回目　自己決定理論
8回目　達成目標理論
9回目　原因帰属による動機づけ理論
10回目　動機づけへの介入
11回目　学習に関わる認知的プロセス
12回目　動機づけと学習
13回目　自己調整学習のサイクルモデル
14回目　学習方略と自己調整学習
15回目　まとめ：学びをどう自己調整するか

成績評価方法
毎日の小レポート(30%)、最終課題（70%）

モチべーションの心理学　「や
る気」と「意欲」のメカニズム

鹿毛雅治 中央公論新社 2022 ISBN978-4121026804 参考書

自己調整学習 理論と実践の新
たな展開へ

自己調整学習研究会 編 北大路書房 2012 ISBN978-4762827747 参考書

オフィスアワー
毎時間の授業後

更新日付 2026/03/16

１単位の授業科目は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の目安は、「講義・演習」については１５～３０時間に授
業および授業時間外学修（予習・復習など）３０～１５時間、「実験、実習及び実技」については３０～４５時間の授業および授業時間外学修（予習・復習など）１５～０時間です。

授業時間外学修

授業内容の理解に必要な学習を授業後に行うことを求めます。

実務・実践的授業 ×

その他
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曜日・講時 月曜1限

開講学期 1学期

担当教員 西塚　孝平

授業コード PB11110

科目名 教育アセスメント論講義

単位数 2.0単位

主要授業科目 〇

授業題目
教育評価の基礎理論と応用

授業の目的と概要

教育評価をめぐる改革の焦点や諸問題は「教育や学習をどのように評価するか」というテクニカルな方法論に傾斜しがちで、そもそも評価とはどのような営みなの
か、なぜ評価をしなければならないのか、評価と人間社会のあいだにどのような影響関係があるのかといった根本的かつ全体的な理解が不足している。その結果、
評価はしばしば忌避され、教育や学習の四隅（二の次）に追いやられ、人間の能力や発達的・行動的な変化を数量化・序列化するプロセスとしかみなされていない
節がある。この講義では、学校を舞台とした教育と学習の評価（測定とアセスメントを含む）に関する理論と実践の歴史的展開を幅広く概観し、評価の多面的特質
について検討する。そして、学び手が未来社会をより善く生きるために教育評価はどうあるべきかを主体的に考察できるようになることをめざしたい。

担当教員（所属）

科目ナンバリング PES-EDU251J

使用言語 日本語

教科書及び参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

学修の到達目標

・教育評価の歴史的展開を踏まえたうえで、その基本的概念、目的・役割、機能・方法の特徴を理解し説明できる。
・具体的な教育評価実践の価値（意義と課題）を正しく見抜くために必要な知識と技能を習得する。
・教育評価の基本原理を様々な周辺領野（目標・学力論、カリキュラム論、発達論、制度論、文化論等）との関係性の中で深く捉え、その知見を教育と学習のデザ
インに応用できる。

授業内容・方法と進度予定

第１講 オリエンテーション：「評価」は教師の権威を保つ伝家の宝刀か？
第２講 近代教育における教育測定運動（measurement）の台頭
第３講 教育評価（evaluation）の誕生：評価と目標（哲学）の結合へ
第４講 学力の構造とコンピテンス論
第５講 カリキュラム評価の理論と方法
第６講 ブルームのカリキュラム構成論：形成的評価、マスタリーラーニング、タキソノミー
第７講 教育目標分類の批判と新たな学力論の提起
第８講 標準テスト批判としての「真正の学習・学力」論の提唱と「目標に準拠した評価」の精緻化
第９講 共通性と多様性の保障：「目標に準拠しない評価」からの問い直し
第１０講 形成的評価から形成的アセスメントへの概念拡張：学びを創り出す評価の理論化
第１１講 フィードバック（continuous improvement）の機構
第１２講 子どもを知るという行為：見取り、子ども／生徒理解、鑑識眼
第１３講 評価と文化
第１４講 再帰的評価としての教員評価・学校評価
第１５講 なぜ私たちは「評価の学び手」になる必要があるのか？（授業のまとめ）

成績評価方法

・復習課題　40%
・授業への参加度　30%
・期末レポート　30%

※授業への参加度には、授業中に提示するいくつかの問いにワークシートやGoogle Form等で回答し授業終了後に提出すること、ペアワークやグループワークなど
の学び合いに取り組むこと等、授業参加への意欲が含まれる。

・教科書や参考書の購入は不
要。授業で用いる各種資料は
Google Classroomに共有する。

授業時間外学修

・復習課題として毎回の振り返りをおこなう。

実務・実践的授業 ×

14 / 154



オフィスアワー
E-mail：n.k◎tohoku.ac.jp(◎を@に置き換えてください)
※オフィスアワーを設定していないため、質問や相談は上記メールアドレスでいつでもお受けします。

更新日付 2026/03/12

１単位の授業科目は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の目安は、「講義・演習」については１５～３０時間に授
業および授業時間外学修（予習・復習など）３０～１５時間、「実験、実習及び実技」については３０～４５時間の授業および授業時間外学修（予習・復習など）１５～０時間です。

その他
・本授業は大学院生向け授業「教育情報アセスメント基礎論」と共通科目であり、受講者に大学院生が含まれる。
・Google Classroomのクラスコード：ar7cowjr（講義）
・基本は対面授業（教室での授業）とするが、状況に応じてオンライン授業を一部おこなう可能性がある。
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曜日・講時 月曜2限

開講学期 1学期

担当教員 李　仁子

授業コード PB11210

科目名 教育調査法

単位数 2.0単位

主要授業科目 〇

授業題目
フィールドワーク入門

授業の目的と概要

　実証科学の方法の一つであるフィールドワークは、多様な場面で活用できる便利かつ優秀な調査研究ツールである。教育研究の手法としてはもちろんのこと、各
自のプライベートにおいても、社会人としての仕事においても、さまざまに応用が利く。しかし、そのやり方はただ講義を聞くだけでは習得することが難しい。そ
こで、この授業では、フィールドワークの基本を学びながら自らも現場で体験してみることにより、自分で実際に使えるツールとして身につけることを目指す。

担当教員（所属）

科目ナンバリング PES-EDU206J

使用言語 日本語

教科書及び参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

学修の到達目標

　フィールドワークの基本を学び、その初歩的な実践を体験することを通して、各自の研究や活動において質的な調査研究を行う必要が生まれたときに、余裕を
もった対応がとれるようになることを目標とする。

授業内容・方法と進度予定

　授業では、まず調査研究法に関する基本文献を受講者全員で読みながら自由なグループディスカッションを行い、理解を深める。その後、フィールドワークの実
践に向けて具体的な手順や方法を学習する。その上で、各自の興味関心に基づいて自由に選択したフィールドにおもむき、座学で得た調査研究の基本を活かしなが
ら、参与観察やインタビューなどを行う。授業の最後には全受講生による成果報告会を開き、討議と相互評価を行う。
１）オリエンテーション　２）文化人類学的フィールドワーク入門①　３）文化人類学的フィールドワーク入門②　４）文化人類学的フィールドワーク入門③　
５）参与観察の注意点　６）聞き取り調査の注意点　７）フィールドノートの書き方・使い方　８）記録の取り方・残し方　９）資料の収集整理法　10）フィール
ドワークのテーマを設定　11）フィールドワーク計画書を作成　12）フィールドワーク実習①　13）フィールドワーク実習②　14）調査データの整理と分析　15）
フィールドワーク成果報告会

成績評価方法
　授業でのディスカッションへの積極的参加（30％）や、調査成果の発表およびレポートなど（70％）を総合的に判断する。

はじまりとしてのフィールド
ワーク：自分がひらく、世界が

李仁子・金谷美和・佐藤和久 昭和堂 2008

オフィスアワー
火曜日　３

更新日付 2026/03/13

１単位の授業科目は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の目安は、「講義・演習」については１５～３０時間に授
業および授業時間外学修（予習・復習など）３０～１５時間、「実験、実習及び実技」については３０～４５時間の授業および授業時間外学修（予習・復習など）１５～０時間です。

授業時間外学修

1. 指定したテキスト等の予習について
授業当日までに、指定されたテキストや資料の該当箇所を読み、予習を行うこと。これは、全受講生にとって極めて重要であり、円滑な議論や理解の深化に不可欠
である。
2. リアクションペーパーの提出について
リアクションペーパーを提出すること。締め切りは 授業前日の（日曜日）23:59 までとする。期限を厳守すること。

実務・実践的授業 ×

その他 対面とオンデマンド型オンライン授業の混合形態
クラスコード：fvsokagc
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曜日・講時 月曜2限

開講学期 1学期

担当教員 久保　沙織

授業コード PB11220

科目名 教育統計学（心理学統計法）

単位数 2.0単位

主要授業科目 〇

授業題目
教育統計学

授業の目的と概要

この講義では，教育・心理学に必要となる統計学の基礎について学ぶ。レベルは初等統計であり，高校文科系程度の数学的な準備が望まれる。学部科目「統計的学
習論講義」へ接続する。

担当教員（所属）

科目ナンバリング PES-EIA201J

使用言語 日本語

教科書及び参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

学修の到達目標

1. 心理・教育で使われる基本的な統計用語・概念が理解できるようになる。
2. 教育学的なデータの分析において記述統計学の知識を利用できるようになる。
3. 推測統計学の考え方を理解し，統計解析の結果を正しく解釈できるようになる。

授業内容・方法と進度予定

①授業の実施方法
対面で，講義を中心に行う。

②授業に関する連絡および資料の配布はGoogle Classroomを通して行う。

③授業計画
第1回　分布の記述的指標とその性質
第2回　連関と独立
第3回　共分散と相関係数
第4回　回帰分析（1）
第5回　回帰分析（2）
第6回　統計的推測・確率変数と確率分布
第7回　確率モデルと標本分布（正規分布を中心に）（1）
第8回　確率モデルと標本分布（正規分布を中心に）（2）
第9回　推定と検定（1）
第10回　推定と検定（2）
第11回　推定と検定（3）
第12回　分散分析（1）
第13回　分散分析（2）
第14回　分散分析（3）
第15回　まとめ・期末試験

成績評価方法
原則として，授業内での小テストや課題 (70%) ，および期末試験 (30%) により評価を行う。

人間科学のための統計分析: こ
ころに関心があるすべての人の
ために

石井秀宗 医歯薬出版株式会社 2014 978-4-263-73161-1 参考書

心理統計学の基礎: 統合的理解
のために

南風原朝和 有斐閣アルマ 2002 4-641-12160-5 参考書

授業時間外学修

参考書や配布資料により予習・復習を行うこと。

実務・実践的授業 ×
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オフィスアワー
質問等は随時受け付けます。
授業前後の時間以外で対応が必要な場合にはあらかじめE-mailで連絡してください。連絡先は授業中に伝えます。

更新日付 2026/03/13

１単位の授業科目は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の目安は、「講義・演習」については１５～３０時間に授
業および授業時間外学修（予習・復習など）３０～１５時間、「実験、実習及び実技」については３０～４５時間の授業および授業時間外学修（予習・復習など）１５～０時間です。

その他

Google Classroomのクラスコード：3s4tphrr

・統計学は積み重ねが重要な学問です。積極的な授業参加を求めます。
・やむを得ず欠席する場合は，あらかじめ申し出るようにしてください。
・上記15回の内容は目安であり，授業内容と進度予定は変更される可能性があります。その場合には授業中に告知します。
・電卓（計算機）を用意して持参してください。
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曜日・講時 月曜2限

開講学期 1学期

担当教員 その他教員

授業コード PB11230

科目名 生涯学習論演習Ⅴ（社会教育演習）

単位数 2.0単位

主要授業科目 〇

授業題目
社会教育演習

授業の目的と概要

地域文化を対象とする日本民俗学の基礎的な方法論を理解することを通じ、生涯学習のうち社会教育、とりわけ「地域社会における学びとはいかなるものか」につ
いて理解を深める。それとともに、民俗学の先達たちが構想していた郷土教育にふれ、学校教育との違いや、地域における学びの可能性と課題について理解する。

担当教員（所属） 金子　祥之（非常勤講師）

科目ナンバリング PES-EDU327J

使用言語 日本語

教科書及び参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

学修の到達目標

文献の読み込みやディスカッションを通して、民俗学の基本的な方法論について理解する。
民俗学を構想した研究者の郷土教育構想を参照しつつ、地域での学びの可能性と課題について自ら説明できる。

授業内容・方法と進度予定

第1回	授業の実施方法の解説、受講者の関心の紹介、対象となる文献の選択を行なう。

第2回	民俗学の方法を理解するための文献を輪読する①
第3回	民俗学の方法を理解するための文献を輪読する②
第4回	民俗学の方法を理解するための文献を輪読する③
第5回	民俗学の方法を理解するための文献を輪読する④

第6回	柳田國男の社会科教育・生涯学習を考察するための文献を輪読する①
第7回	柳田國男の社会科教育・生涯学習を考察するための文献を輪読する②
第8回	柳田國男の社会科教育・生涯学習を考察するための文献を輪読する③
第9回	柳田國男の社会科教育・生涯学習を考察するための文献を輪読する④
第10回	柳田國男の社会科教育・生涯学習を考察するための文献を輪読する⑤

第11回	宮本常一の教育実践・地域実践を考察するための文献を輪読する①
第12回	宮本常一の教育実践・地域実践を考察するための文献を輪読する②
第13回	宮本常一の教育実践・地域実践を考察するための文献を輪読する③
第14回	宮本常一の教育実践・地域実践を考察するための文献を輪読する④
第15回	宮本常一の教育実践・地域実践を考察するための文献を輪読する⑤

成績評価方法
課題文献の理解度（30％）、課題文献の報告（50％）、ディスカッションへの参加（20％）を総合的に評価する。

オフィスアワー
事前連絡のうえ調整

更新日付 2026/03/13

授業時間外学修

演習形式のため、履修者の報告をもとに講義を進める。発表者は報告の準備、その他の履修者は課題文献の読み込みを進めること。

実務・実践的授業 ×

その他 輪読する課題文献については、講義内で各自の関心を確認したうえで選定する。
クラスコード：4usj7ikc
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１単位の授業科目は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の目安は、「講義・演習」については１５～３０時間に授
業および授業時間外学修（予習・復習など）３０～１５時間、「実験、実習及び実技」については３０～４５時間の授業および授業時間外学修（予習・復習など）１５～０時間です。

20 / 154



曜日・講時 月曜2限

開講学期 1学期

担当教員 谷口　和也

授業コード PB11240

科目名 カリキュラム論講義Ⅱ

単位数 2.0単位

主要授業科目 〇

授業題目
グローバル教育とシティズンシップ教育

授業の目的と概要

本授業は、1980年代以降、数多く提唱されてきたグローバル教育やESDの授業について体験し、どのような系譜から生み出されて来たものか、どのような効果と問
題点があるのかなどについて考えるものである。

担当教員（所属）

科目ナンバリング PES-EDU236J

使用言語 日本語

教科書及び参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

学修の到達目標

学習者は、グローバル教育の代表的な実践を体験しながら、「ポートフォリオ」にPowerPointによる解説、アクティビティやディスカッションの成果を書き込むこ
とを通じてグローバル教育やESDについての課題を理解すると同時に、そこから批判的に得られた知見をもとに受講生同士が議論することで自らの理解を深める。

授業内容・方法と進度予定

Part 1: グローバル教育とは何か？
01　国際理解教育の系譜
02　国際理解教育とグローバル教育
03　グローバル教育の典型的実践
04　グローバル教育が生み出したシミュレーション・ゲーム

Part2: グローバル教育の限界とは？
05　グローバル社会を学習しないグローバル教育
06　カウンター・イデオロギーとしてのグローバル教育
07　普遍性と多様性をどのように両立させるのか？

Part3:ESDとは何か？
08　持続可能な社会とはどのようなものか？
09　持続可能な開発のための教育（ESD）
10　GCEDに見られるグローバル教育の系譜
11　GCEDはどのような限界を持っているか？
12　 SDGsで目標を達成できるか

Part4: シティズンシップ教育としてのESD
13　「シティズンシップ」は文化により異なるのか？
14　社会的文脈に依存する問題解決
15　社会的合意形成と政治的意思決定

成績評価方法
各授業の最後に、その授業で話題となった課題や議論の内容をまとめ、次の時間の予習となるテーマを書いた用紙を渡す。これを評価対象とする。

オフィスアワー
火曜日12:30-13:30

授業時間外学修

各授業の最後に、その授業で話題となった課題や議論の内容をまとめ、次の時間の予習となるテーマを書いた用紙を渡す。これが時間外学修となる。

実務・実践的授業 ×

その他 クラスコード：iccawqng
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更新日付 2026/3/13

１単位の授業科目は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の目安は、「講義・演習」については１５～３０時間に授
業および授業時間外学修（予習・復習など）３０～１５時間、「実験、実習及び実技」については３０～４５時間の授業および授業時間外学修（予習・復習など）１５～０時間です。
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曜日・講時 月曜3限

開講学期 1学期

担当教員 中島　平

授業コード PB11310

科目名 教育情報デザイン論演習Ⅰ

単位数 2.0単位

主要授業科目 〇

授業題目
AIと協力しつつ真剣に実践し続ける力を育む

授業の目的と概要

何か困難なことをやり遂げようとするならば、長い期間にわたって強い意志を保ち、努め励み続ける必要がある。
一方で、近年の生成AIの進化によりAIと協力して励むことで、自分一人では到達不可能なところまで広く・深く探求することができるようになってきた。
仕事においても、遠くに早く行くのに徒歩の人が、車を運転する人に勝ち目がないように、知的能力が重要な職業では、AIを使いこなせない人は、使いこなせる人
に太刀打ちできなくなる状況が起きつつある。
この授業では受講者自身がAIと協力しつつ、日々真剣に実践し続ける力を養うことを目的とする。
その目的を達成するために、受講者は自分自身に合う目標を決め、それに向かって毎日努力することが求められる。
その毎日のプロセスの中で、古今の努力を継続するための方法を試す。
試した内容をクラス内でディスカッションをしつつ、自分に合うものと合わないものを取捨選択し、あるいは自分に向いた新しい方法を見出していく。

担当教員（所属）

科目ナンバリング PES-EIA311J

使用言語 日本語

教科書及び参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

学修の到達目標

1. 受講者自身にとって、長期間継続できるような目標を見出せる。
2. 自分に合った、努力を継続できる方法を見出せる。
3. 自分に合った生成AIとの協力関係を構築し、実践に活かすことができる。
4. セメスターの間、努力を継続できたことを証明できる。

授業内容・方法と進度予定

下記の内容を受講者の進度に合わせて行う。進度によっては、より高度な内容を導入することがある。
・なぜ継続して努力する必要があるのか？
・目標の仮設定。まずやってみる。
・AIとの効果的な協力方法。
・自分に向いた目標とは。
・クラス内での経験のシェア。
・古今の努力継続法、GRIT。
・目標・方法の改善。
・振り返り。
・自分に向いた方法と向かない方法。
・科学で証明されているけれど、自分には合わないこと。
・まとめ

成績評価方法
・ほぼ毎回の小レポート(20%)
・授業内外での授業目標を達成するための活動(40%)
・最終レポート(20%)

オフィスアワー
木曜１限(事前に連絡をお願いします)

授業時間外学修

1. 自分で決めた目標に向かってAIと協力しつつ毎日継続的に実践を行う。
2. ほぼ毎回の小レポート。
3. 最終レポート。

実務・実践的授業 ×

その他

この授業では、知識の習得よりも実際に能力や態度を身につけることが中心となる。
それゆえに、授業に参加するだけで単位を得ることは難しく、毎日の授業時間外での活動が必要となる。
授業中にGoogle Classroomを使用するので、授業にはパソコンあるいはタブレットを持参すること。

クラスコード：7udl3wt5
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更新日付 2026/03/13

１単位の授業科目は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の目安は、「講義・演習」については１５～３０時間に授
業および授業時間外学修（予習・復習など）３０～１５時間、「実験、実習及び実技」については３０～４５時間の授業および授業時間外学修（予習・復習など）１５～０時間です。
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曜日・講時 月曜3限、月曜4限

開講学期 1学期

担当教員 李　仁子

授業コード PB11320

科目名 教育学実習

単位数 2.0単位

主要授業科目 〇

授業題目
　人間形成に関わる文化人類学的フィールドワークの実習

授業の目的と概要

　フィールドワークは、実証科学の非常に有効な調査方法の一つである。と同時にそれは、自己理解を深めるとともに新たな他者理解を開くための手法でもある。
しかし、そのやり方はただ講義を聞いただけでは絵に描いた餅であり、実際に現場で体験してみないことには習得は難しい。そこで、この実習では、まずフィール
ドワークの方法を文献等から学んだ上で、自らも実践を試みることにより、自分で実際に使えるツールとして身につけることを目指す。

担当教員（所属）

科目ナンバリング PES-EDU381J

使用言語 日本語

教科書及び参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

学修の到達目標

　文化人類学的なフィールドワークを理論と実践の両面から学ぶことを通して、質的調査の具体的な技法を習得すると同時に、現場での実習を経る中で自分自身や
他者をこれまでとは違ったまなざしでみつめられるようになることを目標とする。

授業内容・方法と進度予定

　授業の前半では、調査研究に関する教科書的文献や、文化人類学的なフィールドワークの成果である優れた民族誌を受講者全員で読む。同時にそれらについての
自由なグループディスカッションを行い、理解を深めていく。その上で、頭で学んだフィールドワークの方法を現場で実践しながら自らの体験の中で鍛錬するため
に、各自テーマを設定し、フィールドワークを行う。今年度の調査地は、初回の授業で発表する。調査終了後には、調査結果の整理や資料化を行うと同時に、参与
観察やインタビューをどのように分析していけばよいかを実践的に習得していく。
１）オリエンテーション　２）文化人類学的フィールドワークとは①　３）文化人類学的フィールドワークとは②　４）文化人類学的フィールドワークとは③　
５）民族誌のレビュー①　６）民族誌のレビュー②　７）民族誌のレビュー③　８）民族誌のレビュー④　９）フィールドワークの実習①　10）フィールドワーク
の実習②　11）フィールドワークの実習③　12）フィールドワークの実習④　13）調査資料の整理・分析①　14）調査資料の整理・分析②　15）フィールドワーク
報告会（全受講生による成果報告と討議）

成績評価方法
　教室での発表やディスカッション（30％）、フィールドワークや整理作業等への積極的参加（40％）、報告会での成果発表など（30％）を総合的に判断する。

『はじまりとしてのフィールド
ワーク：自分がひらく、世界が
かわる』

李仁子･金谷美和･佐藤知久 昭和堂 2008

オフィスアワー
火　３

更新日付 2026/03/13

１単位の授業科目は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の目安は、「講義・演習」については１５～３０時間に授
業および授業時間外学修（予習・復習など）３０～１５時間、「実験、実習及び実技」については３０～４５時間の授業および授業時間外学修（予習・復習など）１５～０時間です。

授業時間外学修

1.　指定したテキスト等の予習について
授業当日までに、指定されたテキストや資料の該当箇所を読み、予習を行うこと。これは、全受講生にとって極めて重要であり、円滑な議論や理解の深化に不可欠
である。
2. リアクションペーパーの提出について
リアクションペーパーを提出すること。締め切りは 授業前日の（日曜日）23:59 までとする。期限を厳守すること。

実務・実践的授業 ×

その他 クラスコード：2vk54dyz
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曜日・講時 月曜4限

開講学期 1学期

担当教員 安保　英勇

授業コード PB11410

科目名 教育相談（教育・学校心理学）

単位数 2.0単位

主要授業科目 〇

授業題目
学校における諸問題の理解と対応

授業の目的と概要

不登校・いじめなど児童生徒を取り巻く学校環境、そしてニート・ひきこもりなど青年のキャリア形成に、種々の問題が指摘されて久しい。この授業では、それら
の問題とその対応についての基礎的な理解を目指し講義を行う。具体的な理解の促進のため、視聴覚教材も適宜用いる。

担当教員（所属）

科目ナンバリング PES-PSY202J

使用言語 日本語

教科書及び参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

学修の到達目標

1.児童・生徒の問題行動や不適応行動についてその概要を理解する。
2.学校内外における教育相談や生徒指導、支援の概要を理解する。
3.進路指導及びキャリア教育の理論及び方法について理解する。

授業内容・方法と進度予定

1.オリエンテーション
2.教育相談と生徒指導 1
3.教育相談と生徒指導 2
4.カウンセリングの理論と方法 1
5.カウンセリングの理論と方法 2
6.いじめの動向 1
7.いじめの動向 2
8.いじめへの対応 1：個別事例への対応
9.いじめへの対応 2：予防と組織的対応
10.不登校の動向 1:児童生徒のストレスと不登校の概況
11.不登校の動向 2：不登校の関連要因
12.不登校への対応
13.発達障害の理解と対応
14.進路相談とキャリア教育
15.まとめと試験

成績評価方法
受講態度：20％、試験：80％

オフィスアワー
火曜日、13-15時

更新日付 2026/03/13

１単位の授業科目は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の目安は、「講義・演習」については１５～３０時間に授
業および授業時間外学修（予習・復習など）３０～１５時間、「実験、実習及び実技」については３０～４５時間の授業および授業時間外学修（予習・復習など）１５～０時間です。

授業時間外学修

参考書等の講読。

実務・実践的授業 ○（企業等での勤務経歴を有しており実務経験を活かした授業を行う）

その他 試験を受けるためには、全体の 3 分の2以上の出席を要する。
class code:2erce7jh
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曜日・講時 月曜4限、月曜5限

開講学期 1学期

担当教員 松林　優一郎、久保　沙織、中島　平

授業コード PB11420

科目名 教育情報アセスメント実習

単位数 2.0単位

主要授業科目 〇

授業題目
プログラミング学習を通じた STEAM 型汎用スキルの獲得

授業の目的と概要

「情報処理能力」「論理的思考能力」「批判的思考能力」 は、これからの知識基盤社会において、学術研究はいうまでもなく、企業人・社会人としてさまざまな
仕事を取り組む上で、必須の汎用的スキル・能力です。しかし、その複雑な仕事を組織的に効率よく進めていくスキル・能力を修得する上で、プログラミング実習
が極めて有効であることはあまり知られていません。本演習では、自由度の高いデータ処理能力を持つ R、業務効率化に最適なプログラミング言語 Google Apps 
Script（GAS)、ビッグデータの処理や AI 開発などで盛んに利用されている Python の「プログラミング・スキル」習得を通してこうした能力の修得を目指しま
す。教育心理学コースの方にも役立つ、汎用的な内容の教育学実習です。

本授業はコンピューター実習室における実習方式を採用します。

担当教員（所属）

科目ナンバリング PES-EIA381J

使用言語 日本語

教科書及び参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

学修の到達目標

・プログラミング・スキルの初歩がマスターできます。
・速くて無駄のないシンプルな仕事への方向づけができるようになります。
・情報の整理や解決すべき問題の切り分けなどができるようになります。

授業内容・方法と進度予定

第1回 オリエンテーション
第2回 オリエンテーション
第3回 R による統計分析（基本操作，ファイル，データフレーム処理）
第4回 R による統計分析（各種統計量の算出とグラフ作成）
第5回 R による統計分析（プログラミング入門）
第6回 R による統計分析（重回帰分析，統計的仮説検定）
第7回 業務効率化に最適なプログラミング言語 Google Apps Script（GAS）って何？
第8回 GASでメルマガ配信システムを作ってみる。
第9回 GASでGoogle Spreadsheet の操作を自動化する。
第10回 GASでやってみたい事を考えて、手をつけてみる。
第11回 Python 入門 Python による文書の自動分類（概要）
第12回 Python による文書の自動分類（ファイルと文字列の操作）
第13回 Python による文書の自動分類（文書からの特徴量抽出）
第14回 Python による文書の自動分類（文書の自動分類）
第15回 総括

成績評価方法
実習への参加状況 10％、課題への取り組み状況 90％

オフィスアワー
各教員の情報を参照のこと。

更新日付 2026/3/13

授業時間外学修

なし

実務・実践的授業 ×

その他

（Googleクラスルーム対応）
クラスコード: txpj2asd

教室変更等，重要な連絡をすることがあるので，Googleクラスルームによる連絡の確認を随時行うこと。

27 / 154



１単位の授業科目は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の目安は、「講義・演習」については１５～３０時間に授
業および授業時間外学修（予習・復習など）３０～１５時間、「実験、実習及び実技」については３０～４５時間の授業および授業時間外学修（予習・復習など）１５～０時間です。
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授業コード PB11510

科目名 産業・組織心理学

単位数 2.0単位

担当教員（所属）

科目ナンバリング PES-PSY248J

使用言語 日本語

曜日・講時 月曜5限

開講学期 1学期

担当教員 若島　孔文

　影響力の源泉

　仕事における満足度
　職務特性論
第四部　動機づけを高める
　動機づけを高める

　コーチング

　ハラスメント＊

主要授業科目 〇

授業題目
産業・組織心理学

授業の目的と概要

この授業の目的は、産業・組織心理学について学ぶことである。産業・組織心理学では、個人の心理および集団力学の理解を通して、労働者の行動と組織の特性を
考えていくことができるようになることである。

第三部　仕事への取り組み
　目標設定の重要性
　X理論Y理論

教科書及び参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

学修の到達目標

①産業・組織心理学の理論を概観し、理解する。
②それらの知識を実際の問題に適用し、問題解決の見通し、見立てを得られるようになること。

成績評価方法
質疑等の参加状況、受講態度（40%）、複数回の小レポート（60％）で評価する。すべての小レポートの提出を単位取得の要件とする。

　組織心理学の誕生
　組織心理学の前提
　産業・組織心理学の定義
　産業・組織心理学と公認心理師

　達成動機理論
　欲求と行動

　組織の構成の原則
　産業・組織心理学の基本的要因
　日本における働き方の課題
第二部　継続的に働くために
　継続的に働ける人材の予想＊
　ワークファミリーコンフリクト＊

　キャリア開発プログラム

１単位の授業科目は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の目安は、「講義・演習」については１５～３０時間に授
業および授業時間外学修（予習・復習など）３０～１５時間、「実験、実習及び実技」については３０～４５時間の授業および授業時間外学修（予習・復習など）１５～０時間です。

授業では以下のことを扱います。

はじめに
第一部　産業・組織心理学の基礎
　産業心理学とは

授業時間外学修

新聞や本などを通して、現代における労働関係の問題を考えるようにしてください。
参考資料等については各授業時に適宜指示する。

実務・実践的授業 ○（企業等での勤務経歴を有しており実務経験を活かした授業を行う）

その他 クラスコード：qrfnbood

更新日付 2026/3/13

オフィスアワー
月曜日10時30時から14時30分

注）　コロナ感染状況によりオンライン meet になる場合があります。必ずGoogle Classroom を参照してください。

授業内容・方法と進度予定

　集団凝集性
　課題遂行と集団
　集団での決定＊
　リーダーシップ
第六部　関連する法律

　小集団活動
　組織開発＊
　コミットメント
第五部　グループダイナミクス
　集団規範と逸脱者への圧力＊
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曜日・講時 火曜1限

開講学期 1学期

担当教員 神谷　哲司、野口　和人

授業コード PB12110

科目名 福祉心理学

単位数 2.0単位

主要授業科目 〇

授業題目
福祉心理学

授業の目的と概要

　障害者，子ども家庭，高齢者等の福祉を中心に，社会福祉の理念や制度を踏まえ，それぞれの現場で生じている心理社会的な問題を理解し，適切な支援とはなに
かについて考える。

担当教員（所属）

科目ナンバリング PES-PSY247J

使用言語 日本語

教科書及び参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

学修の到達目標

１）障害者，子ども家庭，高齢者といった主だった社会福祉の基本的な理念や制度を理解する
２）福祉現場で生じている問題とその背景を説明し，必要とされる心理的支援を活用できる

授業内容・方法と進度予定

1)イントロダクション ＆障害児・者の福祉に関わる歴史と基本的理念
2)障害のある子どもの乳幼児期における心理社会的課題と支援（1）
3)障害のある子どもの乳幼児期における心理社会的課題と支援（2）
4)障害のある子どもの学齢期における心理社会的課題と支援（1）
5)障害のある子どもの学齢期における心理社会的課題と支援（2）
6)障害のある青年・成人における心理社会的課題と支援
7)中途障害の子ども・成人における心理社会的課題と支援
8)子ども家庭福祉の理念と制度
9)児童虐待とその支援
10)子ども家庭福祉に関する心理社会的課題と支援(1)
11)子ども家庭福祉に関する心理社会的課題と支援(2)
12)ひとり親家庭とその支援
13)貧困家庭とその支援
14)高齢者福祉に関する心理社会的課題と支援
15)試験とまとめ

(講義の内容や順番は変更の可能性あり)

【授業実施方法】
・原則，対面授業とする。
・その他詳細は，Google Classroomにて周知する。クラスコード：2zpjw2sy

成績評価方法
毎講義時のコメント(30%)及び期末試験(70%)

授業時間内に指示する。

授業時間外学修

授業時間内に指示する。

実務・実践的授業 ×

その他 オフィスアワーは別記のとおりだが、原則、在室時は可能な範囲で対応いたします。ただし、確実な対応を期待する場合は、事前に約束を取り付けてください。
クラスコード：2zpjw2sy
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オフィスアワー
木曜日4時限目（神谷）
火曜日3時限目（野口）

更新日付 2026/3/13

１単位の授業科目は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の目安は、「講義・演習」については１５～３０時間に授
業および授業時間外学修（予習・復習など）３０～１５時間、「実験、実習及び実技」については３０～４５時間の授業および授業時間外学修（予習・復習など）１５～０時間です。
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曜日・講時 火曜2限

開講学期 1学期

担当教員 石井山　竜平

授業コード PB12210

科目名 生涯学習論演習Ⅱ（社会教育経営論演習）

単位数 2.0単位

主要授業科目 〇

授業題目
自治を築く学び

授業の目的と概要

子育て、環境問題、地域福祉など、暮らしの質を良くするために取り組まれている市民の学習と行動に着目し、そのような営みを支える社会教育実践の実際をとら
える。さらに、それらをふまえつつ、ゼミ参加者それぞれの教育経験を振り返りながら、「教育とは何か」をあらためて考えあう。

担当教員（所属）

科目ナンバリング PES-EDU324J

使用言語 日本語

教科書及び参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

学修の到達目標

地域でいかなる学習実践が組み立てられているのか、その実際についての基礎的理解とともに、そうした学習を組み立てるための基礎的な素養を培う。

授業内容・方法と進度予定

こちらで用意した論文や実践記録を素材に，学生相互で議論を行う。事前に、報告者と司会者を決め、演習当日は、報告者による論文・実践記録の内容紹介と論点
の提案を受け、司会者の進行にもとづき、全員参加の議論を行う。検討する実践記録や論文は、参加者の関心や議論の方向に応じて適宜調整する。

成績評価方法
討議への参加度、議論の深まりへの貢献度、最終レポートから、総合的に評価する。

オフィスアワー
前期は火曜４限、後期は金曜３限

授業時間外学修

外での生涯学習プロジェクトへの参加を授業の一環として位置づけることがある。授業内で指示する。

実務・実践的授業 ×

その他

受講希望者数がディスカッションを行いにくい規模に達したときには、人数制限がありうること， ご容赦いただきたい。

（Googleクラスルーム対応）
①クラスコード
　cbkewnk5
②第一回授業の開始時期
　４月７日（火）２限10:30から開始
③授業の実施方法
　初回は対面で行う。その後オンラインも活用する場合もありうる。
④関連資料の入手方法
　Classroom で紹介する。
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更新日付 2026/3/13

１単位の授業科目は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の目安は、「講義・演習」については１５～３０時間に授
業および授業時間外学修（予習・復習など）３０～１５時間、「実験、実習及び実技」については３０～４５時間の授業および授業時間外学修（予習・復習など）１５～０時間です。
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曜日・講時 火曜2限

開講学期 1学期

担当教員 工藤　与志文

授業コード PB12230

科目名 教育心理学演習Ⅰ

単位数 2.0単位

主要授業科目 〇

授業題目
教育心理学文献講読

授業の目的と概要

教育心理学の研究論文、特に教授学習に関する実験的研究に関する論文を講読することで、教育心理学研究の具体的内容を知るとともに、研究の方法やまとめ方を
学ぶ。

担当教員（所属）

科目ナンバリング PES-PSY311J

使用言語 日本語

教科書及び参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

学修の到達目標

①心理学研究論文を読解するための基本概念を理解する。
②心理学研究を進めるための具体的な方法、研究をまとめる際の論述構成法を理解する。
③多様な研究領域を知り、研究に対する興味を高める。

授業内容・方法と進度予定

教育心理学関連学会誌（教育心理学研究など）の掲載論文を取り上げる。毎回、報告担当者がレジュメを作成し、著者の立場にたって論文を紹介する。指定討論者
は、批判的な観点から討論すべき点を指摘する。それらをふまえ、全員で議論する。

成績評価方法
報告担当者および指定討論者としての貢献度（40％）、議論への参加度（30％）、期末レポート（30％）で評価する。

オフィスアワー
毎週月曜４講時

更新日付 2026/3/13

１単位の授業科目は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の目安は、「講義・演習」については１５～３０時間に授
業および授業時間外学修（予習・復習など）３０～１５時間、「実験、実習及び実技」については３０～４５時間の授業および授業時間外学修（予習・復習など）１５～０時間です。

授業時間外学修

あらかじめ指定された文献を読み、内容を理解しておくとともに、必要に応じて事前学習を進める。

実務・実践的授業 ×

その他

連絡先：yoshifumi.kudo.d6@tohoku.ac.jp

（Googleクラスルーム対応）
クラスコード　5wvxkdob
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曜日・講時 火曜3限

開講学期 1学期

担当教員 鷲谷　洋輔、松林　優一郎、吉田　沙蘭

授業コード PB12310

科目名 教育文献講読

単位数 2.0単位

主要授業科目 〇

授業題目
教育文献購読

授業の目的と概要

この授業科目は教育学部の必修科目であり、教育学、教育心理学および教育情報アセスメント分野の論文、とりわけ英語文 献を検索、収集および読解する能力を
育成することを目的としている。

担当教員（所属）

科目ナンバリング PES-EDU203J

使用言語 日本語

教科書及び参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

学修の到達目標

学習者は、教育学、教育心理学および教育情報アセスメント分野の論文、とりわけ英語文献の読解を通じて、以下の3点を身 につける。
①英語文献収集および読解にかかわる基本的な技能
②教育学や教育心理学の英語論文にかかわる専門的な知識の基礎
③実際の教育学や教育心理学、教育情報アセスメント分野の論文の読解力

授業内容・方法と進度予定

授業は教育情報アセスメント分野、教育心理学分野、教育学分野ごとにその分野を専門とする教員が担当となり、以下の3セッション構成で進める。なお、#の後の
数字は回数を示す。
第1セッション：教育情報アセスメント分野における文献の購読 (担当：松林)
・特定の分野で文献を探す・読む際の心構え (#1)
・学習段階別の論文の探し方、効率の良い読み方 (#2)
・多読と精読、多読のポイント (#3)
・精読と深堀り (#4-5)
第2セッション：教育心理学分野における文献の講読（担当：吉田）
・教育心理学分野における文献の特徴，論文の読み方(#6)
・教育心理学分野の論文を読む：論文の構造を理解する/批判的に読む(#7-9)
・教育心理学分野の論文を読む：情報収集の方法/興味のある論文を読む(#10)
第3 セッション：教育学分野における文献の購読（担当：鷲谷）
・教育学分野における文献の概観（#11）
・関連する学術論文等の読み方、キーワードの考え方と探索（#12〜14）
・まとめ（#15）

成績評価方法
各回における文献の購読、レポート等の課題への取り組みや成果物によって総合的に評価する。

授業時間外学修

予習すること。

実務・実践的授業 ×
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オフィスアワー
Eメールにて調整 (yosuke.washiya.a8@tohoku.ac.jp)

更新日付 2026/3/13

１単位の授業科目は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の目安は、「講義・演習」については１５～３０時間に授
業および授業時間外学修（予習・復習など）３０～１５時間、「実験、実習及び実技」については３０～４５時間の授業および授業時間外学修（予習・復習など）１５～０時間です。

その他

3人で行う授業であるため、特定の教員の授業で出席や課題の提出等を怠ると単位が取れなくなる恐れがあるので、留意すること。

①第一回授業の開始時期
4月14日（火）3限：13：00〜　全体のオリエンテーションと初回の講義
③授業の実施方法
3名の教員のオムニバスのため、Meetを用いた双方向授業、Classroomに資料と課題をアップ等教員によって実施方法が異なります。
それぞれの教員の実施方法については、各Part開始前にClassroomでアナウンスします。
④関連資料の入手方法
授業用の動画・資料・課題等はClassroomで紹介
⑤オンライン授業への対応が困難な学生への対応策
個別に相談。全体に関することは佐藤誠子（yosuke.washiya.a8@tohoku.ac.jp）へ、個別の授業については各担当回の担当教員（初回授業時にアナウンス）へ連絡
すること

クラスコード：qqkgbivy
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授業コード PB12320

科目名 海外教育演習

単位数 2.0単位

担当教員（所属）

科目ナンバリング PES-EDU335E

使用言語 英語

曜日・講時 火曜3限

開講学期 1学期

担当教員 劉　靖

学修の到達目標

Goals of study are to enable students to: (1) have a more comprehensive and more in-depth understanding of education and social changes in the 
context of East Asia and beyond, (2) obtain knowledge and skills of critically analyzing educational issues, (3) acquire fieldwork skills through 
group work in a foreign context, and (4) improve their communication skills through group work and foreign languages.

成績評価方法
Class participation and engagement（20％）
Group discussion and group fieldwork (50%)
Final group report (30%)

Week 2 Education and Social Changes
           -Paradigms
           -Achievements & Issues

主要授業科目 〇

授業題目
Education and Social Changes in East Asia: Understanding education and development in Taiwan

授業の目的と概要

With a rapid socio-economic development since the 1980s, Taiwan has become one of the leading economies in the world. However, in the recent 
years, there is an emerging concern on imbalanced development, social inequality, sustainable development and well-being of people in Taiwan. The 
primary objective of this course is to deepen students' understanding of Taiwan and the role of education in Taiwan's development through 
fieldwork in Taipei City.
   The course includes four parts. It starts with the introduction of education and social changes in East Asia. Also, it gives specific focus on 
education and social changes in Taiwan. In the 2nd part, it provides knowledge and skills of fieldwork, such as research proposal writing, 
interview methods, and research ethics. Group fieldwork will be conducted in Taiwan. In the last part, participants are required to submit a short 
group report of the fieldwork.
　 The fieldwork will include visits to schools, universities, communities, and intercultural activities.
   Japanese students taking this course will have opportunity to apply JASSO Short-term Overseas Study Scholarship. And cost of air-ticket to 
Taipei will be supported by Faculty of Education. More details will be explained in the course orientation.

Week 5 Education and Social Changes in Taiwan(3)
           -Inclusion and Diversity

Week 3 Education and Social Changes in Taiwan (1)
           -Inequality in education
           -Imbalance in education

Week 4 Education and Social Changes in Taiwan (2)

Week 13-15 Fieldwork (Fieldwork will be conducted in Taipei between September 20 and 29, 2026 (Tentative schedule)

授業内容・方法と進度予定

教科書及び参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

In principle the class will conducted on-site. In case there is a shift to online class, announcement will be made in advance.

Week 1 Introduction
       -Education and social changes for a sustainable future
       -Why fieldwork?

授業時間外学修

Active engagement in group work for class and fieldwork is highly recommended.

実務・実践的授業 ×

             -Interview: Rehearsal

Week 11 Fieldwork 4
            -About Taiwan/Chinese language

Week 12  Group Presentation of Research Proposal

Week 8 Interim Presentation

Week 9 Fieldwork 2
           -Interview

Week 10 Fieldwork 3

Week 6 Education and Social Changes in Taiwan (4)
           -Internationalization of higher education

Week 7 Fieldwork 1
          -Research proposal

           -Alternative approaches for Quality education
           -Technology and education
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オフィスアワー
4. Office hour: Tuesday 5th period

更新日付 2026/3/16

１単位の授業科目は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の目安は、「講義・演習」については１５～３０時間に授
業および授業時間外学修（予習・復習など）３０～１５時間、「実験、実習及び実技」については３０～４５時間の授業および授業時間外学修（予習・復習など）１５～０時間です。

その他

1. Active engagement in group work is highly recommended in this course.
2. Details of fieldwork trip for Taipei, schedule, and cost will be discussed and announced in the class. There is a selection if the number of 
participants is beyond the limitation of the course design.
3. English is the primary instruction language of this course. Although students are encouraged to speak in English, it is possible to join the 
discussion and class by speaking in Japanese if necessary. Also, Japanese reading materials and explanation will be provided in the class to 
encourage students' active participation.

（Googleクラスルーム対応）Regarding Google Classroom
①クラスコード Class Code: kzqlo4lm

②第一回授業の開始時期 Schedule of 1st session
・第一回目の授業4月14日（火）13：00〜から  The 1st class will be on April 14(Tue) 13:00-

③授業の実施方法 How to implement this class

・受講希望者は4月13日（月）正午までに劉までＤＣメールにて連絡をするように（jing.liu.e8@tohoku.ac.jp）。
  Students who plan to take this class, please contact Prof. Jing Liu through jing.liu.e8@tohoku.ac.jp by April 13 (Mon).

④関連資料の入手方法  How to get teaching materials and reading assignment
・授業の資料については、授業開始前までにGoogle Classroomの共有ドライブにアップロード予定（受講希望者を招待する）。Teaching materials and reading 
assignment will be uploaded to Google Classroom.
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曜日・講時 火曜4限

開講学期 1学期

担当教員 李　仁子

授業コード PB12410

科目名 教育学概論

単位数 2.0単位

主要授業科目 〇

授業題目
現代教育学の課題

授業の目的と概要

本授業は、伝統的な教育学の枠組みにとどまらず、教育を広義に捉え、学校教育だけでなく、地域社会や文化、ライフコース全体における学習のあり方を考察す
る。教育を「人間の社会的営み」として捉え、歴史的・文化的背景の中でどのように形成されてきたのかを考えることを目的とする。

担当教員（所属）

科目ナンバリング PES-EDU204J

使用言語 日本語

教科書及び参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

学修の到達目標

１教育の多様な形態を理解する
　•学校教育だけでなく、地域社会や文化、ライフコース全体における学習のあり方を説明できる。
２ 教育の歴史的・文化的背景を考察する
　•教育が社会的・文化的要因とどのように関わりながら形成されてきたかを分析できる。
３現代の教育課題について批判的に検討する
　•グローバル化や社会変動に伴う教育の課題を理解し、自らの視点を持って議論できる。

授業内容・方法と進度予定

第1回　オリエンテーション
第2回・第3回　教育の基本的概念
第4回・第5回　教育の歴史的変遷と社会との関係—教育人類学的視点
第6回〜第8回　教育現実の諸問題（1）：「生涯学習」
•	第6回：生涯学習の理念と実践（講義）
•	第7回：生涯学習に関する課題の考察（小レポート作成）
•	第8回：生涯学習の意義と課題についての討論
第9回〜第11回　教育現実の諸問題（2）：「地域社会」
•	第9回：地域社会における教育の役割（講義）
•	第10回：地域社会と教育の関係に関する考察（小レポート作成）
•	第11回：地域教育の可能性と課題についての討論
第12回〜第14回　教育現実の諸問題（3）：「心のケア」
•	第12回：教育における心のケアと支援の重要性（講義）
•	第13回：心のケアに関する課題の考察（小レポート作成）
•	第14回：教育現場における心のケアの実践についての討論
第15回　総括：現代教育学の課題と展望
現代教育の諸課題を整理し、今後の展望について総括的に議論
最終課題　レポート作成

成績評価方法
　毎回の議論への意欲的な取り組み、毎回のコメントペーパーの提出、学期末のレポートの成果、等々から総合的に判断する。

『教育の起源を探る　進化と文
化の視点から』

安藤寿康（編） ちとせプレス 2023年

暇と退屈の倫理学 國分 功一郎 新潮文庫 2021

授業時間外学修

グループ討論及び課題のための授業時間外学修
受講生は、グループ討論の準備や課された課題を遂行するために、授業時間外の自主的な学修に取り組むことが求められる。これには、必要な調査の実施、グルー
プワーク（共同セッション）に向けた自身の見解の構築、および具体的な課題への取り組みが含まれる。

実務・実践的授業 ×

その他

【対面とオンデマンド型オンライン授業の混合形態】
参考資料
"李仁子・金谷美和・佐藤和久『はじまりとしてのフィールドワーク：自分がひらく、世界がかわる』昭和堂、2008

クラスコード：nmhp6xc7
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オフィスアワー
火曜日　３

更新日付 2026/3/13

１単位の授業科目は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の目安は、「講義・演習」については１５～３０時間に授
業および授業時間外学修（予習・復習など）３０～１５時間、「実験、実習及び実技」については３０～４５時間の授業および授業時間外学修（予習・復習など）１５～０時間です。
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曜日・講時 火曜4限

開講学期 1学期

担当教員 青木　栄一

授業コード PB12420

科目名 教育行政学講義Ⅰ

単位数 2.0単位

主要授業科目 〇

授業題目
教育制度を支える教育行政

授業の目的と概要

教育行政、学校、教職員に関する法制度・歴史・実態を講義する。
それらに関する主要な論点を議論する。
さらに教育行政を理解するために必要な視点の一つである社会科学的な「もののみかた」の基礎を養うことも本授業の目的である。

担当教員（所属）

科目ナンバリング PES-POL222J

使用言語 日本語

教科書及び参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

学修の到達目標

教育行政組織、学校、教職員に関する法制度の基本的事項を理解する。
教育行政組織、学校、教職員に関する論点について社会科学的に考察する力を身につける。

授業内容・方法と進度予定

【対面とオンデマンド型オンライン授業の混合形態】
Google Classroomクラスコード：vh44rzry

第1回授業開始時期：2026年04月14日（火）4限：14:40〜対面
授業の実施方法：オンデマンド方式（動画配信方式）と対面の混合にて実施する。まずオンデマンド教材を視聴し、その次の回は対面で解説を加えた後、ディス
カッションを行う。
予習で関連資料・文献を読みリアクションペーパーを提出し、授業で動画を視聴し毎回フィードバックを送信し、復習でさらに関連資料・文献を読む。
関連資料の配布方法：全てGoogle Classroomで配布する。当該回の資料は前週月曜日23:59までにアップロードする。
オンライン授業への対応が困難な学生への対応：個別に担当教員に相談。

内容及び進度は以下の通りであるが、教育行政に関わる実務家等のゲストスピーカーを招聘するなど、内容を変更する場合もある。
講義とリアクションペーパーを用いた質疑応答を中心とした授業とする。
毎回、授業のテーマについてディスカッションを行う。

04/14　1. イントロダクション—教育政策、教育制度、教育行政（対面）
04/21　2. 教員行政｜就学前教育と幼稚園（オンデマンド）
04/28　3. 解説（対面）
05/12　4. 初等中等教育と学校｜高等教育・私立学校行政と学校（オンデマンド）
05/19　5. 解説（対面）
05/26　6. 特別支援教育と学校・学校外教育｜教育課程行政（オンデマンド）
06/02　7. 解説（対面）
06/09　8. 教育委員会と学校/学校と外部環境｜学校施設・学校統廃合（オンデマンド）
06/16　9. 解説（対面）
06/23　10. 学校安全｜地方教育政治/地方教育行政（オンデマンド）
06/30　11. 解説（対面）
07/07　12. 教育財政｜教育行政の政府間関係（オンデマンド）
07/14　13. 解説（対面）
07/21　14. 中央政府/教育制度の法体系と原理（オンデマンド）
07/28　15. まとめ（対面）　期末テスト（授業内）

成績評価方法

教科書は各自購入すること。

授業への出席及び授業への貢献とリアクションペーパーの提出は成績評価の前提条件となる。
成績評価：期末テスト（100％）。

【出席状況・リアクションペーパー】期末テストの受験資格をこれらで判断する。AIを用いた課題物について、剽窃等の非違行為とみなされる場合は厳格に対処す
る。東北大学のガイドラインにくわえて、以下の注意喚起も参照のこと。ChatGPT等の生成系AI利用に関する留意事項（学生向け）＜
https://olg.cds.tohoku.ac.jp/forstudents/ai-tools＞、群馬大学ChatGPTなどの生成系AIについての注意喚起＜https://www.gunma-u.ac.jp/information/156030
＞
【授業資料】授業に用いる資料はGoogle Classroom上に掲載する。これには講義を収録した動画データへのリンクも含む。これらを許可無くこの授業以外に用いて
はならない。これらの本人以外の第三者への転送等は厳に禁じる。他者との共有目的のための授業資料のスクリーンショット、録画、録音も禁じる。
【授業】担当教員の指示を遵守する。授業に関してSNSへの不適切な投稿等が発覚した場合、採点対象外とする。この授業については、他大学のものであるが「中
央大学 ソーシャル・メディア・ガイドライン（学生用）」＜https://www.chuo-u.ac.jp/aboutus/communication/social_media/st_guideline/＞も本学のガイドラ

2027年度版　必携教職六法 高見茂（監修） 協同出版 2026 978-4319641314 参考書

教育制度を支える教育行政 青木栄一 ミネルヴァ書房 2019 978-4623085392 教科書
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オフィスアワー
事前にメールでアポイントをとってください。

更新日付 2026/3/13

１単位の授業科目は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の目安は、「講義・演習」については１５～３０時間に授
業および授業時間外学修（予習・復習など）３０～１５時間、「実験、実習及び実技」については３０～４５時間の授業および授業時間外学修（予習・復習など）１５～０時間です。

授業時間外学修

指定したテキスト等の授業当日の該当箇所を読み予習すること。これは全受講生にとって極めて重要なことである。
予習：リアクションペーパーを投稿すること。締め切りは授業の前日月曜日の23:59である。
復習：必ず行うようにすること。
大学設置基準（第21条）の規定に基づいた自己学習（予習復習等）を行うことを強く推奨する（1回あたり4時間程度が標準）。

実務・実践的授業 ×

その他

【対面とオンデマンド型オンライン授業の混合形態】
Google Classroomクラスコード：vh44rzry
授業に関する事柄の各種SNSへの投稿行為、AIの不適切利用等の不適切行為が判明次第、受講資格を喪失する。
担当教員ホームページ：http://researchmap.jp/read0124718/
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曜日・講時 火曜4限

開講学期 1学期

担当教員 長谷川　真里

授業コード PB12430

科目名 発達心理学演習Ⅰ

単位数 2.0単位

主要授業科目 〇

授業題目
発達科学の展開

授業の目的と概要

社会性の発達についてのテキストを読み、最新の文献を批判的にレビューすることを通して、研究の動向を知る。

担当教員（所属）

科目ナンバリング PES-PSY314J

使用言語 日本語

教科書及び参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

学修の到達目標

社会・情動発達の基礎的な理論、および最新の研究動向を理解する。この領域の発達研究の手法を身につける。注）対象年齢は、主に乳幼児期、児童期、青年期で
ある。

授業内容・方法と進度予定

毎回、報告担当者がレジュメを作成し、発表する。
スケジュールは以下を予定する。

第1回　オリエンテーション
第2回-4回　発表準備（各自の作業）
第5回-13回　報告者による発表と討論(1)
第12回-15回　報告者による発表と討論(2)

教科書の中から1章選択し、概要およびテキストで紹介されたあるいは関連する実証研究論文を報告する。これらを通して、当該領域の議論のポイントと研究動向
を理解する。
注) 受講者数によって個人発表かグループ発表にするかを決定する。発表者と指定討論者のそれぞれを担当する可能性がある。それに合わせてスケジュールも変更
される。

成績評価方法
出席状況や課題レポートを総合的に評価する。

社会性の発達心理学 長谷川・佐久間・林 ナカニシヤ出版 2024 9784779517914

オフィスアワー
火曜日３限

更新日付 2026/3/13

授業時間外学修

あらかじめ資料を読み、議論の準備をする。

実務・実践的授業 ×

その他

授業の運営については,初回に説明する。
・授業の実施方法：対面。欠席者に対するハイブリッド授業対応は行わない。
・関連資料の入手方法：授業用の資料はClassroomで共有。受講者は必ず登録してください。
・classroom: oajq4k6k

43 / 154



１単位の授業科目は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の目安は、「講義・演習」については１５～３０時間に授
業および授業時間外学修（予習・復習など）３０～１５時間、「実験、実習及び実技」については３０～４５時間の授業および授業時間外学修（予習・復習など）１５～０時間です。
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曜日・講時 火曜4限

開講学期 1学期

担当教員 谷口　和也

授業コード PB12440

科目名 教育方法・技術論（ICT活用含む）

単位数 2.0単位

主要授業科目 〇

授業題目
教育の方法と技術

授業の目的と概要

本授業では、学習者は教育方法とカリキュラムの相互関係を理解した上で、授業に最適な教育方法を使えるようになることを目的としている。

担当教員（所属）

科目ナンバリング PES-EDU238J

使用言語 日本語

教科書及び参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

学修の到達目標

本授業では、学習者は教育目的に最適な授業方法と評価方法を選択できるとともに、アクティブ・ラーニングの授業やGIFアニメ、ARを実際に作成できるようにな
る。また生成AIを前提とした教育活動や授業評価についての実践的な知見を習得する。

授業内容・方法と進度予定

パート１：教育の方法と技術に関する基本的な課題
01：教育の方法と技術に関する基本的な課題
02：カリキュラムの多様性
03：なぜ参加型学習が必要とされるのか？
04：議論を引き出す「基礎基本」とは？

パート2：グローバル化時代の学力観と授業方法
05：教科書に掲載された新しい教育方法
06：「正解のない問題」にどう取り組ませていくか？
07：道徳教育における「主体的・対話的な深い学び」
08：アクティブ・ラーニングをどう評価するか？

パート3：授業におけるデジタル技術とその課題
09：シミュレーション・ゲームで分からなくなるもの
10：21世紀のシミュレーション・ゲームの特徴
11：授業で使えるGIFアニメの作成
12：拡張現実技術（AR）の授業での使用とその問題点

パート4：生成AIの使用を前提とした学校教育
　13：「メンター」としてのAI、「バディ」としてのAI
14：生徒の生成AIの使用を前提とした学習評価は可能か？
15：教員として現場で使える生成AI使用の小アイデア

成績評価方法
毎時間内の小レポート（70％）と作成物の提出（30％）で評価する。

オフィスアワー
火曜日12:30-13:30

授業時間外学修

パート１，パート2に関しては、各時間の議論や問題点を調査したりまとめたりする時間を、パート3、パート4に関しては学校教育に使用できる技術の習得を事業
時間外学修と見做す。

実務・実践的授業 ×

その他 クラスコード：h6vveola
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更新日付 2026/3/13

１単位の授業科目は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の目安は、「講義・演習」については１５～３０時間に授
業および授業時間外学修（予習・復習など）３０～１５時間、「実験、実習及び実技」については３０～４５時間の授業および授業時間外学修（予習・復習など）１５～０時間です。
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曜日・講時 火曜5限

開講学期 1学期

担当教員 横田　晋務

授業コード PB12510

科目名 発達障害学講義Ⅱ

単位数 2.0単位

主要授業科目 〇

授業題目
発達障害の基礎的理解

授業の目的と概要

発達障害の障害特性、アセスメントと支援の視点について知識的な理解を深める

担当教員（所属）

科目ナンバリング PES-PSY218J

使用言語 日本語

教科書及び参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

学修の到達目標

①自閉スペクトラム症、注意欠如多動症、限局性学習症の障害特性、アセスメントについて理解する
②事例などを通して発達障害児・者に対する支援に関して理解を深める

授業内容・方法と進度予定

１　　オリエンテーション
２　　特別支援教育と発達障害
３　　発達障害とは：自閉スペクトラム症の障害特性
４　　発達障害とは：自閉スペクトラム症のアセスメントと支援
５　　発達障害とは：ADHDの障害特性
６　　発達障害とは：ADHDのアセスメントと支援
７　　発達障害とは：限局性学習症の障害特性
８　　発達障害とは：限局性学習症のアセスメントと支援
９　　発達障害と社会的障壁
１０　事例からみる自閉スペクトラム症
１１　事例からみるADHD
１２　事例からみる限局性学習症
１３　発達障害者への支援の実際（心理発達支援）
１４　発達障害者への支援の実際（就労支援）
１５　まとめと試験

成績評価方法
受講態度 20% 試験 80%

オフィスアワー
事前に E-mail 等で連絡すること。教員の連絡先は授業中に伝える。

更新日付 2026/3/13

１単位の授業科目は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の目安は、「講義・演習」については１５～３０時間に授
業および授業時間外学修（予習・復習など）３０～１５時間、「実験、実習及び実技」については３０～４５時間の授業および授業時間外学修（予習・復習など）１５～０時間です。

授業時間外学修

予習復習、および授業内で紹介された文献等の講読

実務・実践的授業 ×

その他
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曜日・講時 水曜2限

開講学期 1学期

担当教員 白岩　伸也

授業コード PB13210

科目名 人間形成論演習Ⅱ

単位数 2.0単位

主要授業科目 〇

授業題目
近現代日本と人間形成の研究方法基礎論

授業の目的と概要

近現代日本と人間形成に関する基礎的文献を講読し、教育を歴史的に考えるための研究方法論の基礎について学び、考える。

担当教員（所属）

科目ナンバリング PES-EDU312J

使用言語 日本語

教科書及び参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

学修の到達目標

教育史研究方法論の基礎的知見を得て、それを自身の研究に活用することができる。

授業内容・方法と進度予定

１　教育史的語りを問い直す: どうみるか／どうするか
２　受講者による発表と議論、担当教員からの解説と補足
３　受講者による発表と議論、担当教員からの解説と補足
４　受講者による発表と議論、担当教員からの解説と補足
５　受講者による発表と議論、担当教員からの解説と補足
６　受講者による発表と議論、担当教員からの解説と補足
７　受講者による発表と議論、担当教員からの解説と補足
８　受講者による発表と議論、担当教員からの解説と補足
９　受講者による発表と議論、担当教員からの解説と補足
10　受講者による発表と議論、担当教員からの解説と補足
11　受講者による発表と議論、担当教員からの解説と補足
12　受講者による発表と議論、担当教員からの解説と補足
13　受講者による発表と議論、担当教員からの解説と補足
14　受講者による発表と議論、担当教員からの解説と補足
15　教育と歴史に関する実地見学

成績評価方法
発表担当回の配布資料と報告内容、授業への参加態度から総合的に評価する。

オフィスアワー

更新日付 2026/3/13

１単位の授業科目は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の目安は、「講義・演習」については１５～３０時間に授
業および授業時間外学修（予習・復習など）３０～１５時間、「実験、実習及び実技」については３０～４５時間の授業および授業時間外学修（予習・復習など）１５～０時間です。

授業時間外学修

テキストの精読、関連文献・資料の調査・検討、配布資料の作成を事前に行うこと。

実務・実践的授業 ×

その他 クラスコード：j6lphlud
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曜日・講時 水曜2限

開講学期 1学期

担当教員 佐藤　誠子

授業コード PB13220

科目名 学習心理学演習

単位数 2.0単位

主要授業科目 〇

授業題目
教科学習における概念的理解と学習過程

授業の目的と概要

学校教育においては「知識・技能」の獲得，「思考力・判断力・表現力」の育成，学習内容に対する「興味・関心・意欲」を高めることが目標とされている。さら
に，各教科では深い概念的理解や思考プロセスの表現といった「深い学習」が目指されている。では，深い概念的理解とは何を意味するのか。また，それはいかな
る学習過程を通して形成されるのか。本授業ではこれらの点について関連する書籍を講読し，教育心理学的観点から検討をおこなう。

担当教員（所属）

科目ナンバリング

使用言語 日本語

教科書及び参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

学修の到達目標

・「深い学習」とは何か，具体的な教科学習の課題に即して理解する。
・深い概念的理解が達成される学習プロセスについて理解する。

授業内容・方法と進度予定

・テキストの章ごとにレポーターと指定討論者を決める。
・レポーターは，該当する章の内容についてレジュメを作成し，それをもとに報告してもらう。また，必要に応じて，関連する文献や論文についても紹介してもら
う。
・指定討論者はレポーターの発表に対して必ず質問をする。
・レポーター，指定討論者以外の受講生も積極的に議論に参加する。

オリエンテーション
第１章　「わかる」ことの現代的意義
第２章　「できる」ことと「わかる」ことの違い
第３章　わかるプロセスを読み解く
第４章　「わかる」の発達①：数学的概念がわかるⅠ—比例や単位あたり量（内包量）がわかる
第５章　「わかる」の発達①：数学的概念がわかるⅡ—かけ算やわり算の問題をつくってみる
第６章　「わかる」の発達②：社会や経済がわかるⅠ—値段や流通についてどう考えるか？
第７章　「わかる」の発達②：社会や経済がわかるⅡ—商店をどう経営するか？
第８章　探究してわかる
第９章　「わかる」が深まる授業とは—協同的探究学習の開発と検証
第10章　「わかる」の長期的な深まり—学習と発達の関係を考える
まとめ

成績評価方法
発表（30％），議論への参加度（30％），期末レポート（40％）

「わかる」はどう深まるか　子
どもの思考の発達と協同的探究

藤村宣之 ちとせプレス 2025 4908736324 教科書

オフィスアワー
火曜5講時 16:20〜17:50

更新日付 2026/3/13

授業時間外学修

レポーターは担当章のレジュメを作成する。他の受講生は，授業内で深い議論ができるように事前に該当する章を読み，あらかじめ討論のポイントをつかんでおく
こと。

実務・実践的授業 ×

その他 連絡先：seiko.sato.a1@tohoku.ac.jp
Google Classroom　クラスコード：mxx5tvpp
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１単位の授業科目は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の目安は、「講義・演習」については１５～３０時間に授
業および授業時間外学修（予習・復習など）３０～１５時間、「実験、実習及び実技」については３０～４５時間の授業および授業時間外学修（予習・復習など）１５～０時間です。
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曜日・講時 水曜2限

開講学期 1学期

担当教員 吉田　沙蘭

授業コード PB13230

科目名 健康・医療心理学

単位数 2.0単位

主要授業科目 〇

授業題目
健康・医療心理学

授業の目的と概要

心身の健康とは何かを広い視野で考え、またそれが損なわれる原因について理解するとともに、心身の問題に対する具体的な支援の在り方について学ぶ。また援助
法について、医療現場における心理援助職の役割と課題、医療現場で活用されている心理的援助法の理論や特徴について学ぶ。

担当教員（所属）

科目ナンバリング PES-PSY246J

使用言語 日本語

教科書及び参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

学修の到達目標

①心身の健康とそれが損なわれる要因との関係を理解する
②さまざまな心身の問題に対する支援の在り方、医療現場における心理的援助の役割と課題、具体的な方法論について説明できる

授業内容・方法と進度予定

1. 健康心理学概論
2. 健康心理学におけるアセスメントと支援
3. 健康心理学の実際（1）ストレスマネジメント
4. 健康心理学の実際（2）各種の心理支援法
5. 医療心理学概論
6. 医療心理学におけるアセスメントと支援
7. 医療心理学の実際（1）精神科
8. 医療心理学の実際（2）院内独立型心理室
9. 医療心理学の実際（3）心療内科
10. 医療心理学の実際（4）小児科
11. 医療心理学の実際（5）緩和医療
12. 医療心理学の実際（6）産業保健
13. 地域保健活動
14. 災害心理学
15. 多職種協働と医療連携 / 期末試験

成績評価方法
期末試験（100％）

公認心理師カリキュラム準拠 
健康・医療心理学

宮脇稔他 医歯薬出版 2018 4263265777 教科書

オフィスアワー
月曜日：10-12時

更新日付 2026/3/13

１単位の授業科目は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の目安は、「講義・演習」については１５～３０時間に授
業および授業時間外学修（予習・復習など）３０～１５時間、「実験、実習及び実技」については３０～４５時間の授業および授業時間外学修（予習・復習など）１５～０時間です。

授業時間外学修

事前に当該章を予習し、自らの疑問点を明らかにした上で授業に臨むこと。

実務・実践的授業 ×

その他 ※クラスコード：eodox5su
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曜日・講時 木曜1限

開講学期 1学期

担当教員 島　一則、佐藤　克美、佐藤　誠子、劉　靖

授業コード PB14110

科目名 教育学への招待

単位数 2.0単位

主要授業科目 〇

授業題目
東北大学教育学部での学び

授業の目的と概要

この授業科目では，東北大学教育学部で学ぶことになる広義の「教育学」の諸領域の紹介ならびにグループ学習を通して，東北大学教育学部において（広義の）教
育学を学び，修めるために必要な基礎知識並びに基本的な視座，学びや研究に対する科学的な態度を涵養することを目的とする。

担当教員（所属）

科目ナンバリング PES-EDU201J

使用言語 日本語

教科書及び参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

学修の到達目標

1.	東北大学教育学部において，教育学を学ぶための基本的な態度を涵養する。
2.	教育に関する多様な研究テーマのありようを掌握するとともに，学術的なアプローチの多様性を理解する。

授業内容・方法と進度予定

　1　オリエンテーション　大学での学び，東北大学教育学部での学び
　2　グループ調査①：問いの立て方，グループで協議，研究倫理（レポートの作法）
　3　グループ調査②：グループごとのテーマ決定
　4  グループ調査③：テーマに関する調査計画
　5　教育学への招待(1)
　6  教育学への招待(2)
　7　教育心理学への招待(1)
　8　教育心理学への招待(2)
　9　教育情報アセスメントへの招待(1)
 10　教育情報アセスメントへの招待(2)
 11　教育学部の現代的な取り組み：UNESCO(60m)／AEL(30m)
 12　グループ調査④：まとめ作業＆発表資料作成（ポスターorパワポ作成）
 13　グループ調査⑤：全体発表(1)
 14　グループ調査⑥：全体発表(2)
 15　グループ調査⑦：全体発表(3)

成績評価方法
講義時間内に課されるレポート，および最終レポート(50%)
グループ発表への参加度，積極度，提出物，発表内容(50%)

オフィスアワー
各回の授業担当教員に問い合わせをしてください。

更新日付 2026/3/13

１単位の授業科目は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の目安は、「講義・演習」については１５～３０時間に授
業および授業時間外学修（予習・復習など）３０～１５時間、「実験、実習及び実技」については３０～４５時間の授業および授業時間外学修（予習・復習など）１５～０時間です。

授業時間外学修

1.「招待」シリーズで課される宿題
2. グループ調査のテーマ策定に向けたワークシートの作成
3. 各グループのテーマに即した文献講読

実務・実践的授業 ×

その他 本授業はグループワークを必須とする。グループワークに関して合理的な配慮の必要な学生は事前に申し出ること。
本授業では資料等の配布のためGoogleClassroomを用います。クラスコードはz2u5cufnです。
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曜日・講時 木曜1限

開講学期 1学期

担当教員 鷲谷　洋輔

授業コード PB14120

科目名 スポーツ文化論講義Ⅰ

単位数 2.0単位

主要授業科目 〇

授業題目
身体文化とスポーツの社会学

授業の目的と概要

社会学的アプローチからスポーツと身体文化をめぐる状況をとらえ、その歴史文化的背景や現代のスポーツをかたちづくる多様で複雑な連関を解きほぐすことを目
指します。それはスポーツを考えることで見えてくる現代的な論点を思考する試みにもなるはずです。

担当教員（所属）

科目ナンバリング PES-EDU217J

使用言語 日本語

教科書及び参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

学修の到達目標

スポーツと身体文化の社会学的考察と理解を深める。

授業内容・方法と進度予定

授業は以下のトピックを中心に取り上げる。（授業で扱うトピックは変更する場合がある。）
第１回：イントロダクション：スポーツ、遊び、身体と現代社会
第２回：グローバリゼーション
第３回：社会運動
第４回：アイデンティティ
第５回：メディア
第６回：観光
第７回：コミュニティ
第８回：ナショナリズム
第９回：スポーツイベント
第１０回：遊び
第１１回：家族	
第１２回：自然
第１３回：健康
第１４回：先住民族
第１５回：まとめ
*各回のトピックは変更の可能性あり

成績評価方法
授業への参加（40点）、期末レポート（60点）

オフィスアワー
Eメールにて調整

更新日付 2026/3/13

授業時間外学修

文献資料の読み込み、授業準備

実務・実践的授業 ×

その他 教科書、参考資料は適宜指示する。
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１単位の授業科目は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の目安は、「講義・演習」については１５～３０時間に授
業および授業時間外学修（予習・復習など）３０～１５時間、「実験、実習及び実技」については３０～４５時間の授業および授業時間外学修（予習・復習など）１５～０時間です。
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曜日・講時 木曜2限

開講学期 1学期

担当教員 佐藤　誠子、神谷　哲司

授業コード PB14210

科目名 学習・発達論

単位数 2.0単位

主要授業科目 〇

授業題目
学習と発達の基礎

授業の目的と概要

この授業では，人の発達と学習の基礎について学ぶとともに，発達と学習との関連，またそれらの関連に教育はどのようにかかわるかを学ぶことを目的とする。

担当教員（所属）

科目ナンバリング PES-PSY201J

使用言語 日本語

教科書及び参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

学修の到達目標

１.発達のメカニズムについて理解する。
２.学習の原理・過程について理解する。
３.発達，学習，教育の関連について理解する。

授業内容・方法と進度予定

第１回：オリエンテーション（担当：神谷）
第２回：「発達」とはなにか？（担当：神谷）
第３回：「発達」の諸理論（担当：神谷）
第４回：「発達」概念の変遷（担当：神谷）
第５回：生物学的要因がイメージされる発達の側面（運動，知覚発達） （担当：神谷）
第６回：社会・文化的要因がイメージされる発達の側面（認知，社会性発達）（担当：神谷）
第７回：初期環境の影響と発達の可塑性（担当：神谷）
第８回：特別な支援ニーズと「教育福祉」問題（担当：神谷）
第９回：「学習」とはなにか？(担当：佐藤)
第１０回：行動主義的学習論(１)(担当：佐藤)
第１１回：行動主義的学習論(２)(担当：佐藤)
第１２回：認知主義的学習論(１)(担当：佐藤)
第１３回：認知主義的学習論(２)(担当：佐藤)
第１４回：状況的学習論(担当：佐藤)
第１５回：教育における学習と発達(担当：佐藤)
定期試験

・授業の実施方法：
第１回から第８回まで(神谷担当)：対面授業を実施する。欠席者対応のハイフレックス授業は行わない。
第９回から第１５回まで(佐藤担当)：対面授業を実施する。欠席者対応のハイフレックス授業は行わない。

成績評価方法
試験(70%)とミニットペーパー(30%)により評価する。

授業時間外学修

第１回から第８回まで(神谷担当)：事前にGoogle Classroomから授業資料を入手し一読しておくこと。
第９回から第１５回まで(佐藤担当)：「感想・質問」等を通じて授業内容を振り返るとともに，次の授業に向けての課題意識を持つ。

実務・実践的授業 ×
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オフィスアワー
メールにて連絡すること。

更新日付 2026/3/13

１単位の授業科目は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の目安は、「講義・演習」については１５～３０時間に授
業および授業時間外学修（予習・復習など）３０～１５時間、「実験、実習及び実技」については３０～４５時間の授業および授業時間外学修（予習・復習など）１５～０時間です。

その他

参考書等は授業時間内に指示する。

初回授業日までの連絡はGoogle Classroomを介して行いますので，登録しておいてください。
Google Classroom クラスコード：vntq77k7

連絡先：
神谷哲司　kamiya@tohoku.ac.jp
佐藤誠子　seiko.sato.a1@tohoku.ac.jp
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曜日・講時 木曜2限

開講学期 1学期

担当教員 澤田　哲生

授業コード PB14220

科目名 人間形成論演習Ⅰ

単位数 2.0単位

主要授業科目 〇

授業題目
モーリス・メルロ＝ポンティの『ソルボンヌ講義』講読

授業の目的と概要

　20世紀のフランスを代表する現象学者、モーリス・メルロ＝ポンティ『ソルボンヌ講義』を精読し、その内容を検討することで、人間形成における「教育」と
「発達」の問題を考察する。

担当教員（所属）

科目ナンバリング PES-EDU311J

使用言語 日本語

教科書及び参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

学修の到達目標

　学生が哲学的な文献を丹念に読み込み、自発的にテーマを見つけ、検討する能力の獲得。

授業内容・方法と進度予定

　『ソルボンヌ講義』の「意識と言語の獲得」（1949-50年度）を毎回読み進める。

第1回：演習の方法の説明
　第2回：学生による翻訳、レジュメの発表、討論、教師による解説
　第3回：学生による翻訳、レジュメの発表、討論、教師による解説
　第4回：学生による翻訳、レジュメの発表、討論、教師による解説
　第5回：学生による翻訳、レジュメの発表、討論、教師による解説
　第6回：学生による翻訳、レジュメの発表、討論、教師による解説
　第7回：学生による翻訳レジュメの発表、討論、教師による解説
　第8回：学生による翻訳、レジュメの発表、討論、教師による解説
　第9回：学生による翻訳、レジュメの発表、討論、教師による解説
　第10回：学生による翻訳、レジュメの発表、討論、教師による解説
　第11回：学生による翻訳、レジュメの発表、討論、教師による解説
　第12回：学生による翻訳、レジュメの発表、討論、教師による解説
　第13回：学生による翻訳、レジュメの発表、討論、教師による解説
　第14回：学生による翻訳、レジュメの発表、討論、教師による解説
　第15回：まとめ

※学生の習得した外国語に応じて、フランス語の原文、英訳、日本語訳を配布する。

成績評価方法
　毎回の日本語訳の作成、発表要旨の作成、議論への参加、期末レポートから総合的に判断する。

Child psychology and 
pedagogy : the Sorbonne 
lectures 1949-1952

M. Merleau-Ponty Northwestern University 
Press

2010

Psychologie et pédagogie de 
l'enfant : Cours de Sorbonne 
1949-1952

M. Merleau-Ponty Verdier 2001

子どもの心理−社会学　ソルボ
ンヌ講義2

M・メルロ＝ポンティ みすず書房 2023

意識と言語の獲得　ソルボンヌ
講義1

M・メルロ＝ポンティ みすず書房 1993

幼年期の現象学　ソルボンヌメ
ルロ＝ポンティ

澤田　哲生 人文書院 2020

授業時間外学修

毎回、翻訳とレジュメを準備しておくこと。演習後にテキストと他の資料を読み返しておくこと。

実務・実践的授業 ×

その他
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オフィスアワー
毎週金曜日13:00-17:00

更新日付 2026/3/13

１単位の授業科目は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の目安は、「講義・演習」については１５～３０時間に授
業および授業時間外学修（予習・復習など）３０～１５時間、「実験、実習及び実技」については３０～４５時間の授業および授業時間外学修（予習・復習など）１５～０時間です。
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曜日・講時 木曜4限

開講学期 1学期

担当教員 松本　大

授業コード PB14230

科目名 リカレント教育論講義（生涯学習概論Ⅱ）

単位数 2.0単位

主要授業科目 〇

授業題目
成人教育・社会教育の現代的実践

授業の目的と概要

（1）学校やフォーマル教育とは異なる学習の意味は何か。そもそも人間の学習とは何かを成人教育や生涯学習の観点から考える。
（2）具体的な社会問題と関連づけて成人教育・生涯学習の意義を考察する。

担当教員（所属）

科目ナンバリング PES-EDU232J

使用言語 日本語

教科書及び参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

学修の到達目標

（1）成人教育、生涯学習、ノンフォーマル教育、インフォーマル学習に関する理念や意味を理解できる。
（2）成人教育や生涯学習における学習支援の理論を理解できる。
（3）社会問題との関わりから成人教育・生涯学習の可能性を考察できる。

授業内容・方法と進度予定

1.日常生活における成人教育
2.日本の社会教育とは何か
3.成人識字教育と夜間中学
4.成人教育と現代社会
5.ユネスコの成人教育論
6.フレイレの解放の教育学
7.社会教育の行政と施設
8.仙台市における社会教育施設の事例
9.地域づくりと社会教育
10.宮城県における地域づくり実践の事例
11.リカレント教育とは何か
12.リスキリングとワークプレイスラーニング
13.成人教育・生涯学習における学習理論
14.ナラティブと成人教育
15.まとめ

成績評価方法
毎回の課題提出（40%）、期末レポート（60%）による評価を行う。

オフィスアワー
お問い合わせはE-mailにてお願いします。教員の連絡先は初回授業時にお知らせします。

更新日付 2026/3/13

１単位の授業科目は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の目安は、「講義・演習」については１５～３０時間に授
業および授業時間外学修（予習・復習など）３０～１５時間、「実験、実習及び実技」については３０～４５時間の授業および授業時間外学修（予習・復習など）１５～０時間です。

授業時間外学修

授業時に課される宿題を提出するだけでなく、配布されるプリントにより授業内容を復習し、理解できていない点があれば質問を用意し、次回授業時に質問するこ
と。

実務・実践的授業 ×

その他 Google Classroomのクラスコード：tdykmsak
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曜日・講時 木曜3限

開講学期 1学期

担当教員 井本　佳宏

授業コード PB14310

科目名 教育制度論

単位数 2.0単位

主要授業科目 〇

授業題目
現代公教育制度の意義・原理・構造とその展開

授業の目的と概要

社会的な営みとしての公教育は、さまざまな制度によって枠づけられ、支えられている。したがって、公教育の現状に対する認識および将来への展望を得るために
は、教育制度に対する理解が必要不可欠である。そこで本授業では、現代公教育制度に関する基礎的知識の習得を目指して、その思想的・法的基盤、運営に関する
理念と仕組みについて講義する。また、学校と地域の連携や学校の危機管理などの今日的課題への対応と教育制度改革の展開についても講義する。

担当教員（所属）

科目ナンバリング PES-EDU205J

使用言語 日本語

教科書及び参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

学修の到達目標

1．現代公教育制度を支えている思想的・法的基盤について理解する。
2．現代公教育制度の運営に関する理念と仕組みについて理解する。
3．今日の学校教育の展開を、学校と地域の連携や学校の危機管理などの具体的な課題に即して理解する。
4．教育をめぐる諸問題を制度の視点から主体的に考察する姿勢を身につける。

授業内容・方法と進度予定

第1回　オリエンテーション／Orientation
第2回　教育制度の構造と現代公教育制度の原理／The structure of the education system and the principles of the modern public education system
第3回　現代公教育制度の法的基盤／Legal foundation of the modern public education system
第4回　教育行政制度／Education administration system
第5回　学校教育制度の基本的構造と歴史的展開／The structure and historical development of the school education system
第6回　現代日本の学校教育制度／The school education system in contemporary Japan
第7回　就学前教育制度／Preschool education system
第8回　初等・中等教育制度／Primary and secondary education system
第9回　高等教育制度／Higher education system
第10回 特別支援教育制度／Special needs education system
第11回 教職員制度／Teachers and staff system
第12回 社会教育行政制度／Social education administration system
第13回 学校と地域の連携／cooperation between school and local society
第14回 学校の危機管理／Risk management in school
第15回 全体のまとめと補足／Review, reflection, and course evaluation

成績評価方法
1．小テスト（30%）：授業の進度に合わせて3回実施予定（各回10%×3回）。講義内容の理解度を評価する。
2．期末テスト（70%）：提示された論点について、制度の視点から考察、論述できるかを評価する。

2027年度版必携教職六法 協同出版 2026 9784319641314 参考書

教育法規スタートアップ・ネク
スト ver. 2.0—Crossmedia 

高見茂・開沼太郎・宮村裕子編 昭和堂 2023 9784812222256 参考書

オフィスアワー
・オフィスアワー　火曜日　13:00〜15:00

更新日付 2026/3/13

授業時間外学修

授業で扱ったテーマに関連する書籍の読書等を通じて、主体的に教育制度についての認識・思考を深めていくこと。また、小テストに向けての復習も欠かさないこ
と。

実務・実践的授業 ×

その他
・授業に関する諸連絡、資料の配付、課題等の提示や提出にはGoogle Classroomを利用する。クラスコードは「ahrxis5q」です。第1回授業よりも前に各自で生徒
登録しておくこと。
・授業は基本的に対面で行う。
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１単位の授業科目は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の目安は、「講義・演習」については１５～３０時間に授
業および授業時間外学修（予習・復習など）３０～１５時間、「実験、実習及び実技」については３０～４５時間の授業および授業時間外学修（予習・復習など）１５～０時間です。
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曜日・講時 木曜3限

開講学期 1学期

担当教員 島　一則

授業コード PB14320

科目名 教育政策科学演習Ⅰ

単位数 2.0単位

主要授業科目 〇

授業題目
教育の経済・社会的効果の計測

授業の目的と概要

本演習では，教育を通じて獲得されることが期待される人的資本・能力が実際に所得、健康、市民的関与、幸福などとどのように関係するのかについて、計量的
データと多変量解析等を用いて、実証的に考究していく。

担当教員（所属）

科目ナンバリング PES-SOC321J

使用言語 日本語

教科書及び参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

学修の到達目標

受講学生は、専門的知識・技能という観点からは、教育経済学・社会学領域において用いられるデータや計量的手法の基礎について学び、計量的分析手法の基礎を
身につける。また、汎用的技能、態度・志向性という観点からは、チームでの作業や演習形式の授業を通じて、コミュニケーションスキル・論理的思考力・自己管
理力・批判的思考力、生涯学習力を向上させる。特に数量的スキルの向上に力点を置く。

授業内容・方法と進度予定

1〜10回：基礎的統計手法とSPSSの使用法と各種データ入手若しくは構築
11〜14回：教育と所得、健康、市民的関与、幸福の関係についての分析演習（ただしテーマは個人の関心に応じて幅広く対応する予定である）
15回：報告会

成績評価方法
授業内容についての理解とコミットメント（70%）・最終レポート（30%）による．ただし、出席状況によっては受験資格を喪失する．

オフィスアワー
木曜日：12:00〜13:00

更新日付 2026/3/13

１単位の授業科目は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の目安は、「講義・演習」については１５～３０時間に授
業および授業時間外学修（予習・復習など）３０～１５時間、「実験、実習及び実技」については３０～４５時間の授業および授業時間外学修（予習・復習など）１５～０時間です。

授業時間外学修

予習・復習については授業内容や関連文献に基づいて具体的内容を指示する。

実務・実践的授業 ×

その他
授業中の発言など積極的な関与を求める。

 クラスコード:juwn4kov
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曜日・講時 木曜3限

開講学期 1学期

担当教員 熊井　正之

授業コード PB14330

科目名 教育情報デザイン論演習Ⅱ

単位数 2.0単位

主要授業科目 〇

授業題目
アクセシブルデザイン

授業の目的と概要

この授業では、アクセシブルデザインとその評価について学び、教育情報学の研究に必要な基本的知識の習得を目指す。

担当教員（所属）

科目ナンバリング PES-EIA312J

使用言語 日本語

教科書及び参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

学修の到達目標

この授業の目標は、(1)アクセシブルデザインとその評価を理解し、説明できるようになること、(2)教育情報学の研究に必要な基本的知識を習得することである。

授業内容・方法と進度予定

1．イントロダクション
2．アクセシビリティの問題
3-6．アクセシブルデザイン
7-8．評価手法
9-12．演習
13-15．発表と討論
15．総括

・Google Classroomのコード： yw6exz4z
・第一回授業：4月9日（木曜）13時から。
・授業の実施方法：4月9日は教室対面。その後は履修希望者数に応じた方式で実施予定。（詳しくはClassroomでお知らせします。）
・関連資料の入手方法：授業の資料はClassroomで紹介。
・オンライン授業への対応が困難な学生への対応策：個別に相談。
・教室対面授業への対応が困難な学生への対応策：個別に相談。
・欠席する場合には事前に申し出てください。

成績評価方法
授業への参加（約15%）、演習・発表への取り組み（約50%）、複数のレポート（約35%）

各回に配付する資料を教科書・
参考書として用いる．

オフィスアワー
オフィスアワーは木曜13:00-17:00とする。事前にe-mail等で連絡すること。教員の連絡先は授業中に伝える。

更新日付 2026/3/13

１単位の授業科目は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の目安は、「講義・演習」については１５～３０時間に授
業および授業時間外学修（予習・復習など）３０～１５時間、「実験、実習及び実技」については３０～４５時間の授業および授業時間外学修（予習・復習など）１５～０時間です。

授業時間外学修

課題に取り組むことを中心に、各回の配付資料を用いて復習すること。

実務・実践的授業 ×

その他
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曜日・講時 木曜3限

開講学期 1学期

担当教員 神谷　哲司

授業コード PB14340

科目名 発達臨床論演習Ⅱ

単位数 2.0単位

主要授業科目 〇

授業題目
青年期・成人期における発達心理学研究の実際

授業の目的と概要

　青年期，成人期を対象とした発達心理学研究を講読することで，青年期・成人期に関する研究動向を把握するとともに，その研究手法について理解する。

担当教員（所属）

科目ナンバリング PES-PSY317J

使用言語 日本語

教科書及び参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

学修の到達目標

　当該領域における心理学研究の動向を把握するとともに，基礎的な研究方法，論文の書き方について理解する。
　青年期・成人期の発達に関する心理学的知見を体得する。

授業内容・方法と進度予定

　「発達心理学研究」「心理学研究」「教育心理学研究」「Developmental Psychology」「Child Development」等の心理学ジャーナルに掲載されている論文を読
む。
　毎回，発表の担当を決め，担当者は，上記のジャーナルを中心として自分の興味・関心に沿った論文を1編選び，まとめたものを報告する。それを踏まえ，全体
で討論を行う。
1.オリエンテーション
2.心理学研究論文の読み方
3.〜14. 個々のグループによる研究発表と質疑応答・討論
15.全体のまとめ

成績評価方法
　授業時間内の研究報告(30%)，授業態度・討論への参加状況(40%)，期末レポート(30%)により評価する。

オフィスアワー

【1学期】
木曜日4時限目

【2学期】
木曜日3時限目

更新日付 2026/3/13

１単位の授業科目は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の目安は、「講義・演習」については１５～３０時間に授
業および授業時間外学修（予習・復習など）３０～１５時間、「実験、実習及び実技」については３０～４５時間の授業および授業時間外学修（予習・復習など）１５～０時間です。

授業時間外学修

　各回で発表される論文は，1週間前にレジュメとともに配布されるので，必ず精読してから授業に臨むこと。
　また，担当した論文については，使用されている尺度項目や実験資材について可能な限り調べ，事前に資料として配布すること。
　自ら主体的に疑問を提示し，その解決に臨む姿勢を求める。

実務・実践的授業 ×

その他
　初回授業時に発表の担当日を決めるので必ず出席すること。

　連絡事項は，Google Classroomにて周知する。クラスコード：sdqo4wci
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曜日・講時 木曜3限

開講学期 1学期

担当教員 野口　和人

授業コード PB14350

科目名 発達障害学演習Ⅰ

単位数 2.0単位

主要授業科目 〇

授業題目
発達障害学基礎演習

授業の目的と概要

発達障害領域に関わる様々なトピックやインシデントの報告と，それらに関するディスカッション通じ，発達障害について，また発達障害のある人々が必要とする
支援及び彼ら・彼女らの周囲の社会や環境における課題についての理解を深める。

受講者は，個人またはグループで発達障害に関わるトピックやインシデントを報告し，ディスカッションに参加する。どのようなトピックやインシデントを報告す
るのかは，個人またはグループで選択すること。

担当教員（所属）

科目ナンバリング

使用言語 日本語

教科書及び参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

学修の到達目標

①発達障害領域の基本的な概念，支援等について理解する。
②発達障害のある人々を取り巻く社会や環境における課題とその解決方策について理解する。

授業内容・方法と進度予定

○授業の実施方法：
・授業は対面方式で実施します。
・受講者の人数によって，具体的な実施方法を調整します。詳細はガイダンスの際に説明します。
○関連資料の入手方法：必要な資料はクラスの共有ドライブを利用して配付します。

　１．ガイダンス（Guidance）
　２．〜　７．　トピックないしはインシデントの報告とグループディスカッション
　　　　　　　　（Topic/incident reporting and group discussion by students or groups.）
　８．全体討論　（General discussion）
　９．〜　１４．トピックないしはインシデントの報告とグループディスカッション
　　　　　　　　（Topic/incident reporting and group discussion by students or groups.）
１５．全体討論　（General discussion）

成績評価方法
平常点(60%)，レポート(40%)により評価する。

オフィスアワー
前期：火曜日3限目
後期：木曜日3限目

更新日付 2026/3/13

１単位の授業科目は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の目安は、「講義・演習」については１５～３０時間に授
業および授業時間外学修（予習・復習など）３０～１５時間、「実験、実習及び実技」については３０～４５時間の授業および授業時間外学修（予習・復習など）１５～０時間です。

授業時間外学修

毎回の授業において指示する。

実務・実践的授業 ×

その他 クラスコード：ca4kd5uo
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曜日・講時 金曜1限

開講学期 1学期

担当教員 本多　奈美

授業コード PB15110

科目名 臨床心理学講義Ⅱ（精神疾患とその治療）

単位数 2.0単位

主要授業科目 〇

授業題目
精神疾患とその治療

授業の目的と概要

メンタルヘルスの概要を理解するとともに、代表的な精神疾患等を学ぶ。

担当教員（所属）

科目ナンバリング PES-PSY242J

使用言語 日本語

教科書及び参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

学修の到達目標

メンタルヘルスおよび代表的な精神疾患等に関する基礎的な知識を習得する。

授業内容・方法と進度予定

1.オリエンテーション、メンタルヘルス序論(1)−概要､福祉
 2.メンタルヘルス序論(2)−医療
 3.メンタルヘルス序論(3)−心理
 4.メンタルヘルス序論(4)−社会
 5.メンタルヘルス序論(5)ー精神症状学
 6.こころと発達−自閉症
 7.こころと不安−神経症
 8. こころと物質−依存症
 9. こころと愛着ー児童虐待
10. こころとスティグマ−統合失調症
11. こころとライフイベント−うつ病
12. こころと加齢−認知症
13.こころと災害−PTSD、こころと死−自殺
14.こころとリズム−睡眠障害
15.総括、筆記試験（英語を含む）

成績評価方法
筆記試験（80％）、および平常点（20％）による総合的な評価。

授業時間外学修

予習・復習については、その都度、指示する。

実務・実践的授業 ×
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オフィスアワー
設定なし

更新日付 2026/3/13

１単位の授業科目は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の目安は、「講義・演習」については１５～３０時間に授
業および授業時間外学修（予習・復習など）３０～１５時間、「実験、実習及び実技」については３０～４５時間の授業および授業時間外学修（予習・復習など）１５～０時間です。

その他

①クラスコード：uxxaqprj
②第一回授業の開始時期
4月10日（金）一限：８：５０〜
③授業の実施方法
Classroomを用いた資料配布、対面授業もしくはMeetを用いた双方向授業（BCPレベル１及び２の場合）
④関連資料の入手方法
授業用の資料・課題はClassroomに掲載
⑤オンライン授業への対応が困難な学生への対応策
個別に相談（本多(nami.honda.b3@tohoku.ac.jp)へ連絡のこと）
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曜日・講時 金曜2限

開講学期 1学期

担当教員 福田　亘孝

授業コード PB15210

科目名 教育社会学

単位数 2.0単位

主要授業科目 〇

授業題目
教育社会学

授業の目的と概要

本講義では，（１）教育社会学の学問的性格，（２）教育社会学の理論と方法の特質，について講述するとともに，（３）教育社会学の各研究領域に即して概括的
な説明をする．

担当教員（所属）

科目ナンバリング PES-SOC201J

使用言語 日本語

教科書及び参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

学修の到達目標

教育社会学という学問の特徴と研究の現状を理解し，社会学の視点から教育に関わる研究課題をみずから設定できる力量を身に付ける．

授業内容・方法と進度予定

　　1　  はじめに：社会学から教育を分析する
　　2　  メリット・クラシーの諸問題
　　3　  学歴と資格社会
　　4　  選抜機関としての学校
　　5　  教育におけるラベリング理論
　　6　  階級・言語・社会化
　　7　  人的資本と社会関係資本
　　8　  文化資本と教育達成
　　9　  日本の学校の社会学
　　10　グローバル化と教育
　　11　多文化主義と教育
　　12　高等教育の拡大と変容
　　13　教育社会学のパラダイム（１）：1970年代の展開
　　14　教育社会学のパラダイム（２）：1990年代の展開
　　15　教育社会学のパラダイム（３）：2000年代の展開

成績評価方法
授業への参加度（20％），発表・課題（30％），定期試験（50％）。

教育社会学 : 第三のソリュー
ション

ハルゼー 九州大学出版会 2005

教育と社会変動 カラベル＆ハルゼー 東京大学出版会 1980

グローバル化・社会変動と教育 ヒュー・ローダー 東京大学出版会 2012

授業時間外学修

★教科書、参考書、配布資料を理解し、授業の予習・復習をする
★必要に応じてReading AssignmentとWriting Assignmentを課す

実務・実践的授業 ○（企業等での勤務経歴を有しており実務経験を活かした授業を行う）
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オフィスアワー

※オフィス・アワー
木曜日
14:00-14:30
事前予約が必要

更新日付 2026/3/13

１単位の授業科目は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の目安は、「講義・演習」については１５～３０時間に授
業および授業時間外学修（予習・復習など）３０～１５時間、「実験、実習及び実技」については３０～４５時間の授業および授業時間外学修（予習・復習など）１５～０時間です。

その他

★予習・復習は必ずやり遂げてから授業に出席すること
★授業はマナーを守って受講すること．授業にとって迷惑になる場合は，退室を命じる
★授業計画は予定であり，実際の授業では予定が変更になる場合があります
★成績評価方法は目安であり，変更になる場合があります

(1)授業の実施方法：
オンラインを積極的に活用して授業を行う
（詳細は第１回目の授業で説明する）
(2)関連資料の入手方法：
関連資料の入手方法はgoogle classroomにおいて指示する。
Google Classroomコード：rigut5tt
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曜日・講時 金曜2限

開講学期 1学期

担当教員 工藤　与志文

授業コード PB15220

科目名 学習心理学講義

単位数 2.0単位

主要授業科目 〇

授業題目
学習心理学と教授ストラテジー

授業の目的と概要

ストラテジー(strategy)とは目的遂行のための長期的な戦略のことである。教育においても、個別の教授活動をどうするかという問題を超えた、長期的かつ総合的
な教授ストラテジー(teaching strategy)が必要となる。この講義では、教授ストラテジーとその理論的ベースを提供する学習心理学理論について概説する。

担当教員（所属）

科目ナンバリング PES-PSY214J

使用言語 日本語

教科書及び参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

学修の到達目標

①　学習心理学の基本概念を知る。
②　学習心理学理論と教授ストラテジーの関連について理解を深める。

授業内容・方法と進度予定

1. ガイダンス
2. 教授ストラテジーはなぜ必要か
3. 行動主義的学習理論
4. 行動主義的学習理論と教授ストラテジー
5. 積み重ね型ストラテジーの特徴(1)
6. 積み重ね型ストラテジーの特徴(2)
7. 認知主義的学習理論
8. 認知主義的学習理論と教授ストラテジー
9. 組みかえ型ストラテジーの特徴−対決型ストラテジー(1)
10.組みかえ型ストラテジーの特徴−対決型ストラテジー(2)
11.組みかえ型ストラテジーの特徴−懐柔型ストラテジー(1)
12.組みかえ型ストラテジーの特徴−懐柔型ストラテジー(2)
13. 学習過程と教授ストラテジー
14. 知識探究型ストラテジーと知識活用型ストラテジー
15. まとめ

成績評価方法
各講義後のレポート課題の提出状況と期末テストの結果で評価する。

オフィスアワー
毎週月曜４講時

更新日付 2026/3/13

授業時間外学修

前回の講義内容を復習するとともに、与えられた課題に取り組む。

実務・実践的授業 ×

その他

連絡先：yoshifumi.kudo.d6@tohoku.ac.jp

（Googleクラスルーム対応）
クラスコード　c6f73orw
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１単位の授業科目は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の目安は、「講義・演習」については１５～３０時間に授
業および授業時間外学修（予習・復習など）３０～１５時間、「実験、実習及び実技」については３０～４５時間の授業および授業時間外学修（予習・復習など）１５～０時間です。
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曜日・講時 金曜3限

開講学期 1学期

担当教員 井本　佳宏

授業コード PB15310

科目名 教育政策科学演習Ⅳ

単位数 2.0単位

主要授業科目 〇

授業題目
比較教育学の論文を読む

授業の目的と概要

本授業では、日本比較教育学会の学会誌『比較教育学研究』に掲載された諸論稿の講読を通じて、比較教育学とはどのような学問であるかについて、理解を深めて
ゆく。前半では特集論文を取りあげることで共通のテーマで書かれた複数の論文を読み比べる。また後半では、受講者の関心に即してピックアップした論文を検討
する。

担当教員（所属）

科目ナンバリング PES-POL324J

使用言語 日本語

教科書及び参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

学修の到達目標

1．比較教育学の学問的特質について理解する。
2．学術論文特有の記述スタイルに親しみ、読みこなす力を身につける。
3．教育を比較という視点から考察するセンスを身につける。

授業内容・方法と進度予定

第1回　オリエンテーション
第2回　ポスト社会主義の教育改革(1)：ポスト社会主義国における教育改革の30年
第3回　ポスト社会主義の教育改革(2)：ポスト・ソビエト諸国における言語教育政策
第4回　ポスト社会主義の教育改革(3)：ロシア連邦における教育行政の再集権化と教育政策形成
第5回　ポスト社会主義の教育改革(4)：ロシアの宗教教育科の課題と主要アクターの動向
第6回　ポスト社会主義の教育改革(5)：ポスト・ソビエト期のロシア連邦における大祖国戦争の「記憶」と歴史教育
第7回　ポスト社会主義の教育改革(6)：中央アジアの生涯学習と地域社会
第8回　ポスト社会主義の教育改革(7)：ヨーロッパ回帰が進むバルト3国
第9回　ポスト社会主義の教育改革(8)：ポスト・ソビエト諸国が夢見た脱社会主義の現実
第10回 選定論文の報告と議論(1)
第11回 選定論文の報告と議論(2)
第12回 選定論文の報告と議論(3)
第13回 選定論文の報告と議論(4)
第14回 選定論文の報告と議論(5)
第15回 全体のまとめと補足

成績評価方法
1．授業内での報告および議論への貢献（50%）
2．期末レポート（50%）

比較教育学研究 日本比較教育学会編 東信堂

オフィスアワー
オフィスアワー　火曜日　13:00〜15:00

更新日付 2026/3/16

授業時間外学修

・各回で扱う論文を授業までに読み、指示に従い講読メモを作成し、討議の準備を行っておくこと。
・各回の報告担当者は事前にプレゼンの資料を作成すること。

実務・実践的授業 ×

その他
・授業に関する諸連絡、資料の配付、課題等の提示や提出にはGoogle Classroomを利用する。クラスコードは「cichkhqa」です。第1回授業よりも前に各自で生徒
登録しておくこと。
・授業は基本的に対面で行う。
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１単位の授業科目は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の目安は、「講義・演習」については１５～３０時間に授
業および授業時間外学修（予習・復習など）３０～１５時間、「実験、実習及び実技」については３０～４５時間の授業および授業時間外学修（予習・復習など）１５～０時間です。
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曜日・講時 金曜3限、金曜4限

開講学期 1学期

担当教員 前田　駿太／教育心理学コース教員

授業コード PB15320

科目名 教育心理学実験Ⅰ（心理学研究法）

単位数 2.0単位

主要授業科目 〇

授業題目
教育心理学実験Ⅰ（心理学研究法）

授業の目的と概要

この授業科目は，教育心理学コースの3年次学生が実験実習を通じて研究，実践方法の基礎を習得することを目的とする。

担当教員（所属）

科目ナンバリング PES-PSY381J

使用言語 日本語

教科書及び参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

学修の到達目標

１　心理学実験の基礎を学ぶ。
２　心理学の統計的分析方法について学ぶ。
３　心理学研究におけるレポートの書き方について学ぶ。
４　研究者の倫理について考える。

授業内容・方法と進度予定

１　オリエンテーション，実験レポートの書き方
２　実験計画法
３　質問紙調査法①　質問紙作成の留意点と実際
４　質問紙調査法②　作成された質問紙の検討
５　知覚実験①
６　知覚実験②
７　調査面接法
８　行動観察法①　行動観察の基礎
９　行動観察法②　行動観察の実際
10　記憶実験
11　事例研究法①
12　事例研究法②
13　研究者の倫理
14　質問紙調査法③　仮説の検証とデータ分析の実際
15　教育心理学実験Ⅱの事前オリエンテーションと文献検索法について

成績評価方法
各回のレポート（すべてのレポートを提出すること）をもとに，受講時の積極性を加味して評価する。

オフィスアワー
設定なし

授業時間外学修

課題によっては，授業時間外のグループ作業が必須となる。

実務・実践的授業 ×

その他

グループによる実験，実習が含まれる。授業の進行に支障のないように，遅刻，欠席をしないこと。
授業担当教員に相談がある場合にはメールでアポイントをとること（担当：前田駿太，メール：shunta.maeda.d2@tohoku.ac.jp）。
（Googleクラスルーム対応）
クラスコード：mymznsrc
※教育心理学コース 3 年次学生のみ受講可。
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更新日付 2026/3/16

１単位の授業科目は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の目安は、「講義・演習」については１５～３０時間に授
業および授業時間外学修（予習・復習など）３０～１５時間、「実験、実習及び実技」については３０～４５時間の授業および授業時間外学修（予習・復習など）１５～０時間です。
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曜日・講時 金曜4限

開講学期 1学期

担当教員 その他教員

授業コード PB15410

科目名 生涯学習論演習Ⅲ（社会教育経営論講義）

単位数 2.0単位

主要授業科目 〇

授業題目
縮退化社会における公共文化施設のサスティナビリティ

授業の目的と概要

　本科目では、少子高齢化、ストックの活用などの日本が直面する縮退化社会における将来的な公共文化施設の未来を考える。施設とは何かを皮切りに制度の背
景、サービスの成立基盤、社会における役割、活動をつくりだす様々なマネジメント手法、新たな動きを、豊富な実践例とトピックスをもとに理解することを目的
とする。
　更に、被災・復旧の過程を共有し検証することで、公共文化施設やサービスなどが果した役割、課題、今後の可能性を捉え、公共文化施設が持続的に活動する仕
組みを具体的に考えてみたい。また、授業の中で、実際に現場で運営に関わる施設のスタッフをゲストで招聘したり、施設見学なども予定している。

担当教員（所属） 坂口　大洋（非常勤講師）

科目ナンバリング PES-EDU325J

使用言語 日本語

教科書及び参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

学修の到達目標

① 公共文化施設の歴史的な背景、意義、役割、課題、運営の仕組みを理解する。
② 縮退化社会における公共文化施設の課題と今後の具体的な戦略を考えてみる。

授業内容・方法と進度予定

■公共文化施設と社会
１． ガイダンスと施設とは何か
２． 縮退化社会における公共施設マネジメントの課題
３． 制度としての公共文化施設
■公共文化施設の運営と実践
４． 公共文化施設の運営論１）「公の施設」と指定管理者制度
５． 公共文化施設の運営論２）アートマネジメント
６． 公共文化施設の運営論３）アウトリーチとワークショップ
７． 公共文化施設の実践にみる運営分析と調査方法
■文化的アクティビティーの場の役割
８． アートイベントにみる観光と文化
９． 創造都市と文化施設のアクティビティへの期待
１０． 平田オリザの「新しい広場をつくる」を考える。
■縮退化社会における公共文化施設のサステナビリティに向けて
１１． 施設ストック更新と2030年問題
１２． 東日本大震災の被災から復旧にみる文化の場の新たな動き１）
１３． 東日本大震災の被災から復旧にみる文化の場の新たな動き２）
１４． 社会包摂に向けた公共文化施設の実践
１５． プレゼンテーションとディスカッション

成績評価方法
出席状況10％　レポート及びプレゼンテーション90％

授業時間外学修

授業内で課される課題をおこなうだけでなく、配布される資料や参考文献により授業内容を確認、復習してください。

実務・実践的授業 ×

その他

＊毎回プリント及び関連資料を配布する。
＊授業の一環として仙台市の公共文化施設見学を行うので、希望者は参加すること。（見学日時は受講生と相談の上、決定する）

クラスコード：kwafpujw
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オフィスアワー
担当教員が非常勤講師であるため、授業時間内や前後に質問してください。

更新日付 2026/3/16

１単位の授業科目は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の目安は、「講義・演習」については１５～３０時間に授
業および授業時間外学修（予習・復習など）３０～１５時間、「実験、実習及び実技」については３０～４５時間の授業および授業時間外学修（予習・復習など）１５～０時間です。
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曜日・講時 金曜5限

開講学期 1学期

担当教員 野口　和人

授業コード PB15510

科目名 発達障害学演習Ⅲ

単位数 2.0単位

主要授業科目 〇

授業題目
発達障害学研究法

授業の目的と概要

　先行研究のレヴューや討論を通じて自らの問題意識を明確化し，発達障害のある子どもや成人に対する心理教育支援の在り方を追求するための研究姿勢を身に付
ける。

担当教員（所属）

科目ナンバリング PES-PSY320J

使用言語 日本語

教科書及び参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

学修の到達目標

①自らの問題意識を明確化し，研究課題として位置づける。
②先行研究のレヴューの仕方を身に付ける。
③研究計画の立案，計画の遂行，解析方法，考察の仕方を身に付ける。
④習得した方法を卒業論文等の作成に応用する。

授業内容・方法と進度予定

○授業の実施方法：
・この授業は，発達障害学分野担当教員の指導学生を対象としています。
・対面方式で実施します（ハイフレックス方式で実施する場合もありうる）。
○関連資料の入手方法：必要な資料はクラスの共有ドライブを利用して配付します。

１〜５．各自の問題意識に沿った文献報告あるいは文献レヴュー
６〜10．発表と討論を通じての研究課題の焦点化
11〜15．研究計画の立案，研究方法の検討

成績評価方法
平常点(50%)，討論への参加(25%)，研究発表内容(25%)により，総合的に評価する。

オフィスアワー
前期：火曜日3限目
後期：木曜日3限目

更新日付 2026/3/16

１単位の授業科目は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の目安は、「講義・演習」については１５～３０時間に授
業および授業時間外学修（予習・復習など）３０～１５時間、「実験、実習及び実技」については３０～４５時間の授業および授業時間外学修（予習・復習など）１５～０時間です。

授業時間外学修

国内外の研究論文を検索・収集し，授業で紹介できるように準備を進める。

実務・実践的授業 ×

その他 この授業は，発達障害学分野担当教員員の指導学生を対象とする。
クラスコード：vcg23jpd
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曜日・講時 集中講義

開講学期 2学期

担当教員 その他教員

授業コード PB20010

科目名 道徳の理論及び指導法A

単位数 2.0単位

主要授業科目

授業題目
学校教育における道徳教育

授業の目的と概要

道徳性の形成という学校教育上の課題は、現代日本にあってますます重要性を増してきている。本授業は、その社会的な期待を踏まえ、道徳教育の意義と可能性お
よび困難さについて合理的・実践的に考察するとともに、「特別の教科 道徳」の主体的・対話的で深い学習を指導できる実践力の基礎を身に付けることをねらい
とする。特に、10回目から15回目までを「道徳」の授業づくり実践に充てる。

担当教員（所属） 清多　英羽（非常勤講師）

科目ナンバリング PES-EDU901J

使用言語 日本語

教科書及び参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

学修の到達目標

①道徳の概念について、その概要を体系的にまとめることができる。
②道徳教育の意義や目的、構造等、基本的特性を説明することができる。
③「特別の教科 道徳」の授業及び道徳教育の具体的な活動について、実践的な計画を立てることができる。

授業内容・方法と進度予定

第１回 オリエンテーション：「考える道徳」「議論する道徳」としての道徳科
第２回 道徳と教育①：道徳とは何か〜なぜ道徳教育が必要とされるのか〜
第３回 道徳と教育②：道徳教育の歴史と道徳科の位置づけ
第４回 道徳と教育③：道徳性の発達理論及び答申・学習指導要領解説の道徳教育論
第５回 道徳教育の内容①：道徳科の教科書と22の内容項目について
第６回 道徳教育の内容②：内容項目Aの取り扱いについて
第７回 道徳教育の内容③：内容項目Bの取り扱いについて
第８回 道徳教育の内容④：内容項目Cの取り扱いについて
第９回 道徳教育の内容⑤：内容項目Dの取り扱いについて
第10回 道徳教育の実際①：道徳の授業づくり①：道徳科の指導案づくりの基本的な考え方
第11回 道徳教育の実際②：道徳の授業づくり②：道徳科の評価のあり方
第12回 道徳教育の実際③：道徳の授業づくり③：道徳科の指導過程の作成方法と要点整理
第13回道徳教育の実際④：道徳の授業づくり④：指導案の事例研究A〜指導案づくりを学ぶ〜
第14回 道徳教育の実際⑤：道徳の授業づくり⑤：指導案の事例研究B〜指導案づくりを学ぶ〜
第15回 道徳教育の実際⑥：道徳の授業づくり⑥：総まとめ、指導案づくり"

成績評価方法
授業時の課題（5割）、指導案課題（5割）とする。6回以上の欠席で評価の対象外とする。詳細はオリエンテーション時に説明する。

中学校学習指導要領解説特別の
教科　道徳編

文部科学省 教育出版

オフィスアワー
オリエンテーション時に指示する

更新日付 2026/3/16

１単位の授業科目は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の目安は、「講義・演習」については１５～３０時間に授
業および授業時間外学修（予習・復習など）３０～１５時間、「実験、実習及び実技」については３０～４５時間の授業および授業時間外学修（予習・復習など）１５～０時間です。

授業時間外学修

『中学校学習指導要領解説特別の教科　道徳編』（ ISBN-13   : ‎ 978-4316300849 ）を通読しておくこと。

実務・実践的授業 ×

その他 授業中の課題の提出についてはGoogleクラスルームを使用するので、ノートパソコンを持参すること。講義日は2027年2月5日（金）、2月16日（火）、2月17日
（水）を予定している。
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曜日・講時 集中講義

開講学期 2学期

担当教員 その他教員

授業コード PB20020

科目名 成人教育論講義Ⅱ（生涯学習支援論講義）

単位数 2.0単位

主要授業科目 〇

授業題目
生涯学習支援と公務労働

授業の目的と概要

この授業では、戦後日本の社会教育の制度と理論、実践を体系的に理解するとともに、学習権保障にかかわる今日的課題を探究する。

担当教員（所属） 辻　浩（非常勤講師）

科目ナンバリング PES-EDU231J

使用言語 日本語

教科書及び参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

学修の到達目標

この授業では次のことを理解し実践できるようになることを目標とする。①戦後社会教育が時代背景の中で生み出してきた理論、②学習権保障にかかわる社会教育
実践、③生涯学習支援に携わる公務労働者の課題

授業内容・方法と進度予定

授業は講義と質疑応答を組み合わせて行う。進度は次のような予定である。

1.ガイダンスー社会教育法の確認—
2.戦前日本の社会教育の性格
3.戦後改革と社会教育法の制定
4.青年学級振興法制定とその背景
5.社会教育法改定とその背景
6.社会教育における学習権保障の運動
7.社会教育における「内在的な矛盾」
8.地域づくりと社会教育
9.福祉教育と教育福祉
10.学校教育の相対化
11.権利性と公共性
12.地方自治と社会教育
13.住民の学習と公務労働
14. NPOと公務労働
15.まとめ

成績評価方法
出席＝20点、質疑応答など授業への参加＝40点、課題レポート＝40点 で評価を行う。

現代教育福祉論 辻浩 ミネルヴァ書房 2017年 978-4-623-08083-0 参考文献

<共生と自治>の社会教育 辻浩 旬報社 2022年 978-4-8451-1776-5 参考文献

高度経済成長と社会教育 辻浩編 大空社出版 2024年 参考文献

学びが育つ自治と協働　南信
州・阿智村

岡庭一雄他編 自治体研究社 2018年 978-4-88037-676-9 参考文献

日本社会をリビルドする 岡田知弘他 かもがわ出版 2025年 978-4-7803-1388-8 参考文献

共生への学びの構築 佐藤一子編 東京大学出版会 2025年 978-4-13-051369-2 参考文献

オフィスアワー
なし

更新日付 2026/3/16

授業時間外学修

参考文献を読むことおよび課題レポートの作成で授業時間外の学修が必要になる。

実務・実践的授業 ×

その他 参考文献のうち何かを読んで授業で質問できるようにしておいてほしい。
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１単位の授業科目は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の目安は、「講義・演習」については１５～３０時間に授
業および授業時間外学修（予習・復習など）３０～１５時間、「実験、実習及び実技」については３０～４５時間の授業および授業時間外学修（予習・復習など）１５～０時間です。
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曜日・講時 月曜2限

開講学期 2学期

担当教員 谷口　和也

授業コード PB21210

科目名 カリキュラム論講義Ⅰ

単位数 2.0単位

主要授業科目 〇

授業題目
日本における自治とシティズンシップ教育

授業の目的と概要

本授業は、個別の専門分野のアプローチによる研究では見えてこない、「コミュニティを基盤とする地方自治」のダイナミズムを総合的に解説し、その中で有効な
「シティズンシップ教育」について考えるものである。

担当教員（所属）

科目ナンバリング PES-EDU235J

使用言語 日本語

教科書及び参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

学修の到達目標

学習者は、日本における「コミュニティを基盤とする地方自治」を理解した上で、コミュニティにおける若者の意思決定や参画を具体化する方法を学び、それを支
える「シティズンシップ教育」についての知見を深める。

授業内容・方法と進度予定

パート1：「地域」とは何か？
01　「学校地域連携」の「地域」とは何を指すか？
02　「地域のにぎわい」って何ですか？
03　日本の教科書に見られる「地域」の描写
04　サービス・ラーニングとの違い

パート２：地域自治のダイナミズム
05　 地方自治は民主主義の学校
06　 横断歩道のつけ方知っていますか？
07　日本における「公共空間」の広がり
08　 「住民の総意」と行政の対応

パート３：ボウリング・リーグを超えて
09　パトナムが予見したコミュニティの崩壊
10　なぜNPOでは不足なのか？
11　地方自治のフォーマットとしての町内会のポテンシャル
12　「町内会1.0」から「町内会2.0」へ

パート4：令和の時代のシティズンシップ教育
13　夏祭りに見られるタイパ・コスパ
14　地域のヒエラルキーを逆転させる方法
15　「フリーライダー」から「コントリビューター」へ

成績評価方法
各授業後に、学生同士の議論の内容や自らの考えをまとめた小レポートの提出を求める。これを出席と課題作成として評価する。

Bowling Alone: Revised and 
Updated: The Collapse and 
Revival of American 

Robert D. Putnam Simon & Schuster 2000 978-0-7432-0304-3 単著

授業時間外学修

各時間で、次の会の学習の前提となる情報が掲載されたサイトのURLを提示するので、これを読んで次回の議論に備えること。

実務・実践的授業 ○（企業等での勤務経歴を有しており実務経験を活かした授業を行う）

その他 クラスコード：ozqjj2bt
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オフィスアワー
火曜日12:30-13:30

更新日付 2026/3/16

１単位の授業科目は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の目安は、「講義・演習」については１５～３０時間に授
業および授業時間外学修（予習・復習など）３０～１５時間、「実験、実習及び実技」については３０～４５時間の授業および授業時間外学修（予習・復習など）１５～０時間です。
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曜日・講時 月曜2限

開講学期 2学期

担当教員 横田　晋務

授業コード PB21220

科目名 神経・生理心理学

単位数 2.0単位

主要授業科目 〇

授業題目
神経・生理心理学基礎

授業の目的と概要

大脳・中枢神経系の構造、神経伝達などの基礎的な理解を深めるとともに、言語・記憶・情動など高次機能とその障害について理解する。

担当教員（所属）

科目ナンバリング PES-PSY244J

使用言語 日本語

教科書及び参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

学修の到達目標

①脳構造や機能について基本的な理解を深める
②高次脳機能とその障害について理解を深める

授業内容・方法と進度予定

１　　オリエンテーション_神経・生理心理学とは
２　　神経心理学の歴史と機能局在
３　　脳神経系の構造と機能
４　　シナプス伝達
５　　脳神経機能の測定法
６　　感覚・知覚
７　　運動
８　　動機づけ
９　　睡眠・生体リズム・意識
１０　記憶・学習
１１　感情
１２　失語・失認・高次脳機能障害
１３　先天性疾患と変性疾患
１４　注意障害・遂行障害・精神障害
１５　まとめと試験

成績評価方法
受講態度 20% 試験 80%

オフィスアワー
事前に E-mail 等で連絡すること。教員の連絡先は授業中に伝える。

更新日付 2026/3/16

１単位の授業科目は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の目安は、「講義・演習」については１５～３０時間に授
業および授業時間外学修（予習・復習など）３０～１５時間、「実験、実習及び実技」については３０～４５時間の授業および授業時間外学修（予習・復習など）１５～０時間です。

授業時間外学修

予習復習、および授業内で紹介された文献等の講読

実務・実践的授業 ×

その他
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曜日・講時 月曜3限

開講学期 2学期

担当教員 その他教員

授業コード PB21310

科目名 教育実践論講義Ⅰ

単位数 2.0単位

主要授業科目 〇

授業題目
総合的な学習ならびに特別活動の教育実践とその教育的意義

授業の目的と概要

この講義の目的は２つある。１つは、学生は総合的な学習や特別活動がどのように成立してきたか、ならびに日本の教育政策の下で、どのようにマネジメントさ
れ、実践されているのかを理解することである。もう１つは、討議を通じて教育について関心を深めることである。

担当教員（所属） 長島　康雄（非常勤講師）

科目ナンバリング PES-EDU237J

使用言語 日本語

教科書及び参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

学修の到達目標

この講義では、学生が特別活動ならびに総合的な学習への理解を深めるとともに、教育実践を支えている教師に興味を持つことが目標である。

授業内容・方法と進度予定

第１回：個別最適化の学びと協働的な学びの視点から見た総合的な探究の時間と特別活動
第２回：学習指導要領からみた総合的な学習と特別活動
第３回：学力観の変遷と総合的な学習・特別活動
第４回：総合的な学習におけるカリキュラム開発
第５回：総合的な学習と教科教育等の相補性
第６回：地域連携と総合的な学習
第７回：日本型教育活動として世界に広がる「特別活動」
第８回：子どもの権利条約と特別活動
第９回：学級活動（ホームルーム活動）
第１０回：生徒会活動・学校行事
第１１回：カリキュラム開発と大学教育
第１２回：学校組織開発と特別活動
第１３回：防災教育
第１４回：道徳教育への総合的な学習・特別活動の果たす役割
第１５回：教育課程経営の視点からみた総合的な学習の時間・特別活動

成績評価方法

成績評価は以下の方法で行う。
・授業毎に出す課題レポート70％
・期末レポート30％
以上の割合で，総合的に判定する。

オフィスアワー
オフィスアワーについては授業の中で告知する。私は非常勤講師なので、メールでの対応が中心になる。

授業時間外学修

授業時に課される課題を提出するだけでなく、配布される資料により授業内容を復習し、理解できていない点があれば質問を用意し、次回授業時に質問すること。

実務・実践的授業 ○（企業等での勤務経歴を有しており実務経験を活かした授業を行う）

その他
この授業は日本語で提供されます。

クラスコード：t2r75euo
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更新日付 2026/3/16

１単位の授業科目は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の目安は、「講義・演習」については１５～３０時間に授
業および授業時間外学修（予習・復習など）３０～１５時間、「実験、実習及び実技」については３０～４５時間の授業および授業時間外学修（予習・復習など）１５～０時間です。
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曜日・講時 月曜3限

開講学期 2学期

担当教員 前田　駿太、若島　孔文、安保　英勇、吉田　沙蘭、坂本　一真、ＳＣＨＬＥＭＰＥＲ　ＬＥＮＮＡ

授業コード PB21320

科目名 心理演習

単位数 2.0単位

主要授業科目 〇

授業題目
心理演習

授業の目的と概要

心理的な支援についての基礎的な知識と技能を習得する。

担当教員（所属）

科目ナンバリング PES-PSY345J

使用言語 日本語

教科書及び参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

学修の到達目標

心理的支援に求められるコミュニケーション，要支援者のニーズの把握や適切なフィードバック，心理査定，心理支援，支援計画の作成の技法などの技能の基礎を
習得する。また，多職種連携・地域連携・地域支援や支援者に求められる倫理について説明できる。

授業内容・方法と進度予定

第１回 オリエンテーション：心理演習で学ぶこと，アイスブレーク
第２回 情報収集
第３回 心理検査①
第４回 心理検査②
第５回 心理検査③
第６回 心理検査④
第７回 傾聴的態度①
第８回 傾聴的態度②
第９回 心理面接①：インフォームド・コンセント
第１０回 心理面接②：見立てと方針
第１１回 心理面接③：見立てと方針
第１２回 心理面接④：困難事例とラポール構築
第１３回 公認心理師としての職業倫理および法的義務
第１４回 チームアプローチ・多職種連携
第１５回 地域支援・地域連携、まとめ

成績評価方法
ディスカッションやロールプレイへの参加状況、受講態度（40%）、複数回の小レポート（60％）で評価する。すべての小レポートの提出を単位取得の要件とす
る。また、授業内でのワークを通した学びを重視する科目であるため、毎回の授業参加を前提とする（著しく欠席回数が多い場合には単位を認定しない）。

授業時間外学修

授業時間外での小レポートの作成が必要となる。内容は授業内で適宜指示する。

実務・実践的授業 ○（企業等での勤務経歴を有しており実務経験を活かした授業を行う）
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オフィスアワー
設定なし

更新日付 2026/3/16

１単位の授業科目は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の目安は、「講義・演習」については１５～３０時間に授
業および授業時間外学修（予習・復習など）３０～１５時間、「実験、実習及び実技」については３０～４５時間の授業および授業時間外学修（予習・復習など）１５～０時間です。

その他

公認心理師試験の受験資格を得るために必要な科目である。
原則として，第4セメスター終了後に実施された履修希望調査に回答し，履修を許可された者以外は履修を認めない。それ以外の者で受講を希望する場合には第1回
の授業開始以前に授業担当教員（前田）まで連絡すること。
この科目は平成３０年以降入学者対象科目である。
本演習ではペアワークや少人数のグループによる活動を多く実施する予定である（初回から受講生相互のアイスブレークやペアワークを予定している）。そのた
め、心理的な負担がかかることも想定されることから、熟慮のうえ、受講について検討すること。
授業教員への相談を希望する場合にはメールでアポイントをとること（担当：前田駿太，メール：shunta.maeda.d2@tohoku.ac.jp）。

（Google Classroom対応）
クラスコード：wgg7nmhc
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曜日・講時 月曜4限

開講学期 2学期

担当教員 吉田　沙蘭、安保　英勇、前田　駿太、坂本　一真、ＳＣＨＬＥＭＰＥＲ　ＬＥＮＮＡ

授業コード PB21410

科目名 心理学的支援法

単位数 2.0単位

主要授業科目 〇

授業題目
心理学的支援法

授業の目的と概要

代表的な心理療法並びにカウンセリングの歴史、概念、意義、適応及び限界を学習する。
あわせて、 訪問による支援や地域支援等の多様な形態による支援の方法、心理支援に際しての倫理的配慮等についても学習する。

担当教員（所属）

科目ナンバリング PES-PSY245J

使用言語 日本語

教科書及び参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

学修の到達目標

本授業の到達目標は、以下のとおりである。
・代表的な心理療法並びにカウンセリングの歴史、概念、意義及び適応について概説できる
・訪問による支援や地域支援の意義について概説できる
・心理に関する支援を要する者の特性や状況に応じて適切な支援方法を選択・調整することができる
・良好な人間関係を築くためのコミュニケーション能力を身につける
・心理療法やカウンセリングの適用には限界があることを説明できる
・心理に関する支援を要する者等のプライバシーに配慮できる

授業内容・方法と進度予定

1. オリエンテーション
2. 心理学的支援の基礎
3. 精神分析療法・力動的心理療法
4. 芸術療法・表現療法
5. パーソンセンタード・アプローチ
6-9. 行動療法、認知療法、認知行動療法
10. 交流分析
11. 集団療法
12. 家族療法
13. 子どもに対する心理療法
14. コミュニティ・アプローチ
15. 心の健康教育

成績評価方法
期末試験（100％）

オフィスアワー
設定なし

更新日付 2026/3/16

１単位の授業科目は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の目安は、「講義・演習」については１５～３０時間に授
業および授業時間外学修（予習・復習など）３０～１５時間、「実験、実習及び実技」については３０～４５時間の授業および授業時間外学修（予習・復習など）１５～０時間です。

授業時間外学修

担当教員ごとに教室内で指示する。

実務・実践的授業 ○（企業等での勤務経歴を有しており実務経験を活かした授業を行う）

その他 ※　クラスコード：3iwnwt2l
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曜日・講時 月曜5限

開講学期 2学期

担当教員 若島　孔文

授業コード PB21510

科目名 臨床心理学講義Ⅰ（臨床心理学概論）

単位数 2.0単位

主要授業科目 〇

授業題目
臨床心理学概論

授業の目的と概要

臨床心理学における代表的諸理論（精神分析、来談者中心療法、認知・行動療法、家族療法など）について解説する。また、それら代表的諸理論の日本への導入に
おける東北大学の役割と貢献について補足する。

担当教員（所属）

科目ナンバリング PES-PSY241J

使用言語 日本語

教科書及び参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

学修の到達目標

①臨床心理学が人間を理解し、援助することを志向した実践の学問であることを知り、人間のこころの固有性と可変性に対する柔軟な視点について理解を深めるこ
と。
②東北大学の歴史の一端を知り、臨床心理学の大きな流れに向けて興味が喚起されること。

授業内容・方法と進度予定

１．〜　２．生物・心理・社会モデルと心理療法の効果的要因について
３．〜　５．力動的心理療法
６．来談者中心療法
７．〜　８．認知・行動療法
９．〜　10．システム理論とコミュニケーション理論
11．家族療法のモデル
12．解決志向短期療法
13．ナラティブセラピー
14．〜　15．事例の検討

成績評価方法
質疑等の参加状況、受講態度（40%）、複数回の小レポート（60％）で評価する。すべての小レポートの提出を単位取得の要件とする。

オフィスアワー
月曜日10時30時から14時30分

更新日付 2026/3/16

１単位の授業科目は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の目安は、「講義・演習」については１５～３０時間に授
業および授業時間外学修（予習・復習など）３０～１５時間、「実験、実習及び実技」については３０～４５時間の授業および授業時間外学修（予習・復習など）１５～０時間です。

授業時間外学修

予習・復習については、授業の際、資料を配布する。

実務・実践的授業 ×

その他
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曜日・講時 火曜2限

開講学期 2学期

担当教員 後藤　武俊

授業コード PB22210

科目名 教育行政学講義Ⅱ

単位数 2.0単位

主要授業科目 〇

授業題目
教育行政学の基本概念と争点

授業の目的と概要

教育行政学の対象領域に関する法的概念とその理論的背景を理解しつつ、不登校や外国人の子ども、困難を抱えた若者などの現代的教育課題に関わる争点について
検討を加えていく。

担当教員（所属）

科目ナンバリング PES-POL223J

使用言語 日本語

教科書及び参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

学修の到達目標

・教育行政学の基本概念（法的概念および理論的背景に関する知識）の獲得
・教育行政学の基本概念を用いて現代的教育課題を分析する力の獲得

授業内容・方法と進度予定

内容および進度予定は以下のとおりである。
１．オリエンテーション
２．憲法と教育基本法①〜憲法における教育関連規定
３．憲法と教育基本法②〜1947年教育基本法と2006年教育基本法
４．文部科学省と教育政策形成
５．教育委員会制度
6．公教育制度①〜日本の学校制度
7．公教育制度②〜義務教育制度
8．公教育制度③〜学校選択と学校参加
9．学校組織と学校経営
10．教職員制度
11．教員の免許・養成・研修／教員評価
12．教育課程
13．多様な人々への教育機会保障①〜不登校の子どもたちとその支援
14．多様な人々への教育機会保障②〜外国人の子どもの教育機会保障
15．貧困家庭の子どもへの支援、その他包括的な支援

成績評価方法
・出席30％、試験70％

教育小六法2026年版 石井拓児、勝野正章（他編） 学陽書房 2026 参考書

オフィスアワー
木曜10:30~12:00

更新日付 2026/3/16

授業時間外学修

・講義内で配布した資料の読解とワークシートへの記入。

実務・実践的授業 ×

その他 ・クラスコード：57uvgqeq
・E-mail: taketoshi.goto.a8@tohoku.ac.jp
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１単位の授業科目は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の目安は、「講義・演習」については１５～３０時間に授
業および授業時間外学修（予習・復習など）３０～１５時間、「実験、実習及び実技」については３０～４５時間の授業および授業時間外学修（予習・復習など）１５～０時間です。
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曜日・講時 火曜2限

開講学期 2学期

担当教員 野口　和人

授業コード PB22230

科目名 発達障害学講義Ⅰ

単位数 2.0単位

主要授業科目 〇

授業題目
発達障害学概論

授業の目的と概要

この講義では，ASD（自閉スペクトラム症），知的障害，ADHD，などを有する子どもたちに関する基本的な知識（法令，教育制度，心理・生理・病理など）を学
ぶ。グループ毎に割り当てられたテーマについて調べ，発表資料としてまとめ，発表することが求められる。

担当教員（所属）

科目ナンバリング PES-PSY217J

使用言語 日本語

教科書及び参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

学修の到達目標

①発達障害等のある児童・生徒の困難状況とその背景について理解する。
②発達障害等のある児童・生徒への心理教育支援について，多面的に捉える力を培う。

授業内容・方法と進度予定

　１．ガイダンス
　２〜４．発達障害等の特性，発達障害等に関わる教育制度，法令等に関するグループワーク（各グループに課されたテーマに関する資料を収集し，グループでの
討議を通じて発表資料を作成する。）
　５〜８．各グループによる発表，討議
　９．発達障害等に関わる法令等について
１０．発達障害等に関わる教育制度等について
１１．ASD（自閉スペクトラム症），ADHD，LDのある子どもの理解と支援①
１２．ASD（自閉スペクトラム症），ADHD，LDのある子どもの理解と支援②
１３．知的障害のある子どもの理解と支援
１４．関連する障害等のある子どもの理解と支援
１５．まとめ

成績評価方法
平常点(50%)及びレポート(50%)により評価する。

オフィスアワー
前期：火曜日3限目
後期：木曜日3限目

更新日付 2026/3/16

１単位の授業科目は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の目安は、「講義・演習」については１５～３０時間に授
業および授業時間外学修（予習・復習など）３０～１５時間、「実験、実習及び実技」については３０～４５時間の授業および授業時間外学修（予習・復習など）１５～０時間です。

授業時間外学修

それぞれのグループに課されたテーマに関する資料を収集し，グループでの討議を通じて発表資料としてまとめる。
配布した資料を予め読んでおくこと。

実務・実践的授業 ×

その他 クラスコード：dzuaxwia
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曜日・講時 火曜3限

開講学期 2学期

担当教員 佐藤　克美

授業コード PB22310

科目名 教育情報活用論

単位数 2.0単位

主要授業科目 〇

授業題目
ICT活用と教育

授業の目的と概要

教育情報学とは超高度情報化社会、知的基盤社会における教育について、基礎及び応用そして実践と言う領域を内包した、融合的・学際的・先端的な学問領域であ
る。
教育情報活用論では、教育情報学について、教育と情報科学、テクノロジーの関連について概観することで教育情報学という学問の融合性・学際性・先端性を理解
するとともに、教育情報学の基礎的な知識を学習する。

担当教員（所属）

科目ナンバリング PES-EIA202J

使用言語 日本語

教科書及び参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

学修の到達目標

・教育情報学の融合性・学際性・先端性について理解する
・教育情報学の基礎をなす、教育と情報科学・テクノロジーとの関連を理解する

授業内容・方法と進度予定

第1回：オリエンテーション
第2回：近未来の教育
第3回：ICT活用教育の実際
第4回：ICTを活用することで得られる能力とは
第5回：コンピュータで何ができるのか１
第6回：コンピュータで何ができるのか２
第7回：コンピュータで何ができるのか３
第8回：プログラミング教育
第9回：プログラミング教育
第10回：人間とコンピュータ
第11回：e-ラーニングと映像教材
第12回：マルチメディア教育・シミュレーションとゲーム
第13回：AIの活用
第14回：ICTで学ぶ
第15回：まとめ

成績評価方法
授業内の発言と数回のレポート課題、及びディスカッションでの発言内容・態度等を総合的に判断して評価する。

オフィスアワー
火曜日：午後

更新日付 2026/3/16

１単位の授業科目は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の目安は、「講義・演習」については１５～３０時間に授
業および授業時間外学修（予習・復習など）３０～１５時間、「実験、実習及び実技」については３０～４５時間の授業および授業時間外学修（予習・復習など）１５～０時間です。

授業時間外学修

レポートの他、講義で課題を出します。

実務・実践的授業 ×

その他 GoogleClassroomの　クラスコードは「nvzgwkex」です。
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曜日・講時 火曜3限

開講学期 2学期

担当教員 劉　靖

授業コード PB22320

科目名 国際教育開発論講義

単位数 2.0単位

主要授業科目 〇

授業題目
Introduction to International Education and Development

授業の目的と概要

By providing a wide range of issues and discussions on international education and development, this course aims to provide students with the 
basic knowledge and up-to-date understanding of historical paradigm shifts and new trends of international education and development towards 2030 
and beyond. The course is divided into four sections. Following the orientation, in Section 1, the course will review history and new 
international education and development trends. Specifically, it will provide two perspectives to understand the relationship between education 
and sustainable development goals. In Section 2, the course introduces key issues and solutions in stages of learning by connecting the global 
context with Japan’s context. In Section 3, the course shifts focus to perspectives of teachers, technologies, governance, and partnership for 
international education and development. It ends with an introduction to theories and methods of research on international education and 
development.
   Students will discuss assigned readings and share their opinions and reflections that link to selected themes on international education and 
development in class. Also, students are invited to select themes related to international education and development for written assignments and 
presentations

担当教員（所属）

科目ナンバリング PES-EDU239E

使用言語 英語

教科書及び参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

学修の到達目標

Goals of course are to enable students to:
(1) obtain basic and up-to-date knowledge about international education and development.
(2) hold a comparative perspective on issues in international education and development at both global and local levels.
(3) understand a complicated relationship between educational development and social change.

授業内容・方法と進度予定

In principle, the class will be conducted on-site.
In case there is shift to online, announcement will be made in advance.

Session 1 Orientation

Section 1 Rethinking the Relationship between Education and Development
Session 2 International Education & Development: A historical review & new trends
Session 3 Sustainable Development Goals and Education 1: Education as a goal
Session 4 Sustainable Development Goals and Education 2: Education as a means

Section 2 Stages of Learning
Session 5 Children and Basic Skills
Session 6 Youth and Adult Learning: Beyond the Classroom
Session 7 Higher Education for Sustainable Development
Session 8 Reflection Japan’s Progress in SDG4

Section 3 Educational Institutions and Trends
Session 9 Teachers and Pedagogies
Session 10 New Technologies and Future of Education
Session 11 Global Governance and International Education and Development
Session 12 Partnership for International Education and Development

Section 4 Theories and Methods of Research on International Education and Development
Session 13 Theory Paradigms on International Education and Development
Session 14 Research Methods of International Education and Development

Section 5 Summary & Education in the Post-2030
Session 15 Final Presentation & Reflection

成績評価方法

Participants will be evaluated comprehensively through their participation and engagement (30%), Group works (20%), short reports (20%), final 
presentation (10%), and final report (20%).
Absence without prior approval is subject to negative evaluation (Students with more than three times of absence without notification will 
automatically fail this course).

SDGs時代の国際教育開発学 ダニエル・A・ワグナー（前田
美子　訳）

法律文化社 2020

Learning as Development: 
Rethinking International 
Education in a Changing 

Daniel A. Wagner Routledge 2018

国際教育開発論：理論と実践 黒田一雄, 横関　祐見子 有斐閣 2005

Routledge Handbook of 
International Education and 
Development

Simon McGrath and Qing Gu 
(Ed.）

Routledge 2016

教育グローバル化のダイナミズ
ム

ジョエル スプリング (原著), 
北村 友人 (翻訳)

東信堂 2023

Global Education Monitoring 
Report: Education and 
Nutrition: Learn to Eat Well

UNESCO UNESCO 2025

Globalization of Education: 
An Introduction

Joel Spring Routledge 2014
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オフィスアワー
Office hour: Wednesday 15:00-17:00, appointment is required.

更新日付 2026/3/16

１単位の授業科目は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の目安は、「講義・演習」については１５～３０時間に授
業および授業時間外学修（予習・復習など）３０～１５時間、「実験、実習及び実技」については３０～４５時間の授業および授業時間外学修（予習・復習など）１５～０時間です。

授業時間外学修

1. The session time is limited, and therefore self-directed learning is essential. Students are encouraged to prepare and review for each class by 
individuals and groups.
2. Students are encouraged to collect information and topics related to the class’s content using newspapers, books, the internet, and other 
resources.

実務・実践的授業 ×

その他

1. Google Class code: araqsoyf
2. The 1st session will start at 13:00 on October 6, 2026. Those who plan to take course, please contact Dr. Jing Liu by jing.liu.e8@tohoku.ac.jp 
by October 5(12PM), 2026.
3. In principle, this course will be a face-to-face course.
4. Email of the instructor in charge: jing.liu.e8@tohoku.ac.jp
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曜日・講時 火曜3限

開講学期 2学期

担当教員 佐藤　誠子

授業コード PB22330

科目名 教育心理学講義Ⅱ

単位数 2.0単位

主要授業科目 〇

授業題目
学習意欲の心理学

授業の目的と概要

意欲（日常語としてのやる気）は心理学では「動機づけ」の問題として研究されてきた。本授業では，学習への動機づけとしての「学習意欲」について，欲求，認
知，感情の各領域における代表的な理論を紹介する。さらに，学習意欲を高める教育環境について，知識学習のあり方および教授ストラテジーとの関連から考察す
る。

担当教員（所属）

科目ナンバリング PES-PSY212J

使用言語 日本語

教科書及び参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

学修の到達目標

・学習意欲に関する心理学理論を理解する。
・学習意欲を高める教育環境について，知識学習および教授ストラテジーと関連づけて理解する。

授業内容・方法と進度予定

１．オリエンテーション
２．学習意欲と動機づけ
３．生理的動機，親和動機，達成動機
４．外発的動機づけ，内発的動機づけ
５．自己決定理論
６．期待理論（１）
７．期待理論（２）
８．達成目標理論
９．興味
10．知識学習と学習意欲（１）エンターテインメントとインタレスト
11．知識学習と学習意欲（２）ルール学習
12．知識学習と学習意欲（３）ルールの発展例，例外例
13．学習意欲を高める教育環境（１）
14．学習意欲を高める教育環境（２）
15．まとめ

成績評価方法
各回のミニットペーパー（30％），試験（70％）

学習意欲の理論—動機づけの教
育心理学

鹿毛雅治 金子書房 2013 4760823794 参考書

オフィスアワー
火曜5講時（16:20〜17:50）

更新日付 2026/3/16

１単位の授業科目は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の目安は、「講義・演習」については１５～３０時間に授
業および授業時間外学修（予習・復習など）３０～１５時間、「実験、実習及び実技」については３０～４５時間の授業および授業時間外学修（予習・復習など）１５～０時間です。

授業時間外学修

事後学習として，各回の授業内容を他の人に説明できるように，自分なりにまとめておくこと。

実務・実践的授業 ×

その他 連絡先：seiko.sato.a1@tohoku.ac.jp
Google Classroom クラスコード：zkvfc4b4
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曜日・講時 火曜3限

開講学期 2学期

担当教員 吉田　沙蘭

授業コード PB22340

科目名 公認心理師の職責

単位数 2.0単位

主要授業科目 〇

授業題目
公認心理師の職責

授業の目的と概要

心理専門職の国家資格である公認心理師の職責について、以下の8点を中心にその基本的枠組を学ぶ。
① 公認心理師の役割
② 公認心理師の法的義務及び倫理
③ 心理に関する支援を要する者等の安全の確保
④ 情報の適切な取扱い
⑤ 保健医療、福祉、教育、司法・犯罪、産業・労働の主要５分野における公認心理師の具体的な業務
⑥ 自己課題発見・解決能力
⑦ 生涯学習への準備
⑧ 多職種連携及び地域連携

担当教員（所属）

科目ナンバリング PES-PSY243J

使用言語 日本語

教科書及び参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

学修の到達目標

① 公認心理師の役割について理解する。
② 公認心理師の法的義務を理解し、必要な倫理を身につける。
③ 心理に関する支援を要する者等の安全を最優先で確保し、常にその者中心の立場に立つ姿勢を身につける。
④ 守秘義務の重要性および、情報共有に関する問題について理解し、情報を適切に取扱うことができる姿勢を身につける。
⑤ 主要５分野における公認心理師の具体的な業務の内容について概説できる。
⑥ 自分の力で課題を発見し、自己学習によってそれを解決すべく、探究を進めるための能力を身につける。
⑦ 社会の変化を捉えながら、生涯にわたり自己研鑽を続ける意欲及び態度を身につける。
⑧ 多職種連携・地域連携による支援の意義について理解し、チームにおける公認心理師の役割について説明できる。

授業内容・方法と進度予定

1. オリエンテーション
2. 公認心理師とはどのような資格か
3. 心理支援に必要な技能
4. 心理支援の専門職になるために
5. 心理支援の専門職として働くために
6. 公認心理師の法的義務と倫理
7. 支援を必要としている人の視点に立ち、安全を守る
8. 情報の適切な取り扱い
9. チームや地域で連携して働く
10. 保健医療分野で働く
11. 福祉分野で働く
12. 教育分野で働く
13. 司法・犯罪分野で働く
14. 産業・労働分野で働く
15. まとめ・期末試験

成績評価方法
授業中のミニレポート（15％）, 期末試験（85％）

公認心理師の職責 下山晴彦他 ミネルヴァ書房 2020 9784623086115 教科書

オフィスアワー
月曜日：10-12時

更新日付 2026/3/16

１単位の授業科目は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の目安は、「講義・演習」については１５～３０時間に授
業および授業時間外学修（予習・復習など）３０～１５時間、「実験、実習及び実技」については３０～４５時間の授業および授業時間外学修（予習・復習など）１５～０時間です。

授業時間外学修

授業内でグループワークを行うため、事前に当該章を予習し、自らの疑問点を明らかにした上で授業に臨むこと。

実務・実践的授業 ○（企業等での勤務経歴を有しており実務経験を活かした授業を行う）

その他 ※　この授業科目は学部3年生以上が対象の科目である
※　クラスコード：raeom7oz
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曜日・講時 火曜4限

開講学期 2学期

担当教員 劉　靖

授業コード PB22410

科目名 国際教育開発論演習

単位数 2.0単位

主要授業科目 〇

授業題目
持続可能な世界のための教育と開発： 必要な打開の道を求めて

授業の目的と概要

日本人学生にJASSO奨学金  支援対象：全学すべての学部2-4年生・大学院生（多数の履修者がある場合、教育学部の学生部を優先する。）
本授業は英語と日本語で行われる。

本演習は、多分野の教員、学生および開発分野の専門家・実践者による学際的な共同学習および現地調査を通して、SDGs時代における教育と持続可能な開発の在り
方を問い直すことを目的とする。本演習は４部で構成されている。第１部では、学習者は四つの視点から教育と持続可能な開発に関する講義や文献レビューを通し
て、教育と持続可能な開発についての理解を深める。第２部では、学習者は現地調査先の地域における知識について、専門家・実践者による講義と共同学習を通し
て理解する。第３部では、グループワークを通して現地調査に必要な知識やスキルを練習と現地調査の準備を行う。第４部では、学習者と調査先の大学の教員と学
生との協力を通して、地域における持続可能な開発の在り方、教育の役割などについての現地調査を行い、グループでショットムービーを作成し、提出する。

担当教員（所属）

科目ナンバリング PES-EDU334B

使用言語 英語

教科書及び参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

学修の到達目標

本演習で学習者は、(1)持続可能な開発の変遷に関わる講義と文献レビューを通して、教育と持続可能な開発の関係性を把握でき、(2) 現地調査先の地域における
持続可能性への理解に必要な知識、スキルおよび批判的な思考能力を習得し、(3) 学際的・多国籍的なチームによる現地調査を通して、持続可能な開発と国際教育
開発への理解を深め、(4) 日本を含むアジア太平洋地域における教育と持続可能な開発に関わる課題をテーマとする研究のデザインを検討し、卒論論文のテーマを
具体化できることを目指す。

授業内容・方法と進度予定

対面授業実施

第１回 オリエンテーション
第１部 持続可能性について
第２回 教育と持続可能性
第３回 デザインと持続可能性
第４回 社会と持続可能性
第５回  災害と持続可能性

第２部　タイにおける持続可能発展について
第6回  タイについて
第7回　タイにおける持続可能性と開発 1
第8回　タイにおける持続可能性と開発 2
第9回　タイにおける持続可能性と開発 3
第10回  タイにおける持続可能性と開発 4

第３部　現地調査の準備
第11回　研究計画
第12回　現地調査デザイン
第13回   インタビュー & タイ語の学び

第４部　現地調査（2027年2月-3月予定）
第14回−第15回　現地調査

成績評価方法
Class participation and engagement （25％）授業参加（25％）
Group works (35%) 　グループワーク　（35％）
Final fieldwork and report (40%)　最終調査・報告（40％）

教育グローバル化のダイナミズ
ム

ジョエル スプリング (原著), 
北村 友人 (翻訳)

東信堂 2023年 9784798917054

途上国世界の教育と開発：公正
な世界を求めて

小松太郎 上智大学出版 2016年 978-4-324-10115-5

授業時間外学修

1. 演習の時間は限られているため、自主的な学習が不可欠である。個人またはグループによる毎回の演習の予習・復習が推奨される。
2. 新聞、書籍、インターネットなどを利用して、授業内容に関連する情報やトピックを収集することが望ましい。

実務・実践的授業 ×

99 / 154



オフィスアワー
Office hour: 水曜日　17:00-18:00, 事前連絡が必要。

更新日付 2026/3/16

１単位の授業科目は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の目安は、「講義・演習」については１５～３０時間に授
業および授業時間外学修（予習・復習など）３０～１５時間、「実験、実習及び実技」については３０～４５時間の授業および授業時間外学修（予習・復習など）１５～０時間です。

その他

1. グーグルクラス コード : 4tftl2fo
2. 第一回授業の開始時期 10月6日（火）14：40- .
受講希望者は10月5日（月）正午までに劉までＤＣメールにて連絡をするように（jing.liu.e8@tohoku.ac.jp)。
3. 基本的に、本演習は対面で行われる。
4. 本演習は日本語と英語で行います。
5. お問合せ先： jing.liu.e8@tohoku.ac.jp
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曜日・講時 火曜4限

開講学期 2学期

担当教員 長谷川　真里

授業コード PB22420

科目名 発達心理学講義（発達心理学）

単位数 2.0単位

主要授業科目 〇

授業題目
社会性の発達心理学

授業の目的と概要

本講義は、最新の理論と研究に重点を置き、社会性と道徳性の発達について学ぶ。様々な理論モデルから、社会的、感情的的、道徳的発達を検討する。なお、本講
義では、幼児期から青年期前期を中心的に扱う。

担当教員（所属）

科目ナンバリング PES-PSY215J

使用言語 日本語

教科書及び参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

学修の到達目標

社会性の発達のプロセスやメカニズムを説明できる。

授業内容・方法と進度予定

This is a lecture-centered course.
The contents and schedule are as shown below:

スケジュール（予定）
1.オリエンテーション（ガイダンスのみ）
2. 発達とは
3. 乳幼児期の発達
4. 乳幼児と親子関係
5. 社会的認知の発達
6. 中間課題（参集なし）
7. 自己制御の発達
8. 自己と感情の発達
9. 道徳性の発達(1)
10. 道徳性の発達(2)
11. 道徳性の発達(3)
12. 道徳性の発達(4)
13. 発達と文化
14. まとめ
15. 期末試験

成績評価方法
中間課題と講義中の課題（40％）と期末試験（60％）を総合的に評価する。

授業時間外学修

指定した資料を予習してくること

実務・実践的授業 ×
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オフィスアワー
火曜日３限

更新日付 2026/3/16

１単位の授業科目は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の目安は、「講義・演習」については１５～３０時間に授
業および授業時間外学修（予習・復習など）３０～１５時間、「実験、実習及び実技」については３０～４５時間の授業および授業時間外学修（予習・復習など）１５～０時間です。

その他

[使用言語] 日本語。

・Google Classroomのクラスコード：ti24yxr3
・授業の実施方法：対面授業。欠席者に対応したハイフレックス授業は行わない。一部、資料提示方式のオンライン授業を取り入れる。
・教科書あり。関連資料をClassroomにアップする。
・関連資料の入手方法：教科書は各自入手すること。パワーポイント資料を含め、その他の授業用の資料はClassroomで共有
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曜日・講時 火曜4限

開講学期 2学期

担当教員 谷口　和也

授業コード PB22430

科目名 教育課程総論

単位数 2.0単位

主要授業科目 〇

授業題目
教育課程総論

授業の目的と概要

学習者は、教育の歴史と各時代のカリキュラム政策上の議論を学ぶことで、現代日本における学校教育の課題を理解する。

担当教員（所属）

科目ナンバリング PES-EDU234J

使用言語 日本語

教科書及び参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

学修の到達目標

学習者は、各時代に試みられたカリキュラムの理論について理解するとともに、教育の内容や方法がカリキュラムの理論と密接に関わっていることや、現代日本の
学校教育がグローバル化の中での人材育成を目指したものとなっていることを理解する。

授業内容・方法と進度予定

パート１：学校におけるカリキュラムの意義と位置づけ
01：進化するカリキュラム
02：カリキュラムの多様性
03：カリキュラムの法的位置づけ
04：公的な教育課程と反省的実践家としての教師像

パート２：戦後日本の教育課程の展開
05：戦後学習指導要領のはじまり
06：系統主義への転換と民間教育団体
07：「教育の現代化」と科学化
08：「人間中心の教育」とグローバル教育

パート３：現代日本の教育課程の基本的性格
09：教育における市場原理の導入
10：新学力観から生きる力へ
11：21世紀型カリキュラムとは何か

パート４：学校ベースのカリキュラムをマネジメントする
12：なぜ学校は忙しいのか
13：学校独自のカリキュラムをデザインする
14：学校間連携と地域間連携
15：残された課題

成績評価方法
毎時間内の小レポート（70％）と作成物の提出（30％）で評価する。

オフィスアワー
火曜日12:30-13：30

授業時間外学修

各授業時間後に、その授業に関連するディスカッションを自分で整理して教務係前の専用ポストに提出する。または次回の授業に関連する課題を調査し、次回の授
業の準備とすること作業を、授業時間外の学修とする。

実務・実践的授業 ×

その他 クラスコード：wveuufpa
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更新日付 2026/3/16

１単位の授業科目は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の目安は、「講義・演習」については１５～３０時間に授
業および授業時間外学修（予習・復習など）３０～１５時間、「実験、実習及び実技」については３０～４５時間の授業および授業時間外学修（予習・復習など）１５～０時間です。
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曜日・講時 火曜5限

開講学期 2学期

担当教員 青木　栄一

授業コード PB22510

科目名 教育政策科学演習Ⅱ

単位数 2.0単位

主要授業科目 〇

授業題目
教育政策を見える化する

授業の目的と概要

授業の目的：この授業の目的は、教育政策を理解するために必要な情報源（政府統計、法令、議事録、予算、計画）へのアクセス方法を身につけるとともにそこで
得られた情報を整理するスキルを習得することである。
授業の概要：①情報源に関するスキル習得②具体的政策のケーススタディ③動画プレゼンテーション

担当教員（所属）

科目ナンバリング PES-POL322J

使用言語 日本語

教科書及び参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

学修の到達目標

この授業の目標は、受講生が教育政策を理解するために必要な情報源にアクセスし、その情報を用いて、政策を構成する要素を可視化するスキルを習得することで
ある。

授業内容・方法と進度予定

【対面授業とオンラインによるリアルタイム授業の混合形態】
Google Classroomクラスコード：plfv5k37
Zoomを使用予定。事前にZoomアプリをインストールしておくこと。
アクセス情報は事前にGoogle Classroomで連絡する。

対面授業とオンライン授業の混合により実施する。授業は大きく分けて2つの柱で構成される。第1に、政策を理解するための情報源を探索・理解するスキルを身に
つける。第2に、具体的な教育政策を3つ取り上げ、第1の柱で身につけたスキルを実際に適用する。以上をふまえて、動画形式のプレゼンテーションを受講者個人
単位で作成する。

01　10/06　ガイダンス・イントロダクション（対面）/ Guidance and Intoroduction, in person
02　10/13　政策理解ソース(1) 政府統計（e-Stat）・法令（e-Gov）（オンライン）/ Developing Skills to Use Policy Information Sources (1), via Zoom
03　10/20　政策理解ソース(2) 議事録（中央・地方）（対面）/ Developing Skills to Use Policy Information Sources (2), in person
04　10/27　政策理解ソース(3) 予算（対面）/ Developing Skills to Use Policy Information Sources (3), in person
05　11/10　政策理解ソース(4) 計画（対面）/ Developing Skills to Use Policy Information Sources (4), in person
06　11/17　ケーススタディ(1-1) 学校運営協議会（対面）/ Case Study Workshop: Synthesizing Evidence for Policy Understanding (1-1), in person
07　11/24　ケーススタディ(1-2) 学校運営協議会（オンライン）/ Case Study Workshop: Synthesizing Evidence for Policy Understanding (1-2), via Zoom
08　12/01　ケーススタディ(2-1) 教員（対面）/ Case Study Workshop: Synthesizing Evidence for Policy Understanding (2-1), in perspm
09　12/08　ケーススタディ(2-2) 教員（オンライン）/ Case Study Workshop: Synthesizing Evidence for Policy Understanding (2-2), via Zoom
10　12/15　ケーススタディ(3-1) ハード（対面）/ Case Study Workshop: Synthesizing Evidence for Policy Understanding (3-1), in person
11　12/22　ケーススタディ(3-1) ハード（オンライン）/ Case Study Workshop: Synthesizing Evidence for Policy Understanding (3-2), via Zoom
12　01/05　プレゼンテーション準備(1)（オンライン）/ Preparation for Final Presentations (1), via Zoom
13　01/12　プレゼンテーション準備(2)（オンライン）/ Preparation for Final Presentations (2), via Zoom
14　01/19　報告会(1)（対面）/ Showcase of Student Projects (1), in person
15　01/26　報告会(2)（対面）/ Showcase of Student Projects (2), in person

成績評価方法
授業への出席及び授業への貢献は成績評価の前提条件となる。いわゆる出席点は設定しない。
各提出物(10%)、授業への貢献（20％）、動画形式のプレゼンテーション（70％）を成績評価の対象とする。

授業時間外学修

大学設置基準の規程に準拠した毎回4時間程度の授業時間外の学習を求める。
　授業前：指定された文献を読む、指定された作業を行う
　授業後：指定された文献を読む、指定された作業を行う

実務・実践的授業 ×

その他 授業に関する事柄の各種SNSへの投稿行為、AIの不適切利用等の不適切行為が判明次第、受講資格を喪失する。
Google Classroom Class Code: plfv5k37
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オフィスアワー
事前にメールでアポイントをとってください。

更新日付 2026/3/16

１単位の授業科目は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の目安は、「講義・演習」については１５～３０時間に授
業および授業時間外学修（予習・復習など）３０～１５時間、「実験、実習及び実技」については３０～４５時間の授業および授業時間外学修（予習・復習など）１５～０時間です。
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曜日・講時 火曜5限

開講学期 2学期

担当教員 その他教員

授業コード PB22520

科目名 スポーツ文化論講義Ⅱ

単位数 2.0単位

主要授業科目 〇

授業題目
近現代社会とスポーツ

授業の目的と概要

この講義では、スポーツそれ自体を単独でとらえるのではなく、近現代社会のシステムのうちにスポーツを埋め戻して社会学の視点から考察をおこなう。次の二つ
を授業目的とする。①社会の変化とともにスポーツがいかに歴史的に変化してきたのかを明らかにするともに、②現代日本生活においてスポーツがいかなる役割を
はたしているのかを考察する。

担当教員（所属） 佐久間　政広（非常勤講師）

科目ナンバリング PES-EDU218J

使用言語 日本語

教科書及び参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

学修の到達目標

①近代スポーツの成立とその後の展開の概略を説明できる。
②近現代スポーツの特徴を資本主義社会という視点から大まかに説明できる。
③現代日本社会においてスポーツがはたしている役割を自分なりに説明できる。

授業内容・方法と進度予定

授業は講義形式でおこなう。進度予定は以下。
１．古代オリンピック vs 近代オリンピック
２．神話的世界観と古代オリンピック
３．近代オリンピックの誕生
４．近代オリンピックとナショナリズム
５．近代オリンピックと資本主義
６．フォーディズムとスポーツ-メディア-資本主義
７．スペクタクルとしてのスポーツとメディア
８．パブリック･スクールにおける近代スポーツの誕生
９．アマチュアリズムの解体：ステートアマ、カンパニーアマ、カレッジアマ
10．福祉国家とSports for All 政策
11．相対的に自律化した文化領域としての近代スポーツ
12．スポーツと科学
13．近代日本の教育における体育とスポーツ
14．現代日本人の生活におけるスポーツ
15．地域社会におけるスポーツ

成績評価方法
平常点（毎回の授業で短い文章の提出を求める）50%、レポート50%

オフィスアワー
非常勤講師

更新日付 2026/3/16

１単位の授業科目は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の目安は、「講義・演習」については１５～３０時間に授
業および授業時間外学修（予習・復習など）３０～１５時間、「実験、実習及び実技」については３０～４５時間の授業および授業時間外学修（予習・復習など）１５～０時間です。

授業時間外学修

新聞や書籍を通して、授業内容に関する情報や話題を収集すること 。

実務・実践的授業 ×

その他 クラスコード：7yp2h74p
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曜日・講時 火曜5限

開講学期 2学期

担当教員 横田　晋務

授業コード PB22530

科目名 発達障害学演習Ⅱ

単位数 2.0単位

主要授業科目 〇

授業題目
発達障害学応用演習

授業の目的と概要

発達障害領域の英語文献を購読し、発達障害についての理解を深める

担当教員（所属）

科目ナンバリング PES-PSY319J

使用言語 日本語

教科書及び参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

学修の到達目標

①発達障害領域の基本的な概念、専門用語について理解する
②発達障害領域の心理・教育に関する英語文献の読解力の向上を図る

授業内容・方法と進度予定

学術雑誌に掲載されている発達障害に関する論文を読む。
担当者はレジュメに沿って発表し、それを踏まえ，全体で討論を行う。
1　ガイダンス
2〜4　発表準備
5〜15　発表・ディスカッション

成績評価方法
発表内容 60%　授業への貢献度 40%

オフィスアワー
事前に E-mail 等で連絡すること。教員の連絡先は授業中に伝える。

更新日付 2026/3/16

１単位の授業科目は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の目安は、「講義・演習」については１５～３０時間に授
業および授業時間外学修（予習・復習など）３０～１５時間、「実験、実習及び実技」については３０～４５時間の授業および授業時間外学修（予習・復習など）１５～０時間です。

授業時間外学修

予習復習および担当部分の訳出

実務・実践的授業 ×

その他
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曜日・講時 水曜2限

開講学期 2学期

担当教員 白岩　伸也

授業コード PB23210

科目名 人間形成史講義Ⅱ

単位数 2.0単位

主要授業科目 〇

授業題目
近現代日本と人間形成の基礎的知見

授業の目的と概要

幕末維新期に日本は欧米列強からの圧力を受けて、国民国家の建設を急速に推し進める。この時期にはじめて「教育」という営みが普及・定着するようになる。19
世紀に制度化された教育システムは、20世紀における二つの世界大戦を経て、現代的なものへ改編されていった。本授業では、「教育」を中心とする人間形成の営
みが成立そして展開していく過程を、それをめぐるシステムや社会変動の動向とともに講じる。

担当教員（所属）

科目ナンバリング PES-EDU213J

使用言語 日本語

教科書及び参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

学修の到達目標

①「教育」、「学校」、「子ども」が歴史的概念として成立する過程について理解する。
②教育の歴史的展開について、国家、選抜、言語、戦争との関係から考察できる。

授業内容・方法と進度予定

１　「教育史って何の役に立つの？」についてどう考えるか
２　学内の「史跡」をめぐろう: 教育史実践のすすめ
３　「教育」はどのようにして成立したのか
４　なぜ学校に行かなければならないのか
５　学校はどのように地域に根づいたのか
６　子どもを取り巻く教育問題から何がみえてくるのか
７　天皇制と教育についてどのように考えるのか
８　天皇と国家はどのように関係しているのか
９　天皇制と教育はどのように結びつき、何をもたらしたのか
10　読み書きができるということはどういうことか
11　言語を教育するということはどういうことか
12　子どもはなぜ兵士になったのか
13　戦争は学校と教育をどのように変えたのか
14　学校と軍隊はどのように関係しているのか
15　大学のあれ、じつは〇〇なんです: 大学史のかけらを集めて

成績評価方法
各授業で記入・提出する小レポートの内容、授業への参加態度から、総合的に評価する。

MINERVAはじめて学ぶ教養④日
本教育史

平田諭治編著 ミネルヴァ書房 2019年 978-4-623-08451-7 教科書

オフィスアワー

更新日付 2026/3/16

１単位の授業科目は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の目安は、「講義・演習」については１５～３０時間に授
業および授業時間外学修（予習・復習など）３０～１５時間、「実験、実習及び実技」については３０～４５時間の授業および授業時間外学修（予習・復習など）１５～０時間です。

授業時間外学修

授業ごとに課す小レポートに資する参考資料や調査方法などについて、各回で適宜指示・助言する。授業時間外では、それらにあたりながら、小レポート作成の準
備を行う。

実務・実践的授業 ×

その他 クラスコード：gdlmctm3

109 / 154



曜日・講時 水曜2限

開講学期 2学期

担当教員 島　一則

授業コード PB23220

科目名 教育社会学講義

単位数 2.0単位

主要授業科目 〇

授業題目
教育社会学概論

授業の目的と概要

本講義では，日本においては教育社会学の一領域・境界領域としても扱われてきた①教育経済学の学問的性格，②その理論と方法の特質について講述したのち，③
教育経済学の各研究領域に即して概括的な説明をし、教育がどのような経済・社会的効果を有しているのかについて概説するとともに、それらが階層や能力主義等
の配分原理などの教育社会学的観点からどのような意味を有するのかについて考究する。

担当教員（所属）

科目ナンバリング PES-SOC224J

使用言語 日本語

教科書及び参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

学修の到達目標

受講学生は、専門的知識・技能という観点からは、教育社会学の一領域・境界領域としても扱われてきた教育経済学という学問の特徴と研究の現状を理解し，経済
学と社会学の視点から教育に関わる研究課題をみずから設定できる力量を身に付ける．また、汎用的技能、態度志向性という観点からは、コミュニケーションスキ
ル・数量的スキル・論理的思考力・自己管理力・批判的思考力、生涯学習力の必要性についての認識を深め、これらの能力を向上させる。

授業内容・方法と進度予定

1・2回：教育経済学の誕生（The Birth of Economics of Education）
2・3回：教育経済学の基礎概念と方法（Basic Concepts and Methods of Economics of Educational）
4・5回：人的資本論（Human Capital Theory）
6・7回：シグナリング論（Signaling Theory）
8・9回：教育の投資収益率分析（ROI Analysis of Education）
10・11回：教育と健康（Education and Health）
12・13回：教育と階層（Education and Social Stratification）
14・15回：教育と能力主義（Education and Meritocracy）

成績評価方法
授業各回ごとの小テスト（50%）・最終テスト（50%）による．ただし、出席状況によっては受験資格を喪失する。

オフィスアワー
水曜日12:00〜13:00

更新日付 2026/3/16

１単位の授業科目は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の目安は、「講義・演習」については１５～３０時間に授
業および授業時間外学修（予習・復習など）３０～１５時間、「実験、実習及び実技」については３０～４５時間の授業および授業時間外学修（予習・復習など）１５～０時間です。

授業時間外学修

予習・復習については授業内容や関連文献に基づいて具体的内容を指示する。

実務・実践的授業 ×

その他

授業中への積極的な関与を求める。

クラスコード
wj54hbfe
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曜日・講時 水曜2限

開講学期 2学期

担当教員 神谷　哲司

授業コード PB23230

科目名 発達臨床論講義

単位数 2.0単位

主要授業科目 〇

授業題目
青年心理学概論

授業の目的と概要

　青年期に関するさまざまな心理学的知見を学ぶとともに，青年期を生涯発達の一過程として位置づけることで，現代日本における「青年期」に対する理解を深め
る。

担当教員（所属）

科目ナンバリング PES-PSY216J

使用言語 日本語

教科書及び参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

学修の到達目標

青年心理学に関する基礎的な事項を理解し，現代日本における青年期の諸問題が歴史・時代的な社会変動の中で生じていることを考察する力を涵養する。

授業内容・方法と進度予定

1. 発達理論における青年期
2. 青年期の成立と伸長
3. 青年期の身体・運動発達
4. 青年期の認知と思考
5. 青年期の社会的認知
6. 自己と自我をめぐって
7. アイデンティティ・ステイタス
8. 青年期の対人関係の発達
9. 青年期のセクシャリティ
10. 青年期の恋愛行動とアイデンティティ
11. 戦後日本の社会変動
12. 現代青年の特徴とはなにか？
13. 戦後日本の「青年」の変遷
14. 成人期移行の問題とキャリア発達
15. まとめ：現代青年はどこへ行くのか

・Google Classroomのクラスコード：elusje7o

成績評価方法
毎講義時のコメント(30%)及び期末試験(70%)

授業時間外学修

配布資料や紹介された書籍をもとに各自学習を進めてください。

実務・実践的授業 ×
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オフィスアワー

【1学期】
木曜日4時限目

【2学期】
木曜日3時限目

更新日付 2026/3/16

１単位の授業科目は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の目安は、「講義・演習」については１５～３０時間に授
業および授業時間外学修（予習・復習など）３０～１５時間、「実験、実習及び実技」については３０～４５時間の授業および授業時間外学修（予習・復習など）１５～０時間です。

その他

　講義内容が青年期に関するものであることから，受講生自身にとっても身近なテーマが扱われる。そのため，受講生においては，自分の過去や現在の気にしてい
ること，不安に思っていることなどが取り上げられることで，時には不快な思いをする可能性が指摘される。その点を予め了解の上，受講してください。

オフィスアワーは別記のとおりだが、原則、在室時は可能な範囲で対応いたします。ただし、確実な対応を期待する場合は、事前に約束を取り付けてください。

連絡事項は，Google Classroomにて周知する。クラスコード：elusje7o
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曜日・講時 木曜1限

開講学期 2学期

担当教員 前田　駿太、澤田　哲生、佐藤　克美、後藤　武俊、劉　靖、横田　晋務

授業コード PB24110

科目名 教育学研究入門

単位数 2.0単位

主要授業科目 〇

授業題目
教育諸研究への誘い

授業の目的と概要

教育学研究科の担当教員が，それぞれ専門領域においてどのような課題に対してどのような研究方法でアプローチしてきたのか，またそこで何が解明されてきたの
か，今日いかなる研究が行われているのか，等について概説する。加えて，大学院生による研究発表等を通じて，教育の各専門領域における卒業研究や学びの流れ
等について紹介する。

担当教員（所属）

科目ナンバリング PES-EDU202J

使用言語 日本語

教科書及び参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

学修の到達目標

1. 東北大学教育学部・教育学研究科において現在進められている研究について学ぶとともに，自らの学究的関心を研究に昇華するための基本的な態度を涵養す
る。
2. 教育に関する多様な学問領域や視点を踏まえた議論ができるようになる。

授業内容・方法と進度予定

1 オリエンテーション 研究倫理
以下大学院コース別研究紹介
２ 生涯教育科学(1)
３ 生涯教育科学(2)
４ 教育政策科学(1)
５ 教育政策科学(2)
６ グローバル共生教育論
７ 教育情報アセスメント(1)
８ 教育情報アセスメント(2)
９ 教育情報アセスメント(3)
10 教育心理学(1)
11 教育心理学(2)
12 臨床心理学(1)
13 臨床心理学(2)
14 学部で研究生活を送るにあたって（大学院生との質疑応答）(1)
15 学部で研究生活を送るにあたって（大学院生との質疑応答）(2)

【授業実施方法】
原則，対面授業ですが，実施方法の詳細はGoogle Classroomにて周知します。

成績評価方法
各回で出題される課題やレポート等をもとに判断する

オフィスアワー
直接、担当の先生と連絡をとってください

更新日付 2026/3/16

授業時間外学修

それぞれの領域に関する研究において興味関心のある部分についての資料等を収集する必要がある。

実務・実践的授業 ×

その他 Google Classroom クラスコード：j5osbthj
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１単位の授業科目は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の目安は、「講義・演習」については１５～３０時間に授
業および授業時間外学修（予習・復習など）３０～１５時間、「実験、実習及び実技」については３０～４５時間の授業および授業時間外学修（予習・復習など）１５～０時間です。
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曜日・講時 木曜1限

開講学期 2学期

担当教員 安保　英勇、野口　和人、横田　晋務、吉田　沙蘭、前田　駿太、坂本　一真、ＳＣＨＬＥＭＰＥＲ　ＬＥＮＮＡ

授業コード PB24120

科目名 心理検査法（心理的アセスメント）

単位数 2.0単位

主要授業科目 〇

授業題目
心理検査法の基礎

授業の目的と概要

心理検査の理論と実際について基礎的な知識を身につける。

担当教員（所属）

科目ナンバリング PES-PSY203J

使用言語 日本語

教科書及び参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

学修の到達目標

①心理検査の歴史や目的、および代表的な検査法などの基本的な知識を習得する。
②検査法により得られた資料の整理や解釈の基本を理解する。
③心理検査法を施行するにあたり必要とされる倫理について理解する。

授業内容・方法と進度予定

1. オリエンテーション
2. 心理検査法概説
3. 心理検査の信頼性と妥当性
4. 人格検査法(1)
5. 人格検査法(2)
6. 人格検査法(3)
7. 人格検査法(4)
8. 症状評価尺度、検査の倫理(1)
9. 生理検査法、検査の倫理(2)
10. 集団における心理検査(1)
11. 集団における心理検査(2)
12. 知能検査法(1)
13. 知能検査法(2)
14. 発達検査法(1)
15. 発達検査法(2)

成績評価方法
授業への参加状況、レポート等について総合的に評価する。

オフィスアワー
火曜日、13-15時

更新日付 2026/3/16

１単位の授業科目は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の目安は、「講義・演習」については１５～３０時間に授
業および授業時間外学修（予習・復習など）３０～１５時間、「実験、実習及び実技」については３０～４５時間の授業および授業時間外学修（予習・復習など）１５～０時間です。

授業時間外学修

担当教員ごとに教室内で指示する。

実務・実践的授業 ×

その他 class code:iokk3jrx
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曜日・講時 木曜2限

開講学期 2学期

担当教員 澤田　哲生

授業コード PB24210

科目名 教育哲学講義Ⅰ

単位数 2.0単位

主要授業科目 〇

授業題目
メルロ＝ポンティの現象学的人間学/Merleau-Ponty’s phenomenological anthropology

授業の目的と概要

　教育と人間形成を哲学的な視点から学ぶために、この授業では、哲学者で現象学者のモーリス・メルロ＝ポンティ（1908—1961年）が1949年から1952年までソル
ボンヌ大学の教育心理学と発達心理学の講座で開講していた講義を概説する。授業の流れとしては、メルロ＝ポンティが参照した発達心理学者たち（ジャン・ピア
ジェ、アンリ・ワロン、ジョルジュ＝アンリ・リュケ、児童精神分析家たち、等々）の理論を紹介し、彼がこれらの理論をどのように検討し直し、そこからどのよ
うな発達観を提示したのかを説明する。
　/ In order to consider philosophically the education and the human formation, this course aims to give an outline of Maurice Merleau-Ponty 
(1908-1961)’s approach to the developmental psychology (J. Piaget, H. Wallon, J.-H. Luquet and the psychoanalysts of children, etc.) through the 
reading of his lecture in the courses of Sorbonne University (1949-1952).

担当教員（所属）

科目ナンバリング PES-EDU210J

使用言語 日本語

教科書及び参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

学修の到達目標

　学生が1) 現象学の諸概念、2) 現象学と発達心理学の関係、3) 経験科学の成果への哲学・人間学的なアプローチの意義を習得することを、学習の到達目標とす
る。
　/ Goals of this course are to lead students to understand 1) the philosophical conceptions of phenomenology, 2) the relationship between 
phenomenology and developmental psychology, 3) and the importance of philosophical and anthropological approach to empirical sciences.

授業内容・方法と進度予定

　第1回：授業の概要の説明とイントロ/Summary and introduction of the course
　第2回：メルロ＝ポンティの『ソルボンヌ講義』と発達心理学/
　第3回：ピアジェと子どもの自己中心性
　第4回：メルロ＝ポンティのピアジェ受容
　第5回：ワロンと鏡像段階論
　第6回：メルロ＝ポンティのワロン受容
　第7回：リュケによる子どもの絵の分析
　第8回：メルロ＝ポンティの思想における子どもの表現の役割
　第9回：精神分析とエディプスコンプレクス
　第10回：メルロ＝ポンティのエディプス批判
　第11回：精神分析と自己愛理論
　第12回：メルロ＝ポンティの思想における自己愛の役割について
　第13回：大人と子供—現象学的発達心理学（１）
　第14回：大人と子供—現象学的発達心理学（２）
　第15回：まとめと課題作成

　The 1st session : Summary and introduction of the course
  The 2nd session : Merleau-Ponty's Sorbonne Lectures and the developmental psychology
  The 3rd session : Egocentricity (Piaget)
  The 4th session : Merleau-Ponty's approach to Piaget
  The 5th session : Mirror Stage (Wallon)
  The 6th session : Merleau-Ponty's approach to Wallon
  The 7th session : Luquet's analysis of children's drawing
  The 8th session : Drawing and expression of children according to Merleau-Ponty
  The 9th session : Psychoanalysis and Oedipus complex
  The 10th session : Merleau-Pont's critic of Oedipus complex
  The 11th session : Psychoanalysis and narcissism
  The 12th session : Merleau-Ponty's conception of narcissism
  The 13th session : Adults and children - Phenomenology and developmental psychology (1)
  The 14th session : Adults and children - Phenomenology and developmental psychology (2)
  The 15th session : Synthesis and examination

※教科書は使用せず、毎回レジュメを配布して授業を行う。
/ Summaries are distributed to students in each session.

成績評価方法
　授業への意欲的な取り組み、毎回のコメントペーパーの提出、課題作成の成果、等々から総合的に判断する。
　/ Grading is based on the participation in each class, the submission of minute paper at the end of each session, and the term-end examination.

『眼と精神』 M・メルロ＝ポンティ みすず書房 1995年

『意識と言語の獲得』 M・メルロ＝ポンティ みすず書房 1993年

『子どもの心理−社会学』 M・メルロ＝ポンティ みすず書房 2023年

『幼年期の現象学　ソルボンヌ
のメルロ＝ポンティ』

澤田　哲生 人文書院 2020年
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オフィスアワー
毎週金曜日13:00-17:00

更新日付 2026/3/16

１単位の授業科目は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の目安は、「講義・演習」については１５～３０時間に授
業および授業時間外学修（予習・復習など）３０～１５時間、「実験、実習及び実技」については３０～４５時間の授業および授業時間外学修（予習・復習など）１５～０時間です。

授業時間外学修

　予習として、授業で紹介した著者や著作について次回までに調べておくこと。復習として、授業で配布したレジュメ、紹介した著書 や論文に目を通しおくこ
と。
　/It is necessary for students to research the authors and their texts before the class, and to review after the class the books or the articles 
presented in each session.

実務・実践的授業 ×

その他

117 / 154



曜日・講時 木曜2限

開講学期 2学期

担当教員 松林　優一郎

授業コード PB24220

科目名 統計的学習論講義

単位数 2.0単位

主要授業科目 〇

授業題目
機械学習入門

授業の目的と概要

古典的機械学習および深層学習について、基本的な概念と手法について学ぶ

担当教員（所属）

科目ナンバリング PES-EIA211J

使用言語 日本語

教科書及び参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

学修の到達目標

1. 線形モデルに関する基本的な概念と手法を理解する
2. 機械学習の基本的なアルゴリズムを理解する
3. ニューラルネットワークの学習原理と典型的なネットワーク構造について理解する

授業内容・方法と進度予定

第 1回 導入＋数学的準備 (1)：集合・関数
第 2回 数学的準備 (2)：線形代数・微分
第 3回 数学的準備 (3)：確率・統計
第 4回 ナイーブベイズ分類器
第 5回 線形モデル：パーセプトロン・ロジスティック回帰
第 6回 線形モデル：学習と評価
第 7回 線形モデル：解析の具体例 (1)
第 8回 ニューラルネットワークと深層学習
第 9回 表現学習：単語埋め込みベクトル
第10回 再帰ネットワーク
第11回 アテンションメカニズム
第12回 畳み込みネットワーク
第13回 深層学習と強化学習
第14回 生成言語モデル
第15回 総論

成績評価方法
講義毎に出題する小レポート課題（50%）と、講義への参加度（出席および質問）（50%）により評価する。

オフィスアワー
THU 13:00-15:00

更新日付 2026/3/16

１単位の授業科目は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の目安は、「講義・演習」については１５～３０時間に授
業および授業時間外学修（予習・復習など）３０～１５時間、「実験、実習及び実技」については３０～４５時間の授業および授業時間外学修（予習・復習など）１５～０時間です。

授業時間外学修

出題するレポート課題の提出を求める。

実務・実践的授業 ×

その他 線形代数、確率統計の基礎的な知識を身につけておくことが望ましい。
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曜日・講時 木曜2限

開講学期 2学期

担当教員 佐藤　誠子、工藤　与志文

授業コード PB24230

科目名 教育心理学演習Ⅱ

単位数 2.0単位

主要授業科目 〇

授業題目
教授学習心理学文献講読

授業の目的と概要

本演習では，教授学習心理学において盛んに研究されてきた「ルール学習」に焦点を当て，関連の研究論文を講読する。とりわけ，ルール学習における学習者側の
思考・認知に着目した研究をとりあげる。論文講読をとおして，教授学習心理学の具体的内容や研究方法を学ぶとともに，最新の研究動向を知ることを目的とす
る。

担当教員（所属）

科目ナンバリング PES-PSY312J

使用言語 日本語

教科書及び参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

学修の到達目標

・教授学習心理学研究の具体的な方法と内容を理解する。
・ルール学習に関連する研究の動向と展望を知る。

授業内容・方法と進度予定

『教育心理学研究』等に掲載されたルール学習研究論文を取り上げる。毎回，報告担当者がレジュメを作成し，著者の立場にたって論文を紹介する。指定討論者
は，批判的な観点から討論すべき点を指摘する。それらをふまえ，全員で議論する。

成績評価方法
報告担当者および指定討論者としての貢献度（40％），議論への参加度（30％），期末レポート（30％）で評価する。

オフィスアワー
メールにて連絡すること。

更新日付 2026/3/16

１単位の授業科目は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の目安は、「講義・演習」については１５～３０時間に授
業および授業時間外学修（予習・復習など）３０～１５時間、「実験、実習及び実技」については３０～４５時間の授業および授業時間外学修（予習・復習など）１５～０時間です。

授業時間外学修

あらかじめ指定された文献を読み，内容を理解しておくとともに，必要に応じて事前学習を進める。

実務・実践的授業 ×

その他

Google Classroom　クラスコード：z46yca4p

連絡先：
工藤与志文　yoshifumi.kudo.d6@tohoku.ac.jp
佐藤誠子　seiko.sato.a1@tohoku.ac.jp
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曜日・講時 木曜4限

開講学期 2学期

担当教員 松本　大

授業コード PB24240

科目名 生涯学習論演習Ⅰ（生涯学習支援論演習）

単位数 2.0単位

主要授業科目 〇

授業題目
社会教育・成人教育研究への誘い

授業の目的と概要

グループワークに基づき社会教育・成人教育に関する基礎的な文献の検討を行い、社会教育・成人教育に関する知識を身につけるとともに、研究動向を理解する。

担当教員（所属）

科目ナンバリング PES-EDU331J

使用言語 日本語

教科書及び参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

学修の到達目標

（1）社会教育・成人教育に関する研究と実践の領域を理解できる。
（2）社会教育・成人教育に関する研究動向と研究課題を理解できる。
（3）社会教育・成人教育に関する自身の研究関心を発展させることができる。

授業内容・方法と進度予定

1.オリエンテーション
2〜15.受講生による文献発表と議論

成績評価方法
授業への参加度（30%）、発表（25%）、期末レポート（45%）による評価を行う。

オフィスアワー
お問い合わせはE-mailにてお願いします。教員の連絡先は初回授業時にお知らせします。

更新日付 2026/3/16

１単位の授業科目は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の目安は、「講義・演習」については１５～３０時間に授
業および授業時間外学修（予習・復習など）３０～１５時間、「実験、実習及び実技」については３０～４５時間の授業および授業時間外学修（予習・復習など）１５～０時間です。

授業時間外学修

文献を十分に予習してくること。

実務・実践的授業 ×

その他 リカレント教育論講義（生涯学習概論Ⅱ）もしくは成人教育論講義Ⅰ（生涯学習概論Ⅰ）と合わせて履修することが望ましい。
Google Classroomのクラスコード：othgm6f2
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曜日・講時 木曜3限

開講学期 2学期

担当教員 井本　佳宏

授業コード PB24310

科目名 比較教育学講義

単位数 2.0単位

主要授業科目 〇

授業題目
比較・国際教育学概論

授業の目的と概要

本授業では、比較・国際教育学の歴史、理論および方法、主要なトピックについて概説し、比較・国際教育学の強み・弱みの両面にわたってその学問的特質につい
ての理解を深めていく。

担当教員（所属）

科目ナンバリング PES-EDU221J

使用言語 日本語

教科書及び参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

学修の到達目標

1．比較・国際教育学の学問的特質について理解する。
2．教育のあり方の多様性を理解する。
3．教育を比較という視点から考察するセンスを身につける。

授業内容・方法と進度予定

第1回　オリエンテーション
第2回　比較教育学とは／An introduction to comparative education
第3回  比較の方法／How are comparisons made?
第4回　文化と教育／Culture and education
第5回　比較のための経済的、政治的、社会的および歴史的文脈／Economic, political, social and historical contexts for comparison
第6回　教育と開発／Education and the developing world
第7回　ジェンダーと教育／Gender an education
第8回　第2回から第7回までのまとめと討議／Review and reflection from the 2nd to the 7th lesson
第9回　国際教育学とは／Understanding international education
第10回 グローバリゼーションと教育／Globalisation and education
第11回 グローバルなシティズンシップ教育／Global citizenship education
第12回 多文化教育／Multicultural education
第13回 インターナショナルスクール／International schools
第14回 高等教育の国際化／Internationalisation of higher education
第15回 全体のまとめと補足／Review, reflection, and course evaluation

成績評価方法
1．毎回記入・提出するミニットペーパー（30%）。
2．期末レポート（70%）。

Introduction to Comparative 
and International Education 
(3rd edition)

Marshall, J. SAGE 2024 9781529611243 教科書

オフィスアワー
・オフィスアワー　火曜日　13:00〜15:00

授業時間外学修

授業で扱ったテーマに関連する書籍の読書等を通じて、主体的に比較・国際教育学についての認識・思考を深めていくこと。

実務・実践的授業 ×

その他

・授業に関する諸連絡、資料の配付、課題等の提示や提出にはGoogle Classroomを利用する。クラスコードは「pxfmxlbl」です。第1回授業よりも前に各自で生徒
登録しておくこと。
・教科書は購入しなくても受講可能です。
・授業は基本的に対面で行う。
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更新日付 2026/3/16

１単位の授業科目は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の目安は、「講義・演習」については１５～３０時間に授
業および授業時間外学修（予習・復習など）３０～１５時間、「実験、実習及び実技」については３０～４５時間の授業および授業時間外学修（予習・復習など）１５～０時間です。
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曜日・講時 木曜3限

開講学期 2学期

担当教員 石井山　竜平

授業コード PB24320

科目名 成人教育論講義Ⅰ（生涯学習概論Ⅰ）

単位数 2.0単位

主要授業科目 〇

授業題目
生涯学習と地域社会教育

授業の目的と概要

成人教育とそれを支える公的条件をめぐる基本理念と、それをめぐる今日的課題についての理解を深める。

担当教員（所属）

科目ナンバリング PES-EDU216J

使用言語 日本語

教科書及び参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

学修の到達目標

　現代では、学校教育に限定されない教育への世間的な認知は一定程度広がっている。しかし、そうした領域を指す、たとえば、「生涯学習」「社会教育」などの
概念が普及したのは20世紀、とりわけその後半からのことであり、人類史からすれば、ごく最近のことであるという。このことが持つ意味とは何なのだろうか。そ
して今、地域における学習にはいかなる展開がみられるのだろうか。
　この講義では、今日の地域学習の諸相を手がかりに、私たちが生きている現代社会の課題をとらえ返しつつ、これからの時代における地域生涯学習の在り方につ
いて考察する。

授業内容・方法と進度予定

・成熟社会における生活課題と、その解決を目指す学習実践の実際
・社会教育・生涯学習を支える理念と法制、国際的動向
・社会教育・生涯学習の制度と地方分権改革
・社会教育・生涯学習の提供主体の多元化
・変革の時代をきりひらく学びと自治の創造
・東日本大震災と社会教育、など。

成績評価方法
小レポート（約３回）、および学期末レポートによる総合評価

オフィスアワー
前期は火曜４限、後期は金曜３限

授業時間外学修

学外の生涯学習事業への参画を授業の一環として位置付けることもありうる。授業の中で指示する。

実務・実践的授業 ×

その他

Google クラスルーム対応
①クラスコード
　oadghywy
②第１回授業の開始時期
　10月1日(木)３限（13:00〜）実施。
③授業の実施方法
　基本、対面で実施する。状況に応じて、ZOOMを活用する場合もありうる。URL等は授業開始時期にClassroomに掲示する。
　なお、本授業でオンラインを活用する際は、合間にグループ討議等を行うことなどから、常時、ビデオをONにした状態で臨んで頂くことを、受講のルールとす
る。
④関連資料の入手方法
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更新日付 2026/3/16

１単位の授業科目は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の目安は、「講義・演習」については１５～３０時間に授
業および授業時間外学修（予習・復習など）３０～１５時間、「実験、実習及び実技」については３０～４５時間の授業および授業時間外学修（予習・復習など）１５～０時間です。
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曜日・講時 木曜3限

開講学期 2学期

担当教員 小嶋　秀樹

授業コード PB24330

科目名 教育情報デザイン論講義Ⅱ

単位数 2.0単位

主要授業科目 〇

授業題目
未来の教育・療育に向けた学際的人間科学の探究

授業の目的と概要

教育・療育の先端的な研究に従事するには，人間の身体・脳・認知に関して，学際的な視点から深く理解するスタンスが求められる。この要請に対して本講義で
は，人間に関する諸科学（脳科学・認知心理学・発達心理学・進化心理学など）を縦糸・横糸として，それらが織りなす重層的な人間理解を解説していく。また，
講義の後半では，このような学際的なアプローチの一例として，担当教員による一連の研究（ロボットを活用した自閉症療育支援）について詳説し，卒業研究など
今後の学修や研究に向けた見通し・動機づけを与える。

担当教員（所属）

科目ナンバリング PES-EIA222J

使用言語 日本語

教科書及び参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

学修の到達目標

・教育・養育の分野に関する人間の認知特性を学際的な視点から理解できる。
・未来の教育・療育の形をデザインし，技術的な実現可能性やその教育・療育における効果等について検討し，説明・表現することができる。
・人間理解を学際的に達成し，その後の学修・研究に向けた動機づけや，教育・療育における実践的な手法・教材等の開発に向けた見通しを持つことができる。

授業内容・方法と進度予定

第1回：イントロダクション：人間科学と認知工学
第2回：身体と脳：環世界とアフォーダンス
第3回：身体と脳：脳科学概論：脳の構造と機能
第4回：認知発達理論の諸相：個体学習から社会的学習へ
第5回：認知発達理論の諸相：活動理論とナチュラルペダゴジー
第6回：コミュニケーション発達：共同注意
第7回：コミュニケーション発達：心の理論
第8回：コミュニケーション発達：行為と意図の模倣
第9回：言語の発達：シンボルと文法の獲得
第10回：言語の発達：文化の創造と継承
第11回：言語の発達：ふり遊びにみる想像力と創造力
第12回：自閉症の認知科学：自閉症の特徴
第13回：自閉症の認知科学：自閉症の認知スタイル
第14回：自閉症の認知科学：脳と認知の相対論
第15回：自閉症の認知科学：療育支援の実践
定期試験（レポート）
（上記の予定は変更となることがあります。）

成績評価方法
授業時間内で随時行う小レポート（計50%）と最終レポート（50%）を総合して評価する。  

オフィスアワー
毎週木曜10:30〜12:00，文学４階の小嶋研究室にて。

更新日付 2026/3/16

授業時間外学修

第2回目以降では、事前に前回の講義について自主的に復習しておくこと。

実務・実践的授業 ×

その他 詳しいスケジュールや授業形態については，9月にクラスルームに掲示するので必ず確認しておくこと。

125 / 154



１単位の授業科目は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の目安は、「講義・演習」については１５～３０時間に授
業および授業時間外学修（予習・復習など）３０～１５時間、「実験、実習及び実技」については３０～４５時間の授業および授業時間外学修（予習・復習など）１５～０時間です。
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曜日・講時 木曜3限

開講学期 2学期

担当教員 若島　孔文、本多　奈美、坂本　一真

授業コード PB24340

科目名 臨床心理学演習Ⅰ

単位数 2.0単位

主要授業科目 〇

授業題目
臨床心理学研究法

授業の目的と概要

臨床心理学研究法の基礎およびその実際を学ぶ。

担当教員（所属）

科目ナンバリング PES-PSY341J

使用言語 日本語

教科書及び参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

学修の到達目標

臨床心理学研究法に関する基礎的事項を習得する。

授業内容・方法と進度予定

受講生各自が卒業研究に向けて研究テーマ、研究内容等について計画・発表・討論する。研究論文の精読、紹介を行う。

１．オリエンテーション
２．〜　14．各受講生の研究に関する発表と討論、文献紹介
15．総括 /

成績評価方法
出席とレポートにより評価する。

オフィスアワー
月曜日10時30時から14時30分

更新日付 2026/3/16

１単位の授業科目は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の目安は、「講義・演習」については１５～３０時間に授
業および授業時間外学修（予習・復習など）３０～１５時間、「実験、実習及び実技」については３０～４５時間の授業および授業時間外学修（予習・復習など）１５～０時間です。

授業時間外学修

各自の研究テーマに従い、論文を検索し、論文を精読し、研究を計画すること。

実務・実践的授業 ×

その他 適宜、臨床心理学演習Ⅲ・Ⅳと合同で演習を行う。
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曜日・講時 木曜4限

開講学期 2学期

担当教員 若島　孔文、本多　奈美、坂本　一真

授業コード PB24350

科目名 臨床心理学演習Ⅱ

単位数 2.0単位

主要授業科目 〇

授業題目
臨床心理学研究法

授業の目的と概要

臨床心理学研究法の基礎およびその実際を学ぶ。

担当教員（所属）

科目ナンバリング PES-PSY342J

使用言語 日本語

教科書及び参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

学修の到達目標

臨床心理学研究法に関する基礎的事項を習得する。

授業内容・方法と進度予定

受講生各自が卒業研究に向けて研究テーマ、研究内容等について計画・発表・討論する。研究論文の精読、紹介を行う。

１．オリエンテーション
２．〜　14．各受講生の研究に関する発表と討論、文献紹介
15．総括 /

成績評価方法
出席とレポートにより評価する。

オフィスアワー
月曜日10時30時から14時30分

更新日付 2026/3/16

１単位の授業科目は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の目安は、「講義・演習」については１５～３０時間に授
業および授業時間外学修（予習・復習など）３０～１５時間、「実験、実習及び実技」については３０～４５時間の授業および授業時間外学修（予習・復習など）１５～０時間です。

授業時間外学修

各自の研究テーマに従い、論文を検索し、論文を精読し、研究を計画すること。

実務・実践的授業 ×

その他 適宜、臨床心理学演習Ⅲ・Ⅳと合同で演習を行う。
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曜日・講時 木曜3限

開講学期 2学期

担当教員 安保　英勇、吉田　沙蘭、前田　駿太、ＳＣＨＬＥＭＰＥＲ　ＬＥＮＮＡ

授業コード PB24360

科目名 臨床心理学演習Ⅲ

単位数 2.0単位

主要授業科目 〇

授業題目
臨床心理学研究法

授業の目的と概要

臨床心理学研究法の基礎およびその実際を学ぶ。

担当教員（所属）

科目ナンバリング PES-PSY343J

使用言語 日本語

教科書及び参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

学修の到達目標

臨床心理学研究法に関する基礎的事項を習得する。

授業内容・方法と進度予定

受講生各自が卒業研究に向けて研究テーマ、研究内容等について計画・発表・討論する。研究論文の精読、紹介を行う。
１．オリエンテーション
２．〜 14．各受講生の研究に関する発表と討論、文献紹介
15．総括

成績評価方法
レポート（70％）、授業への参加度（30％）による。

オフィスアワー
火曜日、13時から15時

更新日付 2026/3/16

１単位の授業科目は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の目安は、「講義・演習」については１５～３０時間に授
業および授業時間外学修（予習・復習など）３０～１５時間、「実験、実習及び実技」については３０～４５時間の授業および授業時間外学修（予習・復習など）１５～０時間です。

授業時間外学修

各自の研究テーマに従い、論文を検索し、論文を精読し、研究を計画すること。

実務・実践的授業 ×

その他 適宜、臨床心理学演習Ⅰ・Ⅱと合同で演習を行う。
class code: ww56z2oe
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曜日・講時 木曜4限

開講学期 2学期

担当教員 安保　英勇、吉田　沙蘭、前田　駿太、ＳＣＨＬＥＭＰＥＲ　ＬＥＮＮＡ

授業コード PB24370

科目名 臨床心理学演習Ⅳ

単位数 2.0単位

主要授業科目 〇

授業題目
臨床心理学研究法

授業の目的と概要

臨床心理学研究法の基礎およびその実際を学ぶ。

担当教員（所属）

科目ナンバリング PES-PSY344J

使用言語 日本語

教科書及び参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

学修の到達目標

臨床心理学研究法に関する基礎的事項を習得する。

授業内容・方法と進度予定

受講生各自が卒業研究に向けて研究テーマ、研究内容等について計画・発表・討論する。研究論文の精読、紹介を行う。
１．オリエンテーション
２．〜 14．各受講生の研究に関する発表と討論、文献紹介
15．総括

成績評価方法
レポート（70％）、授業への参加度（30％）による。

オフィスアワー
火曜日、13時から15時

更新日付 2026/3/16

１単位の授業科目は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の目安は、「講義・演習」については１５～３０時間に授
業および授業時間外学修（予習・復習など）３０～１５時間、「実験、実習及び実技」については３０～４５時間の授業および授業時間外学修（予習・復習など）１５～０時間です。

授業時間外学修

各自の研究テーマに従い、論文を検索し、論文を精読し、研究を計画すること。

実務・実践的授業 ×

その他 適宜、臨床心理学演習Ⅰ・Ⅱと合同で演習を行う。
class code: ccxyl7qo
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曜日・講時 木曜5限

開講学期 2学期

担当教員 野口　和人

授業コード PB24510

科目名 発達障害学講義Ⅲ（障害者・障害児心理学）

単位数 2.0単位

主要授業科目 〇

授業題目
障害の理解と心理・教育的支援

授業の目的と概要

障害に関わる法制度，療育・教育制度，診断基準，心理・教育的支援について講述するとともに，発達障害のある子どもたちへの心理・教育的支援における課題を
論じる。

担当教員（所属）

科目ナンバリング PES-PSY219J

使用言語 日本語

教科書及び参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

学修の到達目標

①障害に関わる法制度，療育・教育制度，診断基準，心理・教育的支援について学ぶ。
②発達障害学について多角的に理解する。

授業内容・方法と進度予定

○授業の実施方法：対面方式で実施します（特段の理由がある場合に限り，オンラインでの受講を認めます）。
○関連資料の入手方法：必要な資料はクラスの共有ドライブを利用して配付します。

　１．オリエンテーション（公認心理師に求められる，障害に関する基礎知識について）
　２．障害者の権利に関する条約，障害者基本法等
　３．我が国における特別支援教育の仕組み①
　４．我が国における特別支援教育の仕組み②
　５．障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律等
　６．身体障害者福祉法，知的障害者福祉法，精神保険及び精神障害者福祉に関する法律，発達障害者支援法等①
　７．身体障害者福祉法，知的障害者福祉法，精神保険及び精神障害者福祉に関する法律，発達障害者支援法等②
　８．国際障害分類（ICIDH），国際生活機能分類（ICF）等
　９．国際疾病分類（ICD），精神疾患の診断と統計マニュアル（DSM），AAIDDによるマニュアル①
１０．国際疾病分類（ICD），精神疾患の診断と統計マニュアル（DSM），AAIDDによるマニュアル②
１１．アセスメントの視点と方法，主な心理・教育的支援
１２．発達障害について，事例に基づき理解する①
１３．発達障害について，事例に基づき理解する②
１４．発達障害について，事例に基づき理解する③
１５．まとめ

成績評価方法
平常点（50％）及びレポート（50％）により総合的に評価する。

オフィスアワー
前期：火曜日3限目
後期：木曜日3限目

更新日付 2026/3/16

授業時間外学修

毎回の授業において指示する。

実務・実践的授業 ×

その他 クラスコード：s3h7sa4b
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１単位の授業科目は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の目安は、「講義・演習」については１５～３０時間に授
業および授業時間外学修（予習・復習など）３０～１５時間、「実験、実習及び実技」については３０～４５時間の授業および授業時間外学修（予習・復習など）１５～０時間です。
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曜日・講時 金曜1限

開講学期 2学期

担当教員 本多　奈美

授業コード PB25110

科目名 人体の構造と機能及び疾病

単位数 2.0単位

主要授業科目 〇

授業題目
人体の構造と機能及び疾病

授業の目的と概要

人体の構造と機能の概要を理解するとともに、各種疾病や障害等を学ぶ。

担当教員（所属）

科目ナンバリング PES-PSY249J

使用言語 日本語

教科書及び参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

学修の到達目標

人体の構造と機能および各種疾病や障害等に関する基礎的な知識を習得する。

授業内容・方法と進度予定

対面授業を実施する。

01　オリエンテーション、診断と治療
02　人体の構造と機能
03　感覚器、神経、内分泌
04　小児、遺伝
05　加齢
06　内科疾患
07　がん、難病
08　感染症、
09　脳血管疾患
10　機能性疾患
11　整形外科疾患
12　周産期医療
13　緩和ケア、終末期医療
14　健康と健康増進
15　まとめ・筆記試験

成績評価方法
試験（40点）、レポート(40点)および平常点（20点）による総合的な評価。

人体の構造と機能及び疾病　第
二版

武田克彦他編 医歯薬出版 2024 978-4-263-26597-0

オフィスアワー
設定なし

更新日付 2026/3/16

授業時間外学修

その都度、指示します。

実務・実践的授業 ×

その他 クラスコード：ijafqraj
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１単位の授業科目は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の目安は、「講義・演習」については１５～３０時間に授
業および授業時間外学修（予習・復習など）３０～１５時間、「実験、実習及び実技」については３０～４５時間の授業および授業時間外学修（予習・復習など）１５～０時間です。
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曜日・講時 金曜2限

開講学期 2学期

担当教員 甲斐　健人

授業コード PB25210

科目名 生涯学習論演習Ⅳ（社会教育演習）

単位数 2.0単位

主要授業科目 〇

授業題目
スポーツの社会学を読む

授業の目的と概要

スポーツ社会学及びその関連領域の質的研究を読み、その学術的、社会的意義について考える。

担当教員（所属）

科目ナンバリング PES-EDU326J

使用言語 日本語

教科書及び参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

学修の到達目標

スポーツや身体を社会学する可能性と限界を理解する。

授業内容・方法と進度予定

対象文献を丁寧に読み、ディスカッションを通して、その構成を理解する。

成績評価方法
出席、授業での報告、最終レポートに基づき評価する。

オフィスアワー
月曜　12:10ー12：50

更新日付 2026/3/16

１単位の授業科目は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の目安は、「講義・演習」については１５～３０時間に授
業および授業時間外学修（予習・復習など）３０～１５時間、「実験、実習及び実技」については３０～４５時間の授業および授業時間外学修（予習・復習など）１５～０時間です。

授業時間外学修

適宜指示する

実務・実践的授業 ×

その他 Google　クラスルーム　クラスコード：mfd37432
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曜日・講時 金曜2限

開講学期 2学期

担当教員 工藤　与志文

授業コード PB25220

科目名 教育心理学講義Ⅰ

単位数 2.0単位

主要授業科目 〇

授業題目
知識の教授と学習の心理学

授業の目的と概要

学校教育の目標の一つは、当該領域における重要概念やルールによって構成された知識システムを学習者内に構築することである。この講義では、概念やルールの
教授・学習に関する心理学的知見を概説するとともに、関連する心理学的諸問題について論じる。

担当教員（所属）

科目ナンバリング PES-PSY211J

使用言語 日本語

教科書及び参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

学修の到達目標

①　概念やルールに関する教授学習心理学研究の基礎的成果について知る。
②　学校教育における知識システムの構築の重要性について理解する。

授業内容・方法と進度予定

1. ガイダンス
2 .概念とは何か
3. 概念と思考
4. 概念に関する古典的見解
5. 概念学習の心理学(1)
6. 概念学習の心理学(2)
7. ルール学習の心理学(1)
8. ルール学習の心理学(2)
9. ルール学習と問題解決(1)
10.ルール学習と問題解決(2)
11.ルール学習と知識操作(1)
12.ルール学習と知識操作(2)
13 知識操作と創造性
14. 今後の課題
15. まとめ

成績評価方法
各講義後のレポート課題の提出状況と最終試験の成績で評価する

オフィスアワー
毎週月曜４講時

更新日付 2026/3/16

授業時間外学修

前回の講義内容を復習するとともに、与えられたレポート課題に取り組む。

実務・実践的授業 ×

その他

連絡先：yoshifumi.kudo.d6@tohoku.ac.jp

（Ｇｏｏｇｌｅクラスルーム対応）
クラスコード　　eeldmgmw

136 / 154



１単位の授業科目は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の目安は、「講義・演習」については１５～３０時間に授
業および授業時間外学修（予習・復習など）３０～１５時間、「実験、実習及び実技」については３０～４５時間の授業および授業時間外学修（予習・復習など）１５～０時間です。
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曜日・講時 金曜2限

開講学期 2学期

担当教員 前田　駿太、長友　周悟

授業コード PB25230

科目名 関係行政論

単位数 2.0単位

主要授業科目 〇

授業題目
関係行政論

授業の目的と概要

心理学的支援に関係する法律・制度の基本について学ぶ。

担当教員（所属）

科目ナンバリング PES-PSY250J

使用言語 日本語

教科書及び参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

学修の到達目標

保健医療分野、福祉分野、教育分野、司法・犯罪分野、産業・労働分野における心理学的支援に関係する法律・制度の概要について理解する。

授業内容・方法と進度予定

第１回 オリエンテーション、法律・制度の基本と公認心理師
第２回 公認心理師の法的立場と多職種連携
第３回 産業・労働分野に関連する法律・制度
第４回 保健医療分野に関連する法律・制度（１）：保健医療全般
第５回 保健医療分野に関連する法律・制度（２）：精神科医療
第６回 保健医療分野に関連する法律・制度（３）：地域保健・医療
第７回 福祉分野に関連する法律・制度（１）：児童福祉、高齢者福祉
第８回 福祉分野に関連する法律・制度（２）：障害児・障害者福祉
第９回 司法・犯罪分野に関連する法律・制度（１）：家事
第１０回 司法・犯罪分野に関連する法律・制度（２）：刑事
第１１回 司法・犯罪分野に関連する法律・制度（３）：少年非行
第１２回 教育分野に関連する法律・制度（１）
第１３回 教育分野に関連する法律・制度（２）
第１４回 各分野に横断して関係する法律・制度、最近のトピック
第１５回 まとめ・筆記試験

成績評価方法
毎回のミニットペーパー 30%、レポート 35％、筆記試験 35％

オフィスアワー
設定なし

授業時間外学修

授業終了後の復習に取り組むことが期待される。

実務・実践的授業 ○（企業等での勤務経歴を有しており実務経験を活かした授業を行う）

その他

公認心理師試験を受験するために必要な科目である。
この科目は平成３０年以降入学者対象科目である。

（Googleクラスルーム対応）
クラスコード：6klm6gnb
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更新日付 2026/3/16

１単位の授業科目は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の目安は、「講義・演習」については１５～３０時間に授
業および授業時間外学修（予習・復習など）３０～１５時間、「実験、実習及び実技」については３０～４５時間の授業および授業時間外学修（予習・復習など）１５～０時間です。
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曜日・講時 金曜3限、金曜4限

開講学期 2学期

担当教員 横田　晋務／教育心理学コース教員

授業コード PB25310

科目名 教育心理学実験Ⅱ（心理学実験）

単位数 2.0単位

主要授業科目 〇

授業題目
教育心理学実験Ⅱ（心理学実験）

授業の目的と概要

この授業科目は，教育心理学コースの3年次学生が，従来の研究を追試的に検討することにより，心理学研究の基礎的技法を習得することを目的とする。

担当教員（所属）

科目ナンバリング PES-PSY382J

使用言語 日本語

教科書及び参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

学修の到達目標

1. 心理学研究の技法を学ぶ。
2. SPSSなどを用いた心理学の統計的分析方法について学ぶ。
3. 心理学の研究論文における記述方法について学ぶ。

授業内容・方法と進度予定

1. オリエンテーション
2. 追試研究構想発表
3. 追試研究構想再発表
4. 追試研究構想再々発表
5. データ収集の依頼と実際
6. データの入力方法
7. 仮説検証とデータの分析
8.「結果」「考察」のまとめ方
9. 追試研究発表と討議
10. 追試研究再発表と再討議
11. 追試研究再々発表と再々討議
12. 討議の振り返りと論文のまとめ方
13. 合同発表会最終レポート作成(1)
14. 合同発表会最終レポート作成(2)
15. 最終レポート作成

成績評価方法
(1)授業への参加度（研究への取り組みの積極さ，他の班の発表時の聴講態度なども含む）
(2)追試研究最終レポート（班ごと）
(3)追試研究を振りかえるレポート（個人）

オフィスアワー
事前に教員に連絡すること

更新日付 2026/3/16

授業時間外学修

構想発表ならびに研究発表に関しては，授業時間を発表に充てるため，その準備は授業時間外での作業が中心となる。

実務・実践的授業 ×

その他 班に分かれての作業が中心となる。
事前に教育心理学実験Iを履修のこと。
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１単位の授業科目は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の目安は、「講義・演習」については１５～３０時間に授
業および授業時間外学修（予習・復習など）３０～１５時間、「実験、実習及び実技」については３０～４５時間の授業および授業時間外学修（予習・復習など）１５～０時間です。
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曜日・講時 金曜4限

開講学期 2学期

担当教員 伊藤　文人

授業コード PB25410

科目名 教育情報デザイン論講義Ⅰ

単位数 2.0単位

主要授業科目 〇

授業題目
認知・社会神経科学入門

授業の目的と概要

本講義では、人の認知や社会性を支える情報処理のプロセスや関連する脳のメカニズムについて学ぶ。これまでの研究で明らかにされてきた重要な知見について歴
史的な流れも踏まえ概説し、認知神経科学や神経心理学、神経経済学など社会神経科学と関わりの深い学問分野の知見も交えながら、脳とこころについて幅広く学
ぶ。また、最近の研究動向や周辺学問領域の知見についても紹介し、教育・福祉・コミュニケーションの未来を切り拓いていくための知的基盤形成を目指す。

担当教員（所属）

科目ナンバリング PES-EIA221J

使用言語 日本語

教科書及び参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

学修の到達目標

・人間の脳・こころ・認知・社会性の仕組みに関する基礎的な知見を理解する。
・人間の脳・こころ・認知・社会性を科学的に調べる方法を理解する。
・認知・社会神経科学の周辺学問領域の知見も踏まえ、教育・福祉・コミュニケーションへの展開について考察・デザインできる。

授業内容・方法と進度予定

第１回：ガイダンス、脳神経系の構造と機能
第２回：脳損傷に基づく脳機能の理解、さまざまな脳計測技術・非侵襲的脳刺激法
第３回：脳画像の見方
第４回：視覚・注意
第５回：言語
第６回：学習・記憶
第７回：運動、感覚
第８回：報酬、情動
第９回：神経経済学
第１０回： 脳科学観点からの発達過程と社会情動スキルⅠ
第１１回： 脳科学観点からの発達過程と社会情動スキルⅡ
第１２回：社会神経科学Ⅰ
第１３回：社会神経科学Ⅱ
第１４回：社会神経科学Ⅲ
第１５回：まとめ
定期試験（レポート）
（上記の予定は変更となることがあります。）

成績評価方法
授業時間内に行うミニットペーパー（50%）と最終レポート（50%）を総合して評価する。

オフィスアワー
木曜３限（事前にメールにてアポイントメントを取ってください）
Email: ayahito.ito.c2@tohoku.ac.jp

更新日付 2026/3/16

授業時間外学修

前回の講義について自主的に復習すること。

実務・実践的授業 ×

その他 講義の進め方や評価等の詳細は第１回の講義で説明する。
内容が前後したり変更される可能性がある。
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１単位の授業科目は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の目安は、「講義・演習」については１５～３０時間に授
業および授業時間外学修（予習・復習など）３０～１５時間、「実験、実習及び実技」については３０～４５時間の授業および授業時間外学修（予習・復習など）１５～０時間です。

143 / 154



曜日・講時 金曜5限

開講学期 2学期

担当教員 横田　晋務

授業コード PB25510

科目名 発達障害学演習Ⅳ

単位数 2.0単位

主要授業科目 〇

授業題目
発達障害研究法

授業の目的と概要

発達障害学に関する研究デザイン、およびデータ取得の方法論、解析方法などについてディスカッションを行い、自律的に研究を進める能力を養う

担当教員（所属）

科目ナンバリング PES-PSY321J

使用言語 日本語

教科書及び参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

学修の到達目標

①先行知見・理論に基づいた適切に問題設定できる
②リサーチクエスチョンを明らかにするために適切な研究デザイン、分析計画を立案することができる
③得られた結果に対し、先行知見を踏まえた適切な考察をすることができる
④上記①〜③を卒業論文等の作成の際に応用することができる

授業内容・方法と進度予定

１〜５　　　問題設定および文献レビュー
６〜１０　　発表・討論による問題・研究全体のデザインの精緻化
１１〜１５　研究方法・分析方法の立案・検討

成績評価方法
発表内容・ディスカッションへの参加度 100%

オフィスアワー
事前に E-mail 等で連絡すること。

更新日付 2026/3/16

１単位の授業科目は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の目安は、「講義・演習」については１５～３０時間に授
業および授業時間外学修（予習・復習など）３０～１５時間、「実験、実習及び実技」については３０～４５時間の授業および授業時間外学修（予習・復習など）１５～０時間です。

授業時間外学修

先行研究のレビューおよび研究デザインを考案し、発表の準備をすること

実務・実践的授業 ×

その他 発達障害学分野の学生（授業担当者の指導学生）を対象とします。
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曜日・講時 集中講義

開講学期 通年

担当教員 前田　駿太、若島　孔文、安保　英勇、本多　奈美、吉田　沙蘭、坂本　一真、ＳＣＨＬＥＭＰＥＲ　ＬＥＮＮＡ

授業コード PB30010

科目名 心理実習

単位数 2.0単位

主要授業科目 〇

授業題目
心理実習

授業の目的と概要

心理学的な支援について、見学等による実習を通し、基本的な水準で習得する。

担当教員（所属）

科目ナンバリング PES-PSY383J

使用言語 日本語

教科書及び参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

学修の到達目標

異なる分野における心理師の多様な働き方について、見学および活動への参加等を通して知識を得る。多職種連携の方法について、施設内連携だけでなく、施設間
連携も含め、知識を得る。見学および講義等を通して、各分野における職業倫理及び法的義務について知識を得る。

授業内容・方法と進度予定

実習事前指導、および学外実習施設（保健医療分野、福祉分野、教育分野、司法・犯罪分野、産業・労働分野）での見学を中心とした実習を軸に進める。これらを
通じて、心理に関する支援を要する者へのチームアプローチ、多職種連携及び地域連携、公認心理師としての職業倫理及び法的義務への理解等について学習する。

成績評価方法
各実習施設ごとの事前学習レポート（50％）および事後学習レポート（50％）で総合的に判断する。

オフィスアワー
設定なし

更新日付 2026/3/16

１単位の授業科目は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の目安は、「講義・演習」については１５～３０時間に授
業および授業時間外学修（予習・復習など）３０～１５時間、「実験、実習及び実技」については３０～４５時間の授業および授業時間外学修（予習・復習など）１５～０時間です。

授業時間外学修

授業時間外での実習記録の作成が必要になる。内容は事前指導で適宜指示する。

実務・実践的授業 ○（企業等での勤務経歴を有しており実務経験を活かした授業を行う）

その他

この科目は公認心理師試験の受験資格を得るために必要な科目である。この科目は平成３０年以降入学者対象科目である。この科目は原則として「心理演習」の単
位を習得済の者を受講対象者とする。

授業教員への相談を希望する場合にはメールでアポイントをとること（担当：前田駿太，メール：shunta.maeda.d2@tohoku.ac.jp）。

（Google classroom対応）
クラスコード：7rlla7w3
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曜日・講時 水曜3限

開講学期 通年

担当教員 その他教員

授業コード PB33310

科目名 社会科教育論Ⅰ

単位数 4.0単位

主要授業科目

授業題目
社会科教育論Ⅰ

授業の目的と概要

本講義では、社会科教育の理論と実践についての理解を深めることを目的とする。
本講義では、社会科教育の目標・内容・方法について、その基本的な問題を検討する。注目されてきた実践に学ぶことで、特に社会科教育の実践的方法を理解す
る。

担当教員（所属） 新福　悦郎（非常勤講師）

科目ナンバリング PES-EDU902J

使用言語 日本語

教科書及び参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

学修の到達目標

①中学校社会科教師として必要な実践的指導力の基礎を習得する。
具体的には次のような、実践的指導力を習得する。
・模擬授業を契機に、具体的な学習指導案を書けるようになる。
・模擬授業において、教育内容および教材、教育方法の観点から総合的に授業成立できるようになる。
・子どもたちの視点から授業を分析する力を学ぶ。
②　教育実習に臨む準備を整える。

授業内容・方法と進度予定

授業計画
第１回：オリエンテーション、学びの履歴
第２回：社会科誕生の経緯　（加藤章『戦後歴史教育史論』、梅野正信『社会科歴史教科書成立史』をもとに）
第３回：社会科の変遷Ⅰ　（初期社会科プランとカリキュラム）
第４回：社会科の変遷Ⅱ　（やまびこ学校、勝田・梅根論争）
第５回：社会科の変遷Ⅲ　（学習指導要領の変遷）
第６回：社会科における人権と法Ⅰ
第７回：社会科における人権と法Ⅱ
第８回：社会科実践史Ⅰ　（安井俊夫の楽しくわかる社会科授業）
第９回：社会科実践史Ⅱ　（杉浦正和・和井田清司のディベート）
第１０回：社会科の目標と学力（社会科で育てる学力とは何か。平成29年版学習指導要領）
第１１回：社会科の授業方法Ⅰ（問題解決、理解、説明,議論、意思決定、社会参加）
第１２回：社会科の授業方法Ⅱ（アクティブラーニングと討論の技法）
第１３回：社会科の授業方法Ⅲ（佐藤学「学びの共同体」と社会科）
第１４回：社会科の内容と社会科の課題Ⅰ（いじめ問題の授業）
第１５回：社会科の内容と社会科の課題Ⅱ（ハンセン病問題の授業）
第１６回：社会科の内容と社会科の課題Ⅲ（防災教育と安全確保義務）
第１７回：社会科の内容と社会科の課題Ⅲ（戦後補償問題の授業）
第１８回：社会科における教材づくりⅠ
第１９回：社会科における教材づくりⅡ
第２０回：社会科と討論授業
第２１回：地域教材づくりと授業（地域の歴史教材開発の授業）
第２２回：社会科教育とＩＣＴ
第２３回：学習指導案の作成
第２４回：模擬授業と省察Ⅰ
第２５回：模擬授業と省察Ⅱ
第２６回：模擬授業と省察Ⅲ
第２７回：模擬授業と省察Ⅲ
第２８回：模擬授業と省察Ⅳ
第２９回：模擬授業と省察Ⅴ
第３０回：本授業におけるまとめ
定期試験

成績評価方法
前期・後期テスト　２５点
模擬授業および学習指導案　３０点
リアクションペーパーや課題レポート４５点

中学校学習指導要領（平成29年
告示）解説社会編

文部科学省 東洋館出版社 2018年 978-4-491-03471-3 参考書

公民科教育と学校教育 梅野正信・新福悦郎・蜂須賀洋
一

三恵社 2021年 978-4-86693-367-2 教科書
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オフィスアワー
毎週水曜日午後、2階非常勤講師室

更新日付 2026/3/16

１単位の授業科目は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の目安は、「講義・演習」については１５～３０時間に授
業および授業時間外学修（予習・復習など）３０～１５時間、「実験、実習及び実技」については３０～４５時間の授業および授業時間外学修（予習・復習など）１５～０時間です。

授業時間外学修

①模擬授業発表時の指導案作成と授業準備
②各授業ごとのリアクションペーパーや課題レポート

実務・実践的授業 ○（企業等での勤務経歴を有しており実務経験を活かした授業を行う）

その他

質問がある場合は担当教員の次のメールに連絡すること。
etsuro.shimpuku.d3@tohoku.ac.jp
（Googleクラスルーム対応）
①クラスコード：
②第１回授業の開始時期：2026年4月8日 3限
③授業の実施方法：対面授業
④関連資料の入手方法：授業用の資料はClassroomで紹介
⑤対面授業への対応が困難な学生への対応策：個別に相談（etsuro.shimpuku.d3@tohoku.ac.jpへ連絡のこと）

147 / 154



曜日・講時 水曜4限

開講学期 通年

担当教員 その他教員

授業コード PB33410

科目名 社会科教育論Ⅱ

単位数 4.0単位

主要授業科目

授業題目
社会科教育論Ⅱ

授業の目的と概要

本授業では、履修者が中学校社会科における教育内容や授業の進め方について、実際の現場で指導できる資質能力を養成することを目的とする。
特に教育内容に特化し、具体的で深い学びになることを目指す。そのために、映像や新聞記事などを活用して理解を進める。
同時に、学習内容と教材研究の関係性を把握し、社会科授業づくりへの応用を目指す。

担当教員（所属） 新福　悦郎（非常勤講師）

科目ナンバリング PES-EDU903J

使用言語 日本語

教科書及び参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

学修の到達目標

①　中学校社会科教師として必要な実践的授業づくりの基礎となる学習内容の具体的な認識を獲得することができる。
具体的には、歴史的分野、公民的分野を中心に、法と人権の視点からの学習内容について社会認識の形成深化を図ることができる。
②　教育内容を授業づくりに活かす教材研究の手法を理解できる。

授業内容・方法と進度予定

授業計画
第１回：オリエンテーション
第２回：高度経済成長期の日本社会の背景
第３回：高度経済成長期の社会問題
第４回：司法制度の内容理解
第５回：司法制度改革と冤罪
第６回：第２次世界大戦の時代背景
第７回：ホロコーストとヨーロッパ社会
第８回：ハンセン病問題の歴史的社会的背景
第９回：人権教育としてのハンセン病問題
第１０回：アジアの民主化問題
第１１回：韓国における民主化運動
第１２回：原爆による被害と日本社会
第１３回：核兵器をめぐる問題と被爆者
第１４回：子どもの権利条約と子どもの権利条例
第１５回：本授業における前期のまとめ
第１６回：子どもの権利条約と虐待の問題
第１７回：第一次世界大戦の特色と時代背景
第１８回：第一次世界大戦と日本
第１９回：戦後の日本社会と教育Ⅰ
第２０回：戦後の日本社会と教育Ⅱ
第２１回：アジア太平洋戦争と日本
第２２回：沖縄戦の実相
第２３回：明治大正期の日本の労働問題
第２４回：明治大正期の日本民衆の実相
第２５回：戦前の教育制度と若者
第２６回：旧制高校と学徒出陣の実相
第２７回：韓国併合と植民地化
第２８回：戦後補償問題と日本
第２９回：新聞記事を活用した社会科授業
第３０回：本授業におけるまとめ
定期試験

成績評価方法
前期・後期テスト　４０点
レポート報告２回（新聞記事内容、教科書内容の要素）３０点
リアクションペーパーもしくは授業後の課題レポート３０点

中学校学習指導要領（平成29年
告示）解説社会編

文部科学省 東洋館出版社 2018年 978-4-491-03571-3 参考書

公民科教育と学校教育 梅野正信・新福悦郎・蜂須賀洋
一

三恵社 2021年 978-4-86693-367-2 教科書
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オフィスアワー
毎週水曜日午後、2階非常勤講師室

更新日付 2026/3/13

１単位の授業科目は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の目安は、「講義・演習」については１５～３０時間に授
業および授業時間外学修（予習・復習など）３０～１５時間、「実験、実習及び実技」については３０～４５時間の授業および授業時間外学修（予習・復習など）１５～０時間です。

授業時間外学修

①レポートの作成と報告の準備
②授業ごとのリアクションペーパーや課題レポート作成

実務・実践的授業 ×

その他

質問がある場合は担当教員の次のメールに連絡すること。
etsuro.shimpuku.d3@tohoku.ac.jp
(Googleクラスルーム対応）
①クラスコード：
②第１回授業の開始時期：2026年4月8日　4限
③授業の実施方法：対面授業
④関連資料の入手方法：授業用の資料はClassroomで紹介
⑤対面授業への対応が困難な学生への対応策：個別に相談（etsuro.shimpuku.d3@tohoku.ac.jpへ連絡のこと）
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曜日・講時 水曜5限

開講学期 通年

担当教員 その他教員

授業コード PB33510

科目名 公民科教育論

単位数 4.0単位

主要授業科目

授業題目
公民科教育論

授業の目的と概要

本講義では、公民科教育の理論と実践についての理解を深めることを目的とする。
本講義では、公民科教育の目標・内容・方法について、その基本的な問題を検討する。注目されてきた実践に学ぶことで、特に公民科教育の実践的方法を理解す
る。

担当教員（所属） 新福　悦郎（非常勤講師）

科目ナンバリング PES-EDU904J

使用言語 日本語

教科書及び参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

学修の到達目標

①　高等公民科教師として必要な実践的指導力の基礎を習得する。
具体的には次のような実践的指導力を習得する。
・公民科教育の意義と課題について考察できる。
・公民科教育の目標論、学力論について考察できる。
・新しい学習指導要領の内容について理解し分析できる。
・教材を創意工夫して作成できる。
・学習指導案を作成できる。
・模擬授業を機会にして、授業を教育内容、教材、教育方法の観点から総合的に成立できる。
・子どもたちの視点から授業を分析できる。
②　教育実習に臨む準備を整える。

授業内容・方法と進度予定

授業計画
第１回：オリエンテーション、公民科と社会的課題
第２回：公民系教科・科目の成立と変遷、公民科目標の変遷
第３回：新しい学習指導要領と改訂の特色
第４回：公民科教育の到達目標
第５回：教育実習と公民科の授業
第６回：学習指導案の要諦（略案と正案と細案）
第７回：授業づくりと教材づくり
第８回：新聞活用の方法
第９回：アクティブ・ラーニングと公民科授業
第１０回：討論の技法
第１１回：ディベート学習
第１２回：模擬選挙
第１３回：政治的教養と政治的中立性
第１４回：評価の方法
第１５回：公民科教育と省察（総合的なまとめⅠ）
第１６回：司法参加の方法と内容
第１７回：高度情報化社会
第１８回：環境問題の出発点
第１９回：子どもの権利条約と権利条例
第２０回：いじめ問題の学習
第２１回：脳死と死
第２２回：消費者教育
第２３回：先人の哲学者思想の授業づくり
第２４回：模擬授業と評価Ⅰ
第２５回：模擬授業と評価Ⅱ
第２６回：模擬授業と評価Ⅲ
第２７回：模擬授業と評価Ⅳ
第２８回：模擬授業と評価Ⅴ
第２９回：模擬授業と評価Ⅵ
第３０回：まとめ
定期試験

成績評価方法
前期・後期テスト　２５点
模擬授業および学習指導案　３０点
リアクションペーパーもしくは授業後の課題レポート４５点

高等学校学習指導要領（平成30
年告示）解説公民編

文部科学省 東京書籍 2019年 978-4-487-28633-1 参考書

公民科教育と学校教育 梅野正信・新福悦郎・蜂須賀洋
一

三恵社 2021年 978-4-86693-367-2 教科書
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オフィスアワー
毎週水曜日午後、2階非常勤講師室

更新日付 2026/3/13

１単位の授業科目は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の目安は、「講義・演習」については１５～３０時間に授
業および授業時間外学修（予習・復習など）３０～１５時間、「実験、実習及び実技」については３０～４５時間の授業および授業時間外学修（予習・復習など）１５～０時間です。

授業時間外学修

①模擬授業発表時の指導案作成と授業準備
②各授業ごとのリアクションペーパーもしくは課題レポート
③次回授業時の論文を事前に読んでくること。

実務・実践的授業 ○（企業等での勤務経歴を有しており実務経験を活かした授業を行う）

その他

質問がある場合は担当教員の次のメールに連絡すること。
 etsuro.shimpuku.d3@tohoku.ac.jp
(Googleクラスルーム対応）
①クラスコード：
②第１回授業の開始時期：2026年4月8日　5限
③授業の実施方法：対面授業
④関連資料の入手方法：授業用の資料はClassroomで紹介
⑤対面授業への対応が困難な学生への対応策：個別に相談（etsuro.shimpuku.d3@tohoku.ac.jpへ連絡のこと）
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曜日・講時 木曜2限

開講学期 通年

担当教員 甲斐　健人

授業コード PB34210

科目名 教育学実習

単位数 2.0単位

主要授業科目 〇

授業題目
質的調査法を学ぶ

授業の目的と概要

　この授業では、教育現象を実証的に研究する上で必要な社会調査の方法を理解し、それを実際に遂行できる基礎的な技法の習得を目指す。このため、①社会調査
の理論と技法に関する学習をした後、②研究テーマと対象地の選定、③現地調査の実施、④調査の分析と報告書の作成、⑤報告会の開催など、調査の一連の過程を
体験する。
　研究テーマや対象地の選定は授業の中で議論し決定していくが、学校教育、社会教育、スポーツ、身体文化などと関連するテーマを予定している。

担当教員（所属）

科目ナンバリング PES-EDU381J

使用言語 日本語

教科書及び参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

学修の到達目標

「社会調査」の技法について学習し、自分の力で調査を企画・実施する能力を身につけることを目ざす。

授業内容・方法と進度予定

1．イントロダクション
２．質的研究法とはどのようなものか
３．研究テーマとリサーチクエスチョン
４．調査の方法の学習とテーマに応じた手法の選定
５．調査の研究倫理
６．フィールドワークの実際
7．分析の方法
８．理論の構築法
９．研究報告の作成技法
１０．まとめ−プレゼンテーションの方法

成績評価方法
グループワークを中心に実習を行う予定であり、出席を重視する（８０％）。また、グループで作成したレポートの評価を加える（２０％）。

オフィスアワー
月曜日　１２：１０−１２：５０

更新日付 2026/3/13

１単位の授業科目は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の目安は、「講義・演習」については１５～３０時間に授
業および授業時間外学修（予習・復習など）３０～１５時間、「実験、実習及び実技」については３０～４５時間の授業および授業時間外学修（予習・復習など）１５～０時間です。

授業時間外学修

実際に調査活動をする予定であり、必要に応じて授業時間外に活動を行う。

実務・実践的授業 ×

その他

Google　クラスルーム　クラスコード：wwsxlvza

学外の他者と関わる授業であり、調査対象者と関わる心構えの無い受講者は授業期間内に受講を断る可能性があるので留意すること。
連絡先：taketo.kai.a2@tohoku.ac.jp
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曜日・講時 木曜4限

開講学期 通年

担当教員 福田　亘孝

授業コード PB34410

科目名 教育学実習

単位数 2.0単位

主要授業科目 〇

授業題目
データ・サイエンスとしての社会調査の理論と実践

授業の目的と概要

社会調査を実際に行い，調査データを分析し，報告書を作成することで「データ・サイエンス」の技法を修得する

担当教員（所属）

科目ナンバリング PES-EDU381J

使用言語 日本語

教科書及び参考書

書名 著者名 出版社 出版年 ISBN/ISSN 資料種別

学修の到達目標

（１）仮説や分析枠組みを構築し，調査票が作成することができる
（２）社会調査のフィールド・ワークを行うことができる
（３）コーディング，データ入力，クリーニング作業を行い，データの計量分析と報告書の作成ができる

授業内容・方法と進度予定

1   はじめに：「研究倫理」と「調査倫理」
2   年間スケジュールと調査企画案の説明
3   調査企画案の確定と調査方法の決定
4   仮説構成と質問項目の決定
5   調査票の作成とプリテスト
6   調査対象者の決定と対象者原簿の作成
7   調査票の修正と依頼状・催促状の作成
8   調査対象者原簿確定と調査票・依頼状・催促状の最終チェック
9   調査依頼状と調査票の印刷
10 調査依頼状の発送
11 フィールド・ワークのマニュアル作成
12 フィールド・ワークについての解説
13 調査票の回収状況の確認と回収調査票の整理
14 エディティングとコーディングの準備
15 フィールド・ワーク（１）
16 フィールド・ワーク（２）
17 調査票の点検　有効調査票の確定
18 コーディング
19 コンピュータへのデータ入力
20 SPSSの使い方（１）
22 SPSSの使い方（２）
21 集計とデータ・クリーニング
22 単変量分析
23 二変量分析
24 多変量分析
25 調査報告書の構成と執筆分担案の検討
26 執筆内容の具体化
27 報告書の草稿の報告
28 分析結果のプレゼンテーション（１）
29 分析結果のプレゼンテーション（２）
30 報告書原稿の提出と検討

成績評価方法
授業への参加度（20％），発表・レポート（40％），課題（40％）

ガイドブック社会調査 森岡清志 日本評論社 2006

社会調査法入門 盛山和夫 有斐閣 2004

社会統計学ベイシック 片瀬一男・阿部晃士・高橋征仁 ミネルヴァ書房 2015

SPSSによる応用多変量解析 三輪 哲・林 雄亮 オーム社 2014

社会統計学 ボーンシュテット＆ノーキ ハーベスト社 1992

社会統計学アドバンスト 片瀬一男・阿部晃士・高橋征仁 ミネルヴァ書房 2019

心理統計学の基礎 南風原朝和 有斐閣 2002

授業時間外学修

★教科書、参考書、配布資料を理解し、授業の予習・復習をする
★必要に応じてReading AssignmentとWriting Assignmentを課す
★Google Classroomコード： clflvwt6
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オフィスアワー

※オフィス・アワー
木曜日
13:10-13:40
事前予約が必要

更新日付 2026/3/13

１単位の授業科目は、４５時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準としています。１単位の修得に必要となる学修時間の目安は、「講義・演習」については１５～３０時間に授
業および授業時間外学修（予習・復習など）３０～１５時間、「実験、実習及び実技」については３０～４５時間の授業および授業時間外学修（予習・復習など）１５～０時間です。

実務・実践的授業 ○（企業等での勤務経歴を有しており実務経験を活かした授業を行う）

その他

★予習・復習は必ずやり遂げてから授業に出席すること
★授業はマナーを守って受講すること．授業にとって迷惑になる場合は，退室を命じる
★授業計画は予定であり，実際の授業では予定が変更になる場合があります
★成績評価方法は目安であり，変更になる場合があります
★本授業科目は、日本社会学会、日本教育社会学会、日本行動計量学会が共同で設立した一般社団法人社会調査協会の定める「社会調査士のための必修科目」のう
ち、「G. 社会調査の実習を中心とする科目」として認定の申請を予定している授業科目である。社会調査士資格については、http://jasr.or.jp/を参照のこと。

(1)授業の実施方法：
オンラインを積極的に活用して授業を行う
（詳細は第１回目の授業で説明する）
(2)関連資料の入手方法：
関連資料の入手方法はgoogle classroomにおいて指示する。
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